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あとがき







　プロローグ







　太陽が溶とけて、空から降っているかのような暑さだった。


「ヒマやさー」


　赤いペンキで『みそら商店』と壁かべに書かれた建物の横で、濱はま門じよう陸りくは嘆たん息そくした。


　商店の店先には、五台の自じ動どう販はん売ばい機き。店に面した細い車道は、平日の昼間とあって人通りも少なく、海から飛んできた砂がうっすらと降り積もっている。


　沖おき縄なわ県、嘉か手で納な町。


　海に近い住宅街にある雑貨屋兼けん飲食店パーラー、みそら商店。


　そこが濱門陸の拠きよ点てんだった。


　去年までと同様、高校に入学してはじめての夏休みも、それは変わらない。


「今日はまた、あっついなぁ……」


　商店の横には簡易式の屋根があり、ベンチと丸いテーブルが置かれていた。陸は右手にアイスキャンディを持ち、左手をうちわにして自分の顔をあおぐ。


　真夏の沖縄は騒さわがしい。住宅街の向こうにある国道は、地元住民と観光客の車で渋じゆう滞たいしていることだろう。だがバカンスやレジャー目的の観光客とは無む縁えんの住宅街内部は、そんな喧けん噪そうとは無縁である。季節ごとの風景は変わらず、平へい穏おんそのものだ。


「うおっ。っととぅ」


　ぼうっとしているうちに、アイスが崩ほう壊かいしかけていた。日に焼けた顔とショートカットの髪かみを寄せ、ソーダ味のそれを一気に攻こう略りやくする。タンクトップの下に着たキャミソールの肩かた紐ひもが、ずり落ちそうになった。


「店番か？」


　一人の少年が現れた。通っている高校の体操服であるハーフパンツとサンダル、という組み合わせも見慣れたものだ。


　陸はアイスをくわえたまま、首を左右に振ふった。


「んーん」


「ふうん」


　おざなりな相づちを残し、少年が店内に姿を消した。


　彼は陸より一つ年上の幼なじみで、夏なつ生きという。同級生の女子は彼のことをカッコいい、爽さわやか、と言うが、付き合いの長い陸にとっては目元が犬のゴールデン・レトリバーに似てるな、という感想しかない。


　幼なじみの少年がアイスの袋ふくろを破りながら出てきた。陸の向かい側に座り、アイスにかじりつく。色からして、アップル味だ。


「なーつー、部活は？」


　陸が尋たずねると、サッカー部に所属する少年がパタパタと手を振った。


「サボり。今日はムリ。暑すぎ」


「あっそ」


　それきり真新しい話題もなくベンチでだらけていると、小こ柄がらな影かげがやってきた。


「陸りーくー姉ねぇ姉ぇ、店番？」


　長なが袖そでのＴシャツを着て、頭と顔にタオルを巻いた人物だ。異様な外見だが、ソプラノの声で少女と分かる。彼女もまた陸の幼なじみで、こちらは二つ歳下だ。


「んーん。今日の店番はオッカァさ」


　タオルの少女が、陸のとなりにストンと座った。


「ねえ、夏なーつー兄ぃ兄ぃ、それ、一口ちょーだい。食べかけで我が慢まんしたげるから」


「こら、照てー瑠るー。また、なーつーに甘えて」


「んー、ちょい待ち、あと一口だけ……ほらうり、あとやるよ」


「わーい、ありがとー」


「あーもう、なーつー、甘やかさないで！」


「分かった分かった。──そういや照瑠、今日はバイトっつってなかったっけ？」


「午前中で終わりだし。一日中やると、タオルで防ぼう御ぎよしても日焼けしちゃうから」


　いつも通り、代わり映ばえもしないやりとり。


　幼い頃ころから近所で育った幼なじみなど、そんなものだ。去年も、一昨年おととしも、同じように店先のベンチで、どうでもいいお喋しやべりをして夏を終えた。


「ひぃーまぁーだぁーしぃー！」


　照瑠がワガママを言って手足をバタつかせるのも、恒こう例れい行事だ。


「だから照瑠、こんなとこキライなんだし！　早く大人になって、東京行きたーい！」


「照瑠は東京に行ったらダメだろ。色々と心配すぎる」


「えーっ！　陸姉ぇ姉ぇは照瑠の東京進出に賛成だよね！」


「うーん、じゃあ……ぐへへ、可愛かわいいねぇ、照瑠ちゃん。お金あげるから、ちょっとこっちに来てごらん、って知らないオジさんに言われたら、どうする？」


「え、お金くれるの？　いくら？」


「……陸もあんたの東京行きは反対さ……」


「あとお前、ムリして東京弁喋ろうとしてるけど、なんかヘンだぞ」


「なー！　じゃあ、今すぐ照瑠を楽しませて！　じゃないと今すぐ東京行くし！」


　バンバンと両手でテーブルを叩たたく、タオル少女。


　楽しませろと言われても、陸たちのいる環かん境きようは今までと何一つ変わらない。


　青い空と、広すぎる海。住民も物心ついた頃から見慣れた顔ばかりで、島内の大たい抵ていの場所に行き尽つくしたし、娯ご楽らくも限られている。


　それでも陸は慣れ親しんだこの地が、嫌きらいではないのだが──。


「あ、そういえば」


　陸はあることを思い出した。


「うちの隣となりに、誰だれか引っ越こしてくるんだ。オッカァが言ってた」


「えっ？　誰？　東京の人？」


「陸んちの隣って……畑人はるさーのオジィん家ちだったところか？」


　沖縄弁うちなーぐちでは、農家の人間のことを畑人と言う。


「うん。先月、オジィはアメリカの息子むすこさんとこ行っちゃったからね。あっちで会った人に売ったって、うちに連れん絡らくあったさー。偉えらい先生だからよろしくって頼たのまれた。今日あたり来るんじゃないかな」


「行こ！　見に行こ！　ほら、早く！」


　退たい屈くつに飽あきた照瑠が目を輝かがやかせ、店先を飛び出した。陸たちもそれに続く。


　商店を出て、くるりと後ろを見ると、真っ青な海があった。


　ゆるやかな下り勾こう配ばいに住居が並び、その先に小さな砂すな浜はまがある。観光客が集まるビーチとは違ちがい、駐ちゆう車しや場もレジャー施し設せつも何もない、ただの砂浜だ。


「アメリカで会ったんなら、アメリカ人か？　基地の関係者かな」


　民家に挟はさまれた細い道を歩きながら、夏生が言った。


　沖縄には米軍の関係施設が点在している。そのためアメリカ人の姿はよく見かけるし、ここにいる照瑠もまた両親がアメリカ人である。


「どうなんだろ。オジィからは、どっかの大学の博士とか教授だって聞いたけど」


「えっ？　それってお金持ちってことっ？」


「金持ちが、あんなボロ家買うかぁ？」


「うちのオッカァと姉ぇ姉ぇは、隠いん居きよしたお爺じいちゃんかなんかだろって言ってたさ」


　幼なじみ三人組は、すぐに目的地に到とう着ちやくした。


　斜しや面めんの一番下、海沿いに陸の実家はある。問題の家は、その隣だ。


　コンクリート造りの一階建てで、こぢんまりとした家である。眼前にある砂浜から吹ふきつける海風のせいで、塀へいも建物もずいぶん傷いたんでいる。小さな庭も雑草が生え放題だ。


　三人は正面に回り、身体からだを傾かたむけて塀の端はしから内側を覗のぞき込んだ。


　すると──。


「ちくしょおおおおおおおおおおおおおっっ！」


　腹の底から絞しぼり出したような絶ぜつ叫きようが、幼なじみ三人組の顔面を殴なぐりつけた。


「馬ば鹿かにしやがってぇええええっ！　このぼくを誰だと思ってるんだ！　天才、沙さ藤とう葉ようだぞぉぉっ！　今までさんざん頼たよっておきながら、手の平返しやがってぇっ！　この屈くつ辱じよくは何倍にもして返してやるからなっ！　絶対っ！　一生、忘れるもんかぁぁあああっ！」


　陸たちは、ぽかんと口を開けて、その光景を見た。


　開けっぱなしになった窓から、家の中で身体をくの字に曲げて叫さけぶ人物が見えた。両の拳こぶしで力いっぱい床ゆかを叩いた直後のようだ。


　目を血走らせ、裂さけんばかりに大口を開けて叫んでいるのは──。


「どいつもこいつも、なめやがってぇえええっっ！」


　陸と同い年くらいの人物だった。


　華きや奢しやで小柄な上、中性的な顔立ちをしているが、声からしてたぶん少年だ。さらに付け加えるならば、すこぶる目つきが悪い。


「あれ？　アイツ……」


　タオルの幼なじみが、呟つぶやいた。


　知り合い？　と陸が訊きこうとした時、今度は少年がぶるぶると肩かたを震ふるわせた。


「これは逃とう亡ぼうじゃない。決して！　断じて！　逃にげたんじゃない！　下等なクズどもの雑音から身を遠ざけ、天才的な思考を巡めぐらすための一時的な避ひ難なんなんだ。だから、ぼくは逃げてきたんじゃない……ちくしょう、絶対に返り咲ざいてやる……見てろよ……ぼくは一人だって何でもできるんだ……天才なんだ……ううっ……」


　涙なみだを堪こらえているようだ。


　だが急にハッとして、こちらを見た。陸たちに気づいたようだ。


「な、なんだ、貴様らぁっ！」


　立ち上がり、そばにあったものを投げつけてくる。


「この島の人間かっ？　それとも島民のフリをした工作員が、ぼくを監かん視しするつもりかっ！　どっちにしろ、今すぐ消えろ！　ここはぼくの家だっ！　誰も近づけるもんかっ！」


「うわあっ！　なんだ、アイツ！　わっ、出てきた！」


「きゃああっ！　追いかけてくるしぃっ！」


「に、逃げるよ！」


　慌あわてて砂浜まで逃げ出す陸たち。謎なぞの少年が投げた電動式の歯ブラシが夏生の後頭部に命中し、「痛てーあがー！」と悲鳴が上がる。


「誰もぼくの家に近づくなっ！　低てい俗ぞくで頭の悪い凡ぼん人じんどもめっ！」


　そう怒ど鳴なりつける少年は、歯を食いしばり、泣きべそをかいているように見えた。


　その姿は、陸の想像した姿とは似ても似つかない。


　母や姉が言っていたような隠居の老人でもない。


　どう見ても頼りない子供にしか見えない少年が、陸たちに背を向けた。


「ちくしょう……馬鹿にしやがって……今に見てろ……」


　ぶつぶつと恨うらみ節を呟きながら、小さな家に戻もどっていく少年。


「あれが……偉い先生……？」


　陸は呆ぼう然ぜんと呟き、二人の幼なじみと顔を見合わせた。




　１＊１







　空港のターミナルを通り、ロビーに出たところで沙さ藤とう葉ようは足を止めた。


『このたびは那な覇は空港をご利用いただき、誠まことにありがとうございます。当空港は……』


　顔の半分を隠かくす大きなサングラスと、口元を覆おおうマフラー。他ほかの利用客たちとは一線を画したファッションに身を包んだ葉は俯うつむきがちに呟く。


「８月11日、ぼくは日本国の南なん端たん、沖縄県に到着した」


　スティック型のデジタルレコーダーを口に寄せ、自分の声を吹き込む。


「ペンシルヴァニアからの旅に要した時間は、十九時間十三分と五十三秒──ふふふ」


　自然と、笑えみがこぼれた。レコーダーを握にぎる手に力がこもる。


「ふっはははははあっ！」


　顔を上げ、葉は高笑いした。


　ロビーを行き交かう利用客たちが驚おどろいて、いっせいに振ふり向く。


「どうだっ！　完かん璧ぺきに逃げ切ってみせたぞっ！　何かと小うるさいクズどもめ！　まさかこのぼくがこんなクソ田舎いなかにいるとは夢にも思うまいっ！」


　自然とガニ股またになった両りよう脚あしは、新天地の大地を踏ふみしめた感動を。そして中ちゆう腰ごしで何かを摑つかむように力を込めた両手は、手の平に収まらない勝利を体現したものだ。生まれて初めてとったポーズなので、よく分からないが。


「余計な雑音さえなければ、あの論文だってすぐに完成させてみせる！　そうなれば連中だって何も言えまい！　このぼくを馬鹿にした罪を償つぐなわせてやるからな！」


　ロビーがざわめきつつあった。だが葉は気にもとめない。


「それとも今すぐにでも復ふく讐しゆうしてやろうか？　ぼくにできないことはないぞ！　手始めはペンタゴンだな。セキュリティ・システムは知り尽くしてる。偽にせの情報を送り込んで慌てさせて……いや、それよりも国家機密を別の国に売り渡わたしてやろうか？　兵器の輸送ルートや各国に潜せん伏ぷくさせている工作員の情報なんか面おも白しろいぞ。ふははっ！　たったそれだけであの国は信用ガタ落ちで赤っ恥ぱじだ！　元々、信用なんてないけどなっ！　このぼくを軽かろんじて侮ぶ辱じよくした罪を、今こそ──あん？」


　楽しい復讐劇に胸躍おどらせる葉の肩を、後ろから何者かが叩いた。


　空港の職員らしき男が一人。そして警備員らしき男が二人、葉を睨にらんでいた。


　かくして、約一時間。


　空港の検査室で、葉は無む駄だな時間を費ついやす羽目になった。


「──ちぃっ！　ちょっとばかり兵器だなんだと口にしただけで、荷物検査だ、薬物検査だなどと無駄な時間をかけさせやがって！　第一、最初の質問からして、このぼくの性別を訊くなんて、セクシュアルハラスメント以外の何物でもないだろうがっ！　裁判の証言台で素すっ裸ぱだかになって、性別はご覧の通りですとフラ・ダンスでも踊おどってやろうか！」


　ぶつぶつと毒づきながら、キャリーバッグを引いて空港内をうろつく。効きすぎの空調と長ったらしい尋じん問もんのせいで、喉のどが渇かわいた。免めん税ぜい店てんや飲食店が並んでいたが、ファーストフード店を見つけて、カップに注がれたドリンクを購こう入にゆうする。


「ぶはっ！」


　ストローから液体を吸い込むなり、盛大に噴ふき出した。消毒液めいた味が、なかなかのインパクトだ。田舎の味に慣れることができるか、自信がなくなる。


「まったく、世の中、知性の欠片かけらもないバカばかりだ」


　それでも一気に飲み干し、カップをゴミ箱に捨てる。


　一階のウェルカムホールに降りると、大きな垂れ幕が目に飛び込んだ。


〝めんそ～れ　沖縄！〟。


　めんそーれ、とは何語だろうか？　他の広告を押しのけ一番目立つ場所に掲かかげられているところから見ると、ウェルカムに近い意味があるのだろう。


『アメリカのオハイオ州で海軍の武器庫が襲しゆう撃げきされ、武器が奪うばい去られるという事件が発生しました。国防省は組織的犯行と見て、ここ数ヶ月間で多発しているテロ活動との関連性を……』


　ロビーに設置されたテレビ画面上で、ニュース番組が流れていた。見覚えのあるＣＮＮのキャスターが事件現場で喚わめいている。


「ふん、あいかわらず騒さわがしい国だ。ぼくにはもう関係ないがな」


　葉は利用客の間を縫ぬって、出入り口に直行する。


　ガラス張りの自動ドアに、自分の姿が映った。


　十五年間慣れ親しんだ華奢な身体とボサボサの髪かみは、毎朝、洗面台で見慣れたものだ。胸むな元もとに大きく『オキなワ』と書かれたＴシャツ、クロップドパンツ、そしてサンダルというラフなファッションは、この場所に溶とけ込むために事前に仕入れたものである。大きなサングラスとマフラーは、顔を隠すという点で役割を忠実に果たしている。


　自動ドアを通り抜ぬけると、熱波が全身に押し寄せた。


　暑い。


　とても暑い。


　ランプの妖よう精せいイフリートの吐と息いきでさえ、もうちょっと温ぬるいに違いない。


「うっかり乗り継つぎを間ま違ちがえて、砂さ漠ばくにやって来てしまったか……？」


　しかも潮の香かおりが鼻につき、身体からだがべたつく。空港が海に面しているせいだろう。


　空港の外にはロータリーがあり、観光客がバスやタクシーに乗り込んでいるのが見えた。


　葉もまた客待ちのタクシーに歩み寄った。


　後部座席のドアが開いた。葉は乗り込もうとして思いとどまる。


「──本当に、ぼくはあいつらから逃げ切ることができたのだろうか？」


　顎あごに手を当てて考え込む。


「このタクシーは罠わなという可能性もある」


　運転席の男が、怪け訝げんそうに振り返った。


「長旅で疲ひ労ろうしたぼくがタクシーを使う……そして油断したところを運転手に扮ふんした工作員が拉ら致ちしようというわけか。いや、しかし、ただの思い過ごしという可能性もある。見たところ、運転手は見るからに一いつ般ぱん的な現地住民のようだし……。よし、ちょっと待て、運転手。今、これが罠である確率を計算して──ひいっ！」


　タクシーのドアが閉じた。危あやうく顔面をドアに強打するところだ。


「あ……あぶないなっ！　ふ、ふはは、だがぼくを乗せないところをみると、やはり罠だったようだな！　見み抜ぬかれたから、暴力に訴うつたえるつもりか！　そんな手に乗るか！」


　タクシーに向かって喚き散らしながら、その場を撤てつ退たいする。


「こうなったら、バスを──いや、あれはダメだ。バスジャックされたり爆ばく弾だんを仕込まれたりと、今までに何度死にかけたことか。あんな危険な乗り物は、こりごりだ」


　葉は意を決し、顔を上げた。


「必然的に、最も安全な手段は──徒歩ということになるな」








　　　１＊２




　日本国、沖縄県。


　北ほく緯い約25度、東経約１２５度にあり、面積は２２７５キロ平方メートル。百六十ある島々には総人口百四十万人が住んでいる。


　ここが葉にとって、新たな出発点となる。


　空港を出てから、およそ数十分後。


「……」


　葉は海沿いを走る国道の歩道で、足を止めた。キャリーバッグを開き、大きく振りかぶってからのワインドアップ投法で、サングラスとマフラーをその中に叩たたき込む。


「死ぬわっ！　こんなの付けてたらっ！」


　空は燃えたぎる太陽、足元は焼けた鉄板のようなアスファルト。明日からはフライパンに押しつけられるパンケーキを他人と思えなくなりそうだ。


「もう顔を隠さずとも、ぼくを知る人間はいないだろう……」


　葉は沖縄という土地に対する認にん識しきを改めつつあった。海しかないリゾート地かと思いきや、高度に整備された道路を日本車が埋うめ尽つくし、前方の都市は背の高いビルが乱立している。モノレールの線路も見えるし、文明レベルは思っていたよりも高そうだ。


「槍やりを持ってウララと叫さけぶ民族には今のところ出くわさないな……一応、警けい戒かいしていたのだが」


　目的地は、まだまだ遠い。


　徒歩でも充じゆう分ぶんに到とう達たつ可能と計算していたが、この暑さと自分の運動不足を変数に入れ忘れていた。大おお幅はばな修正が必要そうだ。


　ガラガラとキャリーバッグを引きずり、大きな橋を渡る。船せん舶ぱくが停とまる港が見えた。


　雑多なビルが並ぶ都市──おそらく那覇市の中心街らしき繁はん華か街がいを横目に、国道沿いをひたすら歩く。


「サブサハラの砂漠で遭そう難なんしかけた時を思い出すな……あの時はゲリラから逃にげるのに苦労したものだ……だがそれを返り討うちにして国を救ってやった時の、革命家気取りのゲリラどもの顔ときたら……ふふ、写真にとってラミネート加工した上で売れば、良い民芸品になっただろうに」


　顎から汗あせの滴しずくを垂らしながら歩いていると、やたらと長い金かな網あみで囲まれた敷しき地ちが現れた。


　金網に張られた板には、『米海軍兵隊施し設せつ』とある。


「米軍キャンプか……大たい佐さクラスの人間ならば、ぼくを知っているかもしれないな。こんな僻地まで支配主義の手を伸のばすとは、辟へき易えきの一言に尽きる」


　金網の向こうには茂しげみがあり、さらにもっと奥には広大な芝生しばふと建物が見えた。


「はあ……はあ……」


　熱気と疲労で、目がかすんできた。


　ついにガクリと膝ひざが折れた。うなだれる。


「……ふっ……ぼくの栄光に満ちた人生もこれまでか……」


　全身が火ひ鉢ばちのようだ。恒こう温おん動物の体温調整にも限度というものがある。


「今、世界はかけがえのない才能を失うのだ……一人の天才の死によって、人類の文明は発展の一路から衰すい退たいへと転じ、滅めつ亡ぼうへのカウントダウンが始ま──ぎゃぁああああっ！」


　辞世の文句を唱える葉の首筋に、強きよう烈れつな冷気が走った。葉は飛び上がってつまずき、地面の上をゴロゴロと転がる。


「つ、冷たいっ！　いや、熱いっ！」


　今度は焼けたアスファルトに素す肌はだを焼かれ、飛び起きる。


「ななな、なんだっ……？」


　米軍キャンプの非常用の出入り口だろう。金網が途と切ぎれ、閉とざされた門があった。国道に面した歩道が一部開けている。


　そこに異様な生物の姿があった。


「アイスクリン」


　頭と顔にタオルを巻いた、小こ柄がらな生き物だ。一応は人型をしていてアニメのように高い声を発したところからして、人間の少女であると推測する。


　その少女が持っているのは、コーンに載のったアイスクリームに見えた。先ほどの刺し激げきは、それを首筋に押しつけられたからだ。


「え……」


「アイスクリン」


　この地方の民族衣装か何かだろうか。タオルずくめの少女が、アイスクリーム──否いな、アイスクリンとやらを葉に突つきつけた。


　よそ者に対する、島民のもてなしというやつだろうか？


　葉は恐おそる恐る、それを受け取った。ひんやりとした冷気を感じる。


「お金」


　少女が手を差し出した。金はとるらしい。


「はやく。日に焼けちゃうし」


　ソプラノの声で急せかされ、葉は財さい布ふを取り出した。言われるがまま、紙し幣へいを差し出す。


　タオルのお化けが紙幣を受け取り、身を翻ひるがえした。門のそばにパラソルが設置されており、冷蔵用のボックスと小さな椅い子すが置かれている。


　どうやら少女は、そこでアイスクリンを野外販はん売ばいしているようだ。


「……釣つりはどうした」


　椅子に座ったきり音おと沙さ汰たがないので声をかけると、少女の舌打ちが聞こえた。スタスタと戻もどってきたそいつが、硬こう貨かを何枚か葉に渡わたす。そして投げやりな口調で言う。


「にふぇーでーびたんー」


「分からん。日本語か英語で頼たのむ」


「ありがとーございましたー」


　休日にペンキ塗ぬりを頼まれた父親くらい面めん倒どう臭くさそうに言い、少女がパラソルに戻る。


　釈しやく然ぜんとしないものがあったが、葉は再び歩き出す。結果的に押し売りをされた形となったが、この状じよう況きようでの冷れい菓かは神への祈いのりよりは実用的だ。


「ちっ、田舎いなかのサービス業はこれだからな。愛あい想その一つも振ふりまけないときた」


　パラソルを睨にらむと、振り向いた少女に、キッ！　と睨み返された。


「な、なんだ……！　や、やる気か？　い、いいだろう、ぼくはこう見えても──」


　今度は、ダンッ！　と地面を強く踏ふんで威い嚇かくされた。


「ひぃっ！　く、くそっ、おぼえてろっ！」


　野や蛮ばんな島民の相手をしても、時間の無む駄だだ。葉は足早にその場から立ち去る。


「なんて強ごう欲よくで好戦的な民族なんだ……銃じゆうさえあれば一ひと泡あわ吹ふかせてやるのに」


　歩きながら、アイスクリンに口をつける。


　冷たい。火ほ照てった体温とともに、苛いら立だちも幾いく分ぶん引いた気がする。


　これでもう少しだけ、歩くことができそうだ。


「……ふん、食えなくはないな」


　数ヶ月前に訪おとずれた三つ星レストラン以来の賛辞が、自然と口に出た。
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　那覇市を抜け、徒歩で国道58号線を北上すること数時間。


　そこに嘉手納町という場所がある。


　陸地の大部分は嘉手納飛行場──俗ぞくに嘉手納基地と呼ばれる米軍基地が占しめているが、住宅地もある。特に海沿いにあるそれは、なだらかな斜しや面めんにコンクリート造りの民家が並ぶ密集地だった。


　その斜面の中腹。


　国道と海に挟はさまれた狭せまい坂道の真ん中で、葉はうつぶせに倒たおれていた。


「……」


　もう暑さも感じなくなっていた。震ふるえる腕うでで、レコーダーを口に近づける。


「８月11日……目的地も目前というところで、ついに限界が訪れた……」


　気力を振り絞しぼり、身を起こす。地面に残った人型の汗の痕あとが、すぐに蒸発して消えた。


「いや、このぼく、沙藤葉がこんなクソど田舎いなかで朽くち果てていいはずがない……今、ぼくは自らの使命のために運命に立ち向かう──」


　葉のみなぎる決意とは裏腹に、ぺたんとその場に腰こしが落ちた。巨きよ人じんが地球でジャグリングでもしているのか、世界がゆらゆらと揺ゆれている。視界もぼやけてきた。


「う……む……？　こ、これは本当にマズイか……？」


　指先が痺しびれ、思考能力の低下を感じた。脱だつ水すい症しよう状じようおよび熱ねつ中ちゆう症しようの兆候だ。


「血圧が低下し、不整脈に陥おちいりつつある……ただちに日ひ陰かげに避ひ難なんしなければ命に関かかわるが、身体機能の低下が著いちじるしく、移動できない……」


　死に近づく様をレコーダーに吹ふき込んでいると、道路の先に人ひと影かげが現れた。


　老ろう婆ばだ。やせ細った身体には深い皺しわが刻まれ、腰は曲がり、頭に年季の入った手ぬぐいを巻いている。


「このような苦境に至った原因は、水分補給を怠おこたったことと、現地の環かん境きようの調査不足によるところが大きい……さて、ぼくは命の危機を回かい避ひする必要性があるが……」


「はいさい」


　気がつくと、老婆が目の前にいた。


「どこから来たんだまあからちやんたばーが？」


　何か質問された。葉の知らない言語だ。何を言っているのか、分からない。


「おい、大丈夫かえー、ちやがちゆーだんだえ？」


「あっちへ行け……ぼくは今、忙いそがしい……」


　葉は目一いつ杯ぱいに迷めい惑わくそうな顔をして、追い払はらおうとする。


　老婆が手持ちの鞄かばんから、魔ま法ほう瓶びんを取り出した。何かの液体を蓋ふたに注ぎ、葉に差し出す。


「また押し売りか……？　そんなものはいらん……」


　老婆が黙だまり込んだ。だが何を思ったのか、唐とう突とつに摑つかみかかってくる。


「ひぃっ！　なっ、何をするっ！　やめっ……ぶはっ！　げほぉっ！」


　予想外の力で、老婆が葉の口に液体を注いだ魔法瓶の蓋を押しつけた。拒きよ絶ぜつする葉に、無む理り矢や理りそれを飲ませる。


　液体の正体は、ジャスミンティーだった。強い香かおりが鼻に抜ぬける。


「こ、殺す気かっ！」


　むせて咳せき込む葉。


　老婆が魔法瓶を葉に押しつけた。反射的に葉はそれを受け取る。


「若い者若むんが、遠慮するもんじゃない遠慮さんどー」


　そして何事もなかったように、老婆はのろのろと歩き去って行った。


「な、なんなんだ……？」


　初対面の人間を出会い頭がしらに溺でき死しさせようとするのが、この辺りの風習なのだろうか？　どこまでも恐ろしい民族である。


「……」


　危あやうく溺死しかけたが、結果的に冷たいジャスミンティーが手に入った。


　押し売りのつもりが、歳のせいか代金をとるのを忘れたと見える。


　葉は喉のどを鳴らし、中身を飲み干した。体中に水分が染しみ渡っていくのを感じる。


「──幸運にも島民から水分を得ることができた。何かにつけてぼくにつきまとう死神も、勝手の知らない土地のせいで鎌かまを振るう手元が狂くるったらしい」


　しばらく日陰で休むと、少し体力が回復した。膝はまだ震えたが、歩けないほどではない。レコーダーをバッグにしまう。


「よし」


　葉は立ち上がり、再び下り坂を降りていく。


　暗記した地図上では、目的地はすぐそこだ。


　眼前に拡ひろがるのは、コンクリート製の住居の群れ。


　そして、海。


　ギラギラと照りつける太陽に晒さらされながら、葉は足をひきずって進み──。


　ついに、辿たどり着いた。


「ここだな」


　広大な海と小さな砂すな浜はまが、すぐ目の前にあった。


　太陽を反射して煌きらめく海を見ても、葉には何の感かん慨がいも湧わかない。そこにあるのは有機物が溶とけ込んだ、ただの大きな水たまりである。


　葉の目的は、海ではない。


　海から小道を挟んで向かいにある、小さな平屋。


　ペンキが剝はげ落ちた塀へいに囲まれた、直方体の建物である。小さな庭には雑草が生おい茂り、門にいたっては、無い。窓は木製の戸が塞ふさいでおり、玄げん関かんは砂と埃ほこりに薄うす汚よごれている。


「新しい、ぼくの家だ」


　ちょっとした偶ぐう然ぜんが重なり、葉の所有物件となった住居。


　新居が必要になった事情や、ボロボロの佇たたずまいはともかく、自分自身の意思で居場所を手に入れたのは悪い気分ではない。


　だが、そんなささやかな喜びも、すぐに消えた。


　取り出した鍵かぎでガタつく玄関を開けるなり、こもった熱気が解放された。木の板を張った廊ろう下かには埃が積もり、天てん井じようには蜘蛛くもの巣すが張っている。


「……」


　廃はい墟きよを通り越こして遺い跡せきだ、という現実を受け入れるまで二十分ほどかかった。フリーズした思考を再起動し、屋内に踏み込む。


　恐る恐る家の中を探検し、窓という窓を開放していく。


　間取りは、２ＬＤＫ。和室と洋室が一つずつあった。和室に敷しかれた畳たたみは、葉がはじめて見る編み方をしていた。和室には簞たん笥すやカーテン、居間には小さなテーブルと骨こつ董とう品のようなテレビなどが残されていた。前の住人が置いていったのだろう。キッチンには錆さびだらけのガスコンロが二つ。事前に手配していたため、水道水は問題なく出るようだ。


　ブレーカーを探し、スイッチを入れる。電気も無事に使えることを確かく認にんした。次にバスルームに行くと、埃まみれのシャワーと、カビの生えたバスタブがあった。タイルはヒビ割れ、ホラー映画の殺害シーンに使うセットとして貸し出せば小こ銭ぜにが稼かせげそうだ。


　キッチンに戻り、裏口に出ようとした。だが出入り口のノブが錆さびて動かない。事実上、外部へのアクセスは玄関だけのようだ。庭に面した居間の窓には小さな縁えん側がわがあり、そこから外に出ようと思えばできないことはなさそうだが。


　一通り探たん索さくを終え、葉は居間に戻った。


　今にも壊こわれそうな縁側から、海が見えた。かすかな波音が響ひびく。


「……人類が住む場所じゃない……」


　心の中で、何かが折れた。埃まみれの床ゆかに突つっ伏ぷす。


　つい先日まで、葉は他人から尊敬されてやまない立場にいたのだ。


　それが今や、こんなボロ小屋に追いやられている。


　どうしてそうなったのか、経けい緯いを思い出すと、むしょうに腹が立った。


「ぼくの論文を、馬ば鹿かにしやがって……」


　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。あまりの怒いかりと屈くつ辱じよくに、笑えみすら浮うかんだ。


「ぼくがおかしくなっただと……？　天才は失われただと……？　好き勝手言いやがって……なんでこのぼくが、こんな惨みじめな思いをしなきゃいけないんだ……」


　ついにこらえきれず、叫さけぶ。


「ちくしょおおおおおおおおおおおおおっっ！」


　両拳こぶしを床に叩たたきつける。衝しよう撃げきが痛みとなって、手首から脳天へ突き抜けた。


「馬鹿にしやがってぇええええっ！　このぼくを誰だれだと思ってるんだ！　天才、沙藤葉だぞぉぉっ！　今までさんざん頼たよっておきながら、手の平返しやがってぇぇっ！　この屈辱は何倍にもして返してやるからなっ！　絶対っ！　一生、忘れるもんかぁぁあああっ！　どいつもこいつも、なめやがってぇえええっっ！」


　脳のう裏りに蘇よみがえるのは、自分を見下ろす侮ぶ蔑べつと哀あわれみの眼まな差ざしだった。


　葉はある問題にぶち当たり、それまで住んでいたアメリカ合衆国から脱だつ出しゆつした。


　だが、逃にげたのではない。


　あくまで雑音から離はなれ、自らの研究に打ち込むためだ。


「これは逃とう亡ぼうじゃない。決して！　断じて！　逃げたんじゃない！　下等なクズどもの雑音から身を遠ざけ、天才的な思考を巡めぐらすための一時的な避難なんだ。だから、ぼくは逃げてきたんじゃない……ちくしょう、絶対に返り咲ざいてやる……見てろよ……ぼくは一人だって何でもできるんだ……天才なんだ……ううっ……」


　涙なみだが滲にじむ目元を拭ぬぐい、顔を上げる。


　すると、人間の生首を三つ発見した。塀の端はしからひょっこりと生えたそれらが、葉の様子をじっと覗のぞき見している。その中には、この地の民族衣装であるタオルずくめもいた。


「な、なんだ、貴様らぁっ！」


　近きん隣りんの住民だろうか。葉は顔を真っ赤にして、そばにあった荷物を投げつける。


　慌あわてて覗き犯らが逃げ出した。葉は荷物を抱かかえて、追いかける。


「この島の人間かっ？　それとも島民のフリをした工作員が、ぼくを監かん視しするつもりかっ！　どっちにしろ、今すぐ消えろ！　ここはぼくの家だっ！　誰も近づけるもんかっ！」


　サングラス、目覚まし時計、電動歯ブラシ。砂浜に逃げた三人に向かって、次々と投げつける葉。そのうち一つが島民の雄おすに命中し、「痛てーあがー！」と悲鳴を上げさせた。


「誰もぼくの家に近づくなっ！　低てい俗ぞくで頭の悪い凡ぼん人じんどもめっ！」


　頭の悪そうなガキどもを追い払い、葉は自宅に戻もどろうとした。


「うっ」


　ぎょっとする。振ふり向いた葉の目の前に、タンクトップ姿の老人が立っていた。


「な、なんだ、お前」


　歳の頃は七十代半ばだろうか。頭とう髪はつはなく、白い眉まゆと日に焼けた肌はだが、いかにも海沿いの住人らしい。顔が長い上に瘦やせた身体からだのせいで、瓜うり科の植物に似ていると思った。


「……」


　胡瓜きゆうりに似た老人が、じっと葉の顔を凝ぎよう視しした。そして今度は彼の自宅を見る。


「な、何の用だと訊きいているだろう。日本語が通じないのか？」


　老人が何かに納なつ得とくしたように、うんうんと何度も頷うなずいた。


　そしてそのまま、何も言わずに眠ねむそうな顔で立ち去っていく。


「な、何なんだ……？　まったく、未知の民族の思考は理解できん」


　気を取り直し、葉は自宅に戻った。


　居間に座り、キャリーバッグからレコーダーを取り出す。


「多少のトラブルもあったが、無事に新居にたどり着くことができた……さっそく、あの論文の続きに取りかかろうと思う……そのために、誰にも邪じや魔まされないような僻へき地ちにやってきたんだし……」


　口ではそう言ったものの、身体が動かなかった。重い倦けん怠たい感に襲おそわれる。


　新居にたどり着き、外敵も追い払ったことで、積もる疲ひ労ろうが吹ふき出したようだ。


「どうも気が抜けたようだ……強きよう烈れつな睡すい魔まに襲われた……しょうがない、一息つくことに……いや、一ひと眠ねむり……だが、こんなところで寝ねるとハウスダストが心配……ダニも……」


　レコーダーを持つ手が、床に落ちた。


　そうして沙藤葉は、埃が積もった床の上に顔から突っ伏した。
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　むくり、と身を起こすと、葉は暗くら闇やみの中にいた。


　腕うでにくすぐったい感かん触しよくがあった。見ると、脚あしの長い蜘蛛が自分の腕にとまっていた。


「うわあああぁああぁああっ！」


　腕を振り回し、飛び退のく。その勢いで後頭部を壁かべに強打してしまう。


「ぐぉおおおおおおおっ！」


　頭を押さえ、ゴロゴロと転げ回る。すると地面が消えた。


「ぎゃあっ！」


　衝撃が背中を襲った。一いつ瞬しゆん、呼吸が停とまる。どうやら開け放たれた居間の窓から、庭へと落下してしまったようだ。


「ぐっ……ぬうううぅぅ」


　苦痛に顔を歪ゆがめつつ、立ち上がる。


　眼前に、風化したダンジョンがあった。


　いや、違ちがう。潮風で風化した鉄筋コンクリート造りの平屋だ。


　紛まぎれもない、葉の新居である。


「亡ぼう霊れいよりもゴブリンと遭そう遇ぐうしそうな家だ。電話帳さえあれば、戦士と魔ま法ほう使つかいのデリバリーを手配できるのだが」


　立ち竦すくんでいても、どうしようもない。意を決して窓から居間に飛び込む。


「はっ！」


　前回り受け身をとり、素す早ばやく天井に手を伸のばす。蛍けい光こう灯とうにぶら下がった紐ひもを引き、明かりを点灯させることに成功する。その後も「はっ！」「ふんっ！」と各部屋、洗面所、キッチンと明かりを点つけていく。


「……ふう」


　家中の照明をつけて、ようやく一安心。


　だが直後、ガツンと音を立てて家が真っ暗になった。


「ぎゃぁあああっ！」


　キッチンに突とつ進しんし、落ちたブレーカーを殴なぐるように復帰させる。再び明かりが灯ともったが、すぐにまた落ちないよう、居間以外の蛍光灯を消していく。


「明かりを点けただけで電力供給を遮しや断だんされるだと！　ファック！　信じられん！　この地は本当に文明社会なのかっ？」


　早そう急きゆうな環かん境きようの改善が必要である。というか、改善が必要ない部分が一つもない。


「こんなのは人間の住む場所じゃない……一刻も早く自家発電機を設置しなければ。──いや、セキュリティのほうが先だな。ぼくとしたことが不用心に居い眠ねむりするなんて……眠っている間に襲しゆう撃げきを受けていたら、今いま頃ごろは丸焼きになっていたところだ」


　開けっぱなしの窓を閉める。必然的に室内に熱気がこもった。


　転がっていたリモコンを拾い、冷れい房ぼうの電源を入れる。


　機械は無反応だった。──壊れているようだ。


「期待はしていなかったがな！　ファック！」


　リモコンを床に叩きつけ、室内を見回す。


「電力供給もままならない上に、空調まで機能していないときた。──ざっと見た感じ、盗とう聴ちよう器きや盗とう撮さつカメラがないところだけが救いだな。気を抜ぬくと、あの国はすぐにぼくを監視しようとするからな。凡人が天才の動向を気にかけるのは当然とはいえ、プライバシーを無む駄だに詮せん索さくされないだけで、こんな田舎いなかに来た甲か斐いがあったというものだ」


　葉の腹が鳴った。キャリーバッグから栄養剤ざい入りの瓶びんを出し、中身の錠じよう剤ざいを嚙かみ砕くだく。


「しかし、この暑さはたまらないな。シャワーでも浴びて、体温を下げるとしよう」


　服を脱ぬぎ捨て、バスルーム──もう横文字を使うのも虚むなしくなってきた。浴室に入り、シャワーを浴びる。


　〇・一秒後、葉はアクション映画ばりに浴室から転がり出た。


「ぎゃぁあぁぁあっ！　冷たいっ！　しかも色が茶色いっ！」


　ガスがまだ通っていないようだ。しかも今時、鉄製の水道管を使っているのか、大量の錆が水に混ざっていた。


　バッグから出したバスタオルにくるまり、号ごう泣きゆうする葉。


「もう、いやだぁぁああっ！　アメリカに帰りたいいいぃぃぃっ！」


「うっさいねぇぇええッッ！」


　唐とう突とつに、居間の窓が開いた。ショートカットの人物が庭から姿を現す。


「きゃぁぁあああ！」


　葉は赤面し、タオルで身体を隠かくす。


「乙女おとめかッ！　あれ、女？　いや、男？」


　宣戦布告もなしに襲撃してきたのは、長身の少女だった。ノースリーブとホットパンツから伸びた長い手足は日に焼けており、短めの黒くろ髪かみが明かりを反射して輝かがやいている。


「な、何者だ、貴様っ！　ここはぼくの家だぞ！　用があるならドアベルを鳴らせ！　戦争が目的なら、声明と開戦日時を文書で提出しろ！　さもなければ不法侵しん入にゆうで通報するぞ！　こんな島でも警察機関くらいは──しまった！　電話が──通報手段がない！　よ、よし、話し合おう！　に、日本語は通じるか？」


「これくらいで警察が来るかっ！　わーぎゃーわーぎゃー隣となりでうっさいね！　せっかく観みてたドラマの雰ふん囲い気きが台無し──って、暑っ！　なんで窓閉め切ってんの？」


　島民の少女は、なぜか怒おこっているようだ。サンダルを捨てて縁えん側がわから居間に乗り込み、家中の窓を開けて回る。


　葉はキッチンに逃げ込み、急いで衣服を着込む。


「や、やめろっ！　強ごう盗とうに入られたらどうする！」


「そんな大層なもん、こんなところに入るか！」


「ぎゃぁあああああっっ！」


「今度は何ねぇっ！」


「蛾がっ！　蛾が家の中にっ！　なんだこれ、でかいぃぃっ！　銃じゆう……！　ショットガンはどこだ！　しまった、この国には持ち込めないんだった──」


　狼狽うろたえる葉を無視し、少女が葉のキャリーバッグを摑つかんで振りかぶった。メジャーリーグでも通用しそうなスイングで、キャリーバッグが蛾を屋外へ弾はじき飛ばす。


「お・ま・えぇっ！　そのバッグはぼくの私物だぞッ！　ぎゃぁぁああっ！　鱗りん粉ぷんっ！　バッグが鱗粉まみれにっ！　千二百ドルしたバッグがッ！」


「よく見たら、汚きったないな、この部屋！　床ゆかくらい掃はいたら？　ほうきは？　ああもう、外にあるヤツでいいさ！」


　少女が我が物顔で裏口や洗面所を見て回り、屋外から竹ぼうきを持ってきた。


「お、おい、勝手なことをするな！　今すぐにここから出ていけ！　あ、こら、掃そう除じを始めるな！　そもそもお前は一体誰だれなんだっ！　おい、話を聞けっ！　言葉が通じないのか？　あー……ココ、ぼくの家、お前の家、ココ、違ちがウ」


　懸けん命めいにジェスチャをすると、ようやく少女が振り向いた。


　その手にあるほうきを見て、後あと退ずさる葉。先ほどのスイングが脳裏をよぎる。


「ぼ、ぼうりょく、ヤメロ。ぼく、敵、チガウ」


「普ふ通つうに日本語で通じるさ」
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　頰ほおを膨ふくらませる少女。


「そ、そうか。よかった。それならまず、互たがいの素す性じようを明かすところから始めようじゃないか。お前は一体誰なんだ」


「濱はま門じよう陸りく。お隣さんさあ」


　そう言って、にっこりと明るい笑えみを浮うかべる少女。よく見ると、その短めの髪かみは、くせっ毛のようだ。ところどころ小さく撥はねている。歳は葉と同じくらいだろう。化け粧しようっ気けは無いが肌には張りがあり、スポーツ選手のように均整のとれたスタイルをしている。


　予想外に友好的な態度に戸と惑まどいつつ、葉も名乗る。


「ぼくは沙藤──おっと、本名はまずいか。そうだな、〝博士ドク〟でいい。呼ばれ慣れているニックネームだからな」


「なんで本名がまずいの？」


「プライベートな事情だ。──自己紹しよう介かいが済んだところで、まずは武装解除を要求する」


　葉がほうきを指さすと、陸が首を傾かしげた。意味は通じたらしく、パッとそれを手放す。


　未知の脅きよう威いに対する交渉ネゴシエイトの第一歩としては上々だ。


「よし。それでは今度はそちらの要求を聞こうではないか」


「陸の要求？」


　島民の生態が一つ明らかになった。この地の雌めすは己おのれのことを自身の名で呼ぶようだ。


「そうだ。一つずつ互いの要求を出し合い、信しん頼らい関係を築こうじゃないか。これは立てこもり犯との交渉術にも使われる手法だし、猿さるの調教にも使えるぞ」


「猿？」


「言葉のあやだ。まあ、座れ。背の高い女に見下ろされるのはマンハッタンだけで充じゆう分ぶんだ。さあ、要求はなんだ？」


　陸は素す直なおにその場に座った。葉も座り、正面から向き合う。


「要求なんて、最初に言った通りさ。こんな夜に騒さわがないでよ。近きん所じよ迷めい惑わくだから」


「騒そう音おんに対する苦情か。了りよう解かいした、善処しよう」


「あ、それとここに住むなら、掃除くらいしたら？」


「待て、次はこっちの要求を出す番だ」


「めんどくさぁ……」


「今すぐに、ここから出て行け。ここはぼくの家で、お前の立ち入りは認めてない。アメリカだったら撃うたれても文句を言えない状じよう況きようだぞ」


「ここはアメリカじゃなくて、沖縄うちなーさ。そんじゃ次はこっち？　掃除しろ」


「こちらの要求を無視して、次の要求か。まだルールを理解できていないようだな。いいか、ぼくが要求する。お前が要求をのむ。その後、お前が……」


　葉は身み振ぶり手振りを交えて説明する。ここまで知能レベルの低い相手に物事を教えるのは初めてだが、相手を犬や猫ねこと思えば、まあいけるだろう。


　しばらく話を聞いてから、陸がウンザリとした顔で嘆たん息そくした。


「ヘンな人さあ……」


「なっ！　誰がヘンな人だっ！　ぼくは何一つおかしな行動はとってないぞ！　他人の家にいきなり押し込んでくるような人間が言うなっ！」


「はいはい、そんなに言うなら出てくさ」


「迷めい惑わくそうな顔をするな！　迷惑しているのはこっちだぞ！」


　陸が立ち上がり、出て行くかと思いきや、葉の顔をじっと見つめた。


「な、なんだ、まだ何か用か？」


「あんた、歳いくつ？」


「初対面で年ねん齢れいを訊きくなんて失礼なヤツだ。だがマナーを説くのも時間の無駄だな。ぼくは来月で十六歳になる。それがどうした」


「わ、同い年？　歳下かと思った！」


「そうか。何から何まで失礼なヤツだな」


「どこの学校に転校してくるの？　嘉か手で納な高なら、陸と同じさ」


　何が楽しいのか、少女が目を輝かせた。


「転校？　ああ──」


　この手の勘かん違ちがいは、久しぶりだ。アメリカでも初対面の相手からは、外見と年齢のせいでよくミドルスクールの生徒に間ま違ちがわれたものである。


「ぼくは高校には通っていない。もう卒業したからな。ついでに言えば、大学もとっくの昔に博士課程ドクターコースを修しゆう了りようしている。いくつかの学科でな」


「……？」


　何を言っているのか分かりません、と少女の顔に書いてあった。


　ふっ、と葉は鼻で笑った。凡ぼん人じんが自分のことを理解するには、言葉だけでは足りないだろう。バッグに手を突つっ込み、「うっ……」と蛾の鱗粉に怯ひるみながらも、奥に詰つめ込んであったジャケットを引っ張り出す。


「ペンシルヴァニア州フィラデルフィアにあるペンシルヴァニア大学の史上最年少教授にして、アメリカ合衆国政府公こう認にんの軍事顧こ問もんや国家機関のアドバイザーとして数々の功績を残してきた天才──」


　黒を基調とした米海軍の公式礼服メスジヤケツトだ。袖そでを通さず肩かたに羽織ったそれには、十を超こえる数の勲くん章しようがゴテゴテと張り付いている。


「今までに幾いく多たの国家的危機、そして世界危機を救った英えい雄ゆう、沙藤葉とはぼくのことだ」


　腕うで組ぐみをして、ニヤリと笑う葉。


　陸が、ぽかんとした間ま抜ぬけ面づらで立ち尽つくす。


「……」


「失敬。今言った名前は忘れてくれ。ぼくのことは〝博士ドクター〟──ドクと呼ぶがいい」


「……」


「ぼくはある論文を完成させるため、静かな環境に身を寄せる必要があった。それがこの島にやって来た理由だ。だからぼくは誰にも私生活を邪じや魔まされたくない。分かったか？」


「う、うん」


　頷うなずいてから、陸が眉まゆをひそめた。


「それで、ドクはどこの高校に転校してくるの？」


「……日本語が通じるといったのは噓うそだったのか」


　この島の住民にとって、葉の立場や地位は理解の範はん疇ちゆう外だったようだ。やり場をなくしたジャケットを、すごすごとバッグの奥にしまう。


「まあ、そんな肩かた書がきも今となっては過去の栄光……虚しさしかないけどな」


　自じ嘲ちよう気味に笑う、葉。


　天才と呼ばれた過去や、英雄と謳うたわれたキャリアも、全すべて捨て去った後だ。


　いや、捨てたというより、否いや応おうなく失ったというべきか──。


「あんたみたいなのが大学の先生なわけないさあ。いくらなんでも、そんなの信じるほどバカじゃないもん」


　そう言って笑う少女は、バカ面づらそのものだ。むしょうに腹が立つ。


「ちっ、これだから素養のないガキは嫌いやなんだ。ぼくと会話したければ、少なくとも修士号以上を取得した上で管理職の実務経験を三年以上積んでからにして欲しいものだ。あっ、くそ、ジャケットの袖が少し破けた」


「ガキはお互い様さ。──ガキといえば、親はどこにいるの？」


　室内を見回して、少女が言う。


　ジャケットをしまい終え、葉は嘆息する。さっさと出て行って欲しいのに、隣りん家かに住む少女は無む駄だなお喋しやべりをご所しよ望もうらしい。


「親などいない。この家に住むのは、ぼく一人だ」


「えっ？」


「何をそんなに驚おどろく」


「えっと、じゃあ……ご飯とか、どうするの？」


「お前の目には、ぼくが天才どころか馬ば鹿かに見えているようだな。自分の面めん倒どうくらい自分で見る。栄養の摂せつ取しゆには不自由していない」


　言い、バッグから栄養剤ざい入りの瓶びんを取りだして、少女に見せてやる。


　陸はまたも驚いたようだ。なぜ彼女がそんな目で瓶を凝ぎよう視しするのか、彼女のサプライズのツボが理解できない。


「そんなのじゃダメさ！　ちゃんとしたもの食べないと！」


　葉はムッと眉まゆ根ねを寄せた。赤の他人にそこまで口出しされる謂いわれはない。気の長い葉といえど、我が慢まんの限界というものがある。


「不法侵入された挙げ句、ぼくの栄養事情まで干かん渉しようされるつもりはない！　いいから、さっさとここから出て行け！　迷惑だ！」


「何ね、その言い方！　こっちは心配してるのに！」


「なんてことだ……こんな野蛮なガキに心配されるなんて！　たとえ錆さびだらけのシャワーを浴びようと、そこまで落ちぶれた覚えはない！　ぼくは誰かに心配されたくないし、そんな必要もない！　誰かの助けを受けたこともない！」


「ウソつけゆくさー！　さっきまで泣きそうな声で叫さけんでたくせに！」


「あ、あれは別に助けを求めていたわけじゃない！　自らの境きよう遇ぐうを嘆なげいていただけだ！　いい加減に出て行かないと、力ずくで追い出すぞ！」


「なんだ！　やるか！」


「ほ、ほうきを持つな！　ち、ちくしょう、銃じゆうさえあれば……！」


　しばし睨にらみ合う二人。──正確には陸がほうきで威い嚇かくし、葉はじりじりと部屋の隅すみに追いやられる格好ではあるが。


　膠こう着ちやく状じよう態たいで先に動いたのは、少女のほうだった。


「ふん！　いいさ、勝手にしろ！　バーカふらー！」


　言い放ち、陸が縁えん側がわから庭に出た。


　やっと出て行く気になったか──と、ホッとしたのも束つかの間。陸がこちらを振ふり返り、にっこりと優やさしい笑みを浮かべた。


　思いがけない不意打ちに、葉の胸がドキリと鳴った。


「な、なんだ……？　今さら歓かん迎げいの言葉でも吐はこうというつもりか？　ま、まあ、そちらさえ友好的な態度で迎むかえるなら、多少の無礼は目をつぶってやっても──」


「言っとくけど、その家……出るぞ」


「えっ」


「ふははははっ！　せいぜい怖こわがったらいいさー！　陸は風ふ呂ろ入って寝ねるっ！」


「よ、余計なことをぉおお！　なんて陰いん湿しつなヤツだ！　ぼくは繊せん細さいなんだぞっ！」


　絶ぜつ叫きようする葉を尻しり目めに、陸が高笑いとともに走り去っていく。


　少女がいなくなると、静せい寂じやくが居間を支配した。


「ふ、ふん。出るって、何が出るというんだ。このぼくが非科学的な存在を信じるとでも思ったのか、馬鹿め──ひぃっ！」


　部屋の隅から聞こえた物音に、ビクリと肩を竦すくめる。


　床ゆかを転がった栄養剤の瓶が、壁かべに当たっただけだった。


　しんと静まり返る居間に立ち尽くし、生なま唾つばを飲み込む葉。天てん井じようからぶら下がった蛍けい光こう灯とうが、ジジジと低い音を立てて一いつ瞬しゆん、点てん滅めつした。生暖かい風が庭から吹ふき込む。


「……そ、そうだ！　論文の続きを書かなければ！　そのためにこんなところにやって来たんだからな！　しっかり睡すい眠みんをとったことだし、気力も充じゆう分ぶんだ！」


　大きな独り言で静寂を紛まぎらわしつつ、バッグから紙切れの束を取り出す。すでに細かい文章が書かれたそれらを、セロハンテープで居間の壁に貼はっていく。


「ホワイトボードがないのは不便だな」


　葉はＰＣといった入力装置よりも、手書きの文章が好みだ。ＰＣでは画面に映し出せる情報量に限界があるからだ。一方、アナログの文字であれば、空間が許す限り同時に大量の情報を視界に収めることができる。在ざい籍せきしていた大学の私室には、六台のホワイトボードを置いていた。


　最初に壁に貼ったのは、大きな単語を○でくくった紙だ。


　これらの論文のメインテーマ。


　そこには、こう書き記されていた。


〝破壊者デモリツシヤー〟──。


　次々と別の紙を貼り付けていくと、壁一面が埋うまってしまった。


　最後の一枚を、別の壁に貼りつける。


　そこにはクエスチョンマークのついた英文。


〝世界が終わるまで、あとどれくらいか？〟──。


　破は滅めつを謳うこの一文が──皮肉にも、葉自身の破滅を招いた。


「……」


　現時点で完成している論文を張り終え、ふう、と葉は息を吐いた。


　住み慣れたアメリカを離はなれ、こんな田舎いなかにやって来たのはバカンスが目的ではない。熱ねつ中ちゆう症しようにかかったり、野蛮な隣りん人じんと言い争うためでもない。


　全ては、この論文を完成させるためだ。


「世界を救えるのは、世界でただ一人……このぼくだけなんだ」


　壁を埋め尽くす紙切れには、途と方ほうもない量の文章と計算式が書き込まれている。だが、それでも足りない。この論文を完成させるためには、数倍もの理論と計算が必要になるだろう。


　己おのれの使命を思いだし、いざ白紙の紙に続きを書こうとした時だった。


「──ひっ！」


　ざざっ、と背後で妙みような音がした。


　庭を振り返るも、そこには誰だれもいない。ただの風の音だったようだ。


　すると今度は、奥にある和室から物音がした。身を竦める葉。


　ただの家鳴りだろう。──そうに違ちがいない。


「……」


　論文に集中するために静寂を保つと、かえって小さな物音が気になった。


　家の中のあちらこちらから。時には庭から。


　昆こん虫ちゆうががさつく音さえも、葉には亡ぼう霊れいが忍しのび寄る足音に聞こえた。


「……ちくしょぉおぉおっ！　あの女めぇえ！　余計なこと言い残していきやがってぇええっ！　ちっとも集中できないじゃないかぁああっ！」


　両拳こぶしを床に打ち付け、うちひしがれる葉。「うっさいねぇええ！」と聞き覚えのある声が、隣となりの家から響ひびいた。


「……アメリカに戻もどりたい……」


　ペンシルヴァニア州から、遥か離れた異国の地。


　嘉手納町での生活は、強きよう烈れつなホームシックとともに始まった。
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　葉ようのキャリアは絶頂ピークに達していた。


　この世で最も警備が厳重な密室で行われた会議が、その象しよう徴ちようといっていいだろう。


　部屋の中央に置かれた円えん卓たくには、壮そう年ねんの顔が並んでいた。スーツや軍の礼服に身を包んだ男女で白髪しらがが目立つが、彼らの目つきはどれも老練な鋭するどさを秘ひめている。


　場ば違ちがいに若い葉も、スーツを着ていた。上着はもちろん、勲くん章しようだらけの礼服だ。袖そでを通さずマントのように肩かたに羽織るのは、自分のいつものスタイルだった。


　大型スライドの前で、講こう釈しやくを終える葉。


　その手に持つレーザーポインタは、画面に映る論文のタイトルを指していた。


〝破壊者〟──。


　その文字を凝視し、密室内が静まりかえっていた。


　しばらくすると、葉を非難する声が集中した。円卓に座る面々には肩をすくめ、首を左右に振る者もいた。


　葉の論文は──あまりにも突とつ飛ぴすぎた。


　高度な理論と計算式に基もとづいた、極きわめて確実性の高い内容のつもりだった。だが葉以外の凡ぼん人じんにとって、それはレベルが高度すぎて滑こつ稽けいに映ったようだ。


　しかも、その論文は、まだ最後まで結論づけられていなかった。


　未完成の論文だったのだ。


　一刻も早く国家規模で対策を立てるために、発表を急いだ結果だった。


　非難と笑い声に晒さらされながら、葉は円卓の中央にいる男を見た。


　世界で最大の権力と影えい響きよう力を持つ男だ。今、葉がいる〝白い家〟の主でもある。


　その男が何も語らないまま、葉の講義を評価する会議が開始された。


　中には葉を支持する者もいた。特に針金のように細いシルエットの男が葉をかばった。円卓に座る誰かの補ほ佐さ官だ。


　葉のファンなのだろう。数え切れない功績を誇ほこる葉には、世界中のどこにでもファンがいるのだ。


　だがファンの援えん護ごも、無む駄だだった。


　葉は〝白い家〟から放ほう逐ちくされ、転落が始まる。


　聞こえるのは葉に対する陰かげ口ぐち、目にするものは侮ぶ蔑べつの視線。


　葉に与あたえられた大学の私室は、歴代教授の中でもトップの実績を持つ者たちが使用してきた由ゆい緒しよある場所だった。


　葉は、その私室が燃えるのをじっと見届けた。


　机や椅い子すが、文ぶん献けんが、歴代の教授が刻んだ壁の落書きが、お気に入りのソファとコーヒーメーカーが、そして──彼の論文が燃えて灰になっていくのを眺ながめた。


　その後、葉は大学を去り、その国を後にした。


　名めい誉よを失い、嘲ちよう笑しようされ、都落ちした負け犬。


　全すべてを失った惨みじめな英えい雄ゆう。


　だが国を去る彼の口元には──。


　なぜか、穏おだやかな笑えみが浮うかんでいた。
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　何かを叩たたく音で、葉は夢から現実に引き戻された。


　表情筋を目一いつ杯ぱい使って不快さを露あらわにしつつ、身を起こす。


　眩まぶしい日ひ射ざしが、葉の網もう膜まくを刺し激げきした。


「ノーラ……今朝のコーヒーは目一杯濃こくしてくれ──」


　低い声で唸うなってから、自分の置かれた状じよう況きようを思い出す。


　まず目に映ったのは、ヒビの入った壁と埃ほこりまみれの床だ。寝ねる際に毛布代わりにしたシャツは、居間の隅すみでピレネー山脈のモノマネをしている。


　葉は床を手でまさぐり、レコーダーを摑つかむ。


「８月12日、新居ではじめての朝を迎むかえた。清すが々すがしさのあまり、天国に召めされそうだ」


　全身汗あせだくで、最高に気分が悪かった。


　暑い。


　ただでさえ気温が高い上に、窓を閉め切っているからなおさらだ。野や蛮ばんな隣りん人じんの襲しゆう撃げきから身を守るためとはいえ、明日からは考えを改めよう。この暑さは命に関かかわる。


「夢を見た……この劣れつ悪あくな環かん境きようが、否いや応おうなく過去の栄光を思い起こさせるのだろう。特に鮮せん明めいだったのは、あの時の光景だ……そう、ホワイトハウスでの──」


　立ち上がろうとして、ふとあることが気になった。


　鮮明な夢だった。


　そう、スライドに映し出された論文の一文字に至るまで、はっきりと分かるほどに。


「〝破壊者の発現デモリツシヤーズ・アライヴアル〟。夢の中の、あの論文は──」


　覚かく醒せいしたばかりで、まだ意識が混こん濁だくしていた。頭を押さえる。


「ここにある論文より先が書いてあったような……」


　壁かべを見る。


　まだ途と中ちゆうの論文が、そこにあった。湿しつ気けのせいで、紙の端はしがクルンと丸まっている。


「あの時に使ったのは未完成の論文……ちゃんと完成させれば、ぼくを笑った馬ば鹿かどもも目を覚ますはずだ……そう思って、静かな場所で論文を完成させるために……」


　また、何かを叩く音が聞こえた。


　ドンドン、とその音は大きくなっていく。それも、葉のすぐそばで。


「まあ、気にするだけ無駄か。夢など、矛む盾じゆんの代名詞みたいなもの──」


　音が気になり、後ろを振ふり向く。


　葉は彫ちよう像ぞうのように硬こう直ちよくした。


「……」


　居間の窓に、外側から謎なぞの生命体が張り付いていた。


　頭と顔にタオルを巻き、腕うでにもタオルを巻いている。肩からもタオルを下げている。


　タオルの隙すき間まから覗のぞく青い瞳ひとみと、視線が合った。窓が激しく叩かれる。


「──ぎゃぁああああああっっ！」


　金かな縛しばり状態から脱だつし、葉は壁まで後あと退ずさる。


「こ、こいつ、あのアイスクリンとかいう押し売りの……！　な、なんだ、あの代金じゃ足りずに強ごう盗とうでもしようっていうのかっ！　しまった、逃にげ場がない！　──ちくしょう、なんでこの国は銃じゆうの所持を許していないんだ！　昨日から少なくとも三回は必要な状況に追い込まれているぞっ！」


　タオルずくめが窓を叩きまくった。自力で窓を破は壊かいしそうな勢いだ。


「うわ、うわあああっ！　けっ、警察！　いや、ＳＷＡＴスワツトを呼ばないと──ああっ、電話がないんだったっ！　だ、誰かぁああああっ！」


「だから、うっさいねー！」


　タオルずくめを押しのけ、見覚えのある顔が窓の外に現れた。


　隣に住む少女、濱はま門じよう陸りくだ。


「あっ、お前！　そいつはお前の仲間か！　ちょうどいい、通訳しろ！　ここにはお前が望むような食いモノや金目のものはないと！」


「いいから、ちょっと開けて。大だい丈じよう夫ぶ、何もしないから。そんなにビビんな」


「朝っぱらからタオルの化け物に叩き起こされたら、誰だれでもビビるだろう！　さてはコレもお前の嫌いやがらせか！　昨夜ゆうべもお前のせいで、朝まで寝つけなかったんだぞ！」


「思った以上に小心者しかばーだった！　そのことは謝るから、ちょっと開けてくれない？」


「こ、断る！　ぼくはテロリストとは交こう渉しようしないぞ！　脅おどしにも屈くつしないし、プライドにかけて全面抵てい抗こうを──」


「あーもう、めんどくさい人さー。照て瑠る、叩けすぐれ、叩け！」


「了解ウイルコ！」


「や、やめろぉおおっ！　壊こわれる！　壊れる！」


　両者のせめぎ合いは、数分の後──。


　叩きすぎて枠わくごと外れた窓から、陸とタオルずくめが乗り込むという形で決着した。








　　　２＊３




　沖縄移住二日目の空は、雲一つなかった。


　自宅を出ると、眼前に広がる海が真っ青に輝かがやいていた。今日は風が弱いせいか、昨日のような白波も見当たらない。


　小さな砂すな浜はまの端はしには、松の木が一本立っていた。


　昨日は周辺環境に目を配る余よ裕ゆうがなかったが、あらためて見ると自宅の周りには多た彩さいな植物が生えていた。家の前を走る道沿いにはパイナップル科の植物が生え、住宅地のあちこちにキク科やシダといった類たぐいの草花も見ることができる。


「食事に誘さそいに来たなら、最初からそう言え！　それだけのために窓を壊しやがって」


　葉は海に背を向け、住宅地の坂道を上っていく。陸とタオルずくめもいっしょだ。


「いくらなんでも恐こわがりすぎさ。ドクは小心者だなー」


「あんな得体の知れない生き物が窓をぶち破ろうとしていたら、誰だれでも敵の襲撃と思うだろうが！」


「思わないって」


「そもそもが余計なお世話なんだ。ぼくは他人の助けなど必要ないと言ったろう」


「いくらなんでも、あんなヘンな薬しか食べてないんじゃ身体からだ壊すよ。近くにウチの店があるからそこでちゃんとしたモノ食べたほうがいいさ」


「ヘンな薬じゃない。サプリメントだ。だが、なるほど。自分の店の宣伝というわけか。面めん倒どうだが断るともっと面倒そうだから、やむを得まい……やむを得ないのだが、それで、その──そいつは一体、何者なんだ。近きん隣りんの戦せん闘とう民族か何かか？」


　葉が恐おそる恐るタオルずくめを見ると、そいつもこちらを見た。


「照瑠だし」


　高い声で、ぶっきらぼうに言うタオル少女。


「テルダシ……？　おい、女。訳せ」


「女、じゃなくて、陸ね。あと偉えらそうに言うな。ほら、照瑠。アンタもそんなもの外して、ちゃんと自己紹しよう介かいする！」


　陸が少女からタオルをはぎ取った。
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　するとタオルお化けが、ワンピース姿の小こ柄がらな少女に変身した。


　真っ白な肌はだに、ふわふわの長い金きん髪ぱつ。歳は葉よりも一つか二つ下だろう。アメリカのホームドラマから飛び出したような、可愛かわいらしい白人の女の子である。


「バウスフィールド照瑠！」


　陸からタオルを奪うばい返しながら、少女が言った。


　一応、自己紹介をしたつもりらしい。タオルを再び顔に巻きつけ、手を差し出す。


「お金」


「なぜだ！」


「照瑠の可愛い顔を見たから、見物料！　五百円！」


「小こ遣づかい程度の生々しい金額を要求するな！　見たくて見たわけでもないのに払はらうか！　ぼくは子供に興味はないんだ！」


「はあ？　照瑠は子供じゃないし！　傷ついたし！　千円！　お財さい布ふ出してっ！」


「や、やめろっ！　ひぃっ、見かけより力が強い！」


　財布をめぐって、取っ組み合いをする葉と照瑠。


「照瑠はお父さんから格かく闘とう技ぎならってるもんな」


　陸がそう言って、仲ちゆう裁さいに入る。


「ほーら、照瑠。初対面の人からお金とっちゃダメさ。いつも言ってるでしょ」


「いつもこんなことをしてるのか！　恐ろしいな！」


「ちょっとお金が大好きだけど、悪い子じゃないさ。仲良くしてやって。あ、ちなみにあのタオルは日焼け防止のためなんだって」


　脳天気に笑う陸とは対照的に、タオル少女──照瑠はがっかりした様子だ。


「偉い先生っていうから期待したのに、貧びん乏ぼう人だし、子供だし……はあ、がっかりだし」


「ぼくは貧乏じゃないし、お前のほうが子供だろうが！」


「あーもう、ケンカすんなやー」


　陸がまた仲裁しようとして、何かに気づいた。


「あ、オジィ。はいさーい」


　見覚えのある老人が坂道を下ってきた。


　昨日、砂浜で顔を合わせたものの、無言で去った老人だ。あいかわらずの瓜うり顔である。


「はいさい」


　老人が笑んだ。こちらとすれ違ちがおうとして小石につまずき、よろめく。


「わっ、オジィ、大丈夫？」


「家まで送ってこっか？」


　陸はともかく、照瑠までもが老人に付き添そい、心配そうな顔をする。


「こんくらいで心配されたら、たまらん。今日は膝ひざの調子が悪いだけね。心配いらん」


　大口を開けて笑い、また歩き出す老人。その目が、ちらりと葉を見た。


「？」


　だが葉には何も言わず、そのまま坂道を降りて言ってしまう。


「お前たちの知り合いか？」


「このへんの人はみんな知り合いさー。ていうか、あのオジィだってドクのお隣となりさんだよ。陸とは反対側の隣ね」


「ただの近所づきあいにしては、ずいぶん親しげだったからな」


「こんなの普ふ通つうだし」


　不思議そうな顔をする照瑠を見て、葉は理解する。


「老人を敬う風習があるのか。僻へき地ちの風習にはありがちだがな」


「僻地言うな。ドクの住んでたところは違うの？」


　陸に問われ、葉は鼻で笑った。あらためて坂道を上っていく。


「土地以前に、地位や金に執しゆう着ちやくする薄うす汚ぎたない老人ばかり見てきたからな。歳を重ねているというだけで、今さら敬う気にはなれん」


「ふうん。でもあとでちゃんと挨あい拶さつしとくようにね。ドクの前に住んでた人もオジィと仲良かったから、きっと良くしてくれるさ」


「ホームパーティに呼んで、いっしょにマシュマロを焼けとでも？　ふん、飼い犬は強盗よりも隣りん家かによく吠ほえるものだ」


　きょとんとする陸と照瑠。


「……？」


「つまりだな。家が隣どうしだとトラブルも多く、大たい抵ていは親しくなれないものだという意味だ。──はあ、まったく、気軽にジョークも言えん。これだから教養のない人間とは会話したくないんだ」


「陸姉ぇ姉ぇ。コイツ殴なぐっていい？」


「う、うーん……もうちょっとだけ様子を見よう」


　やがて三人は細い車道に出た。


　葉が那覇空港から歩いてきた国道は、さらに先にある。自動車で混雑していた国道とは違って、こちらはほとんど車が走っていない。


　坂道を曲がって車道を入ると、すぐにクッキー箱のような小さな建物が現れた。


　店先には自じ動どう販はん売ばい機きが五つも並び、何本かの幟のぼりが立てられている。


　正面にたどり着くと、『みそら商店』というペンキの店名が見えた。


「ここが、うちの店さ」


　陸が笑った。


　店の横に砂利じやりを敷しき詰つめた空間があった。駐ちゆう車しや場だろう。左側には簡易式の屋根が伸のびており、ベンチとテーブルが置かれている。


　斜しや面めんになった店の背後には、広い海が見えた。


「そうか。では中を見てみるとしよう──」


　葉は店に入ろうとして、出入り口のドアに頭を強打した。額を押さえてうずくまる。


「ど、どうしたの、ドク。いきなりドアに突とつ進しんして」


「アハハ！　アホだし！」


「じ、自動ドアじゃない店に遭そう遇ぐうしたのが久しぶりだっただけだ」


　立ち上がり、あらためて店内に入る。


　店内はクーラーが効いていた。文明的な気温にホッとしつつ、店の中を見回す。


　外見から分かっていたが、中は狭せまい。おまけに薄うす暗ぐらかった。棚たなには袋ふくろに入った菓か子しや、洗せん剤ざいやトイレットペーパーなどの生活用品が並んでいる。通路はすれ違うのが困難なほど狭い。奥には古びたカウンターと年季の入ったレジスターがあった。


「いらっしゃい」


　カウンターに女性が現れた。歳は四十歳前後か。卵型の顔に薄うすい眉まゆ、黒い髪かみを後ろに縛しばっている。アジアンティックな風ふう貌ぼうだが、じゃらじゃらと首にかけたネックレスと花はな柄がらのワンピースのセンスは今イチだ。彼女が店主なのだろう。


「ああ、アンタらね」


　陸と照瑠が気安く店主に声をかける。


「オッカァ、これが昨日話したドクね。何か食べさせてあげてよ。あ、陸はヤキソバ」


「奢おごり？」


「うーん、ま、いっか。いいよね、オッカァ」


「はいはい、今日だけね」


「やった！　照瑠、タコライス！」


「そっちのアンタは？」


「……沖縄そば」


　貼はりだされたメニューの中から、無ぶ難なんそうなものを選ぶ。はじめて聞く料理だが「そば」というからには、ワニの丸焼きを出されるようなハプニングはないはずだ。


「待ってな」


　笑えみ、店主がカウンターの奥にある通路へ消えた。


　待てと言われたので、葉は待つことにした。


　しかし陸と照瑠は待たなかった。さっさと店を出て行ってしまう。


　商品を並べた場所からは見えなかったが、カウンターの横にはアイスを並べた冷れい凍とう庫があった。ビールが詰まった冷蔵庫もある。


　良い香かおりがした。店主が消えた通路の奥からだ。そこが厨ちゆう房ぼうになっているらしい。


　しばらくすると、器うつわを持った店主が現れた。


「はい。あの子らのも持っていってあげてくれる？」


　カウンターに置かれたのは、確かにそばだった。豚ぶた肉にくとネギ、紅ショウガが載のっている。


「今日は初回サービス。お代はいいよ」


　笑顔で言われるが、葉は財布から硬こう貨かを出して代金を支し払はらった。


「タダと言われたホットドッグが半径十メートルを巻き込んで爆ばく発はつして以来、その手のサービスは断っている。──ところでコレは、ここで食べるのか？　お前と向き合って？」


「……それでもいいけど、外に椅い子すとテーブルがあるよ」


「分かった」


　葉は箸はしと自分のそばだけを持って、店の外に出た。


　ベンチに向かうと、すでに陸と照瑠が座っていた。


「陸たちのは？　もうできたって？」


「ああ」


　店に自分らの食事を取りに行く二人を尻しり目めに、ベンチに座る。


　そばをすする。鰹かつお節ぶしベースのスープに平打ちの麵めんを浸ひたしたシンプルな味の料理だった。


　しかし、暑い。冷れい房ぼうのない屋外で食べると、汗あせが止まらない。メニューには冷し中ちゆう華かもあったが、胡瓜きゆうりが食べられないので葉の選せん択たく肢しには入らなかった。


　横目には、青い海。


　空からは──轟ごう音おん。


　米軍基地から飛び立った戦闘機だろう。雲一つない青空を数機の機き影えいが一直線に通り抜ぬけていくのが見えた。


　陸たちが戻もどってくる気配がした。


「食えなくはないな」


　暑い上に騒さわがしいという最悪な食事環かん境きようの中で、葉は一度だけ吐と息いきを漏もらした。
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「それ、一人じゃ持ちきれんでしょ。陸に手伝わせるから」


　なけなしの現金キヤツシユで購こう入にゆうした商品の量を見て、店主が言った。カードは使えなかった。


　生活に必要なものを見み繕つくろうと、結構な量になった。


「必要ない」


　洗面用具やシャンプー、ティッシュペーパーやタオルなどの消しよう耗もう品が主だ。その他ほかにもミネラルウォーターやコップ、鍋なべ、下着、カップラーメンやチョコバー、さらにタオルケットも買っておいた。大きなビニル袋ぶくろで四つにまとめている。


「そう？　ちょっと待ってね」


　店主がカウンターの奥に引っ込んだ。台車を持って戻ってくる。


「これ使いな。そのうち返してくれりゃいいから。どうせまた食べに来るんでしょ？」


「台車があるのにカートがないのか……。ところでエアコンが壊こわれているのだが、修理できる業者を知らないか」


「ああ、馴な染じみのがいるから、見に行かせようか」


「頼たのむ。それとガスも使えるようにしたい。電話やネットといった通信手段がないから、手配がしたくてもできないんだ」


「はいはい、ガスと電話もね」


　気軽に請うけ負おう店主。


「ああ、でもエアコンは時間かかるかも。この時期、その手の業者は忙いそがしいから」


「ふむ。自分で直したほうが早いかもしれないな。工具は売っているか？」


　パンパンに膨ふくらんだ袋を三つ、台車に載せながら尋たずねる。載せきれない分は手で持っていくしかなさそうだ。


「アンタ、自分で直せるの？」


「ぼくに直せないのはハリウッド俳優の浮うわ気き性しようくらいだ。一通り揃そろったセットが欲しいが、なければ何本かのドライバーだけでもあればいい」


「売り物にはないさぁ。──そうだ、アンタんとこの隣のオジィが立派なの持ってるわ。少し使うくらいなら、オジィに借りたら？」


　あの瓜を彷ほう彿ふつとさせる老人か。陸らと友好的に接していた反面、葉に対しては含ふくみがありそうなのが気になるが──。


「考えておこう」


「どうもねー」


　台車とビニル袋をひっさげて店を出ると、大勢の話し声が聞こえた。


　ベンチとテーブルの周りに、人だかりができていた。めざとく葉の姿を発見した陸が、こちらに向かって手招きする。


「あ、ドク！　ちょっと来て！　みんな紹しよう介かいするさ！」


「必要ない」


「ね？　めんどくさい人でしょ？　ほら、こっち来て！」


「ひ、引っ張るな！　荷物が！」


　陸が駆かけ寄り、葉の腕うでに自らの腕を絡からませた。無む理り矢や理り、葉をベンチへ連れて行く。きめ細やかな少女の肌はだの感かん触しよくに、不覚にもドキリとしてしまう。


「ぼ、ぼくは忙しいんだ！　無む駄だな時間を費ついやすヒマは──あ、貴様！」


　葉は人だかりの中心にいる人物を見て、思わず身構えた。


　手ぬぐいを頭に巻いた老ろう婆ばである。忘れるはずもない、昨日、半死半生の葉を溺でき死しさせようとした容よう赦しやなき悪あく魔まである。


「オバァのこと知ってるの？」


「うちのオバァに何か文句でもあるの？　あるなら、照瑠が相手になるし！」


　意外そうな顔をする陸と、妙みように堂に入った構えをとるタオル少女。緩ゆるく拳こぶしを握にぎった前ぜん傾けい姿勢は、アメリカ海軍の格闘術コンバツトに似ている。


「ああ、昨日の子供かちぬーぬわらびどうやさやー」


　不可解な言語を発し、不気味な笑みを浮うかべる老婆。葉を殺そうとしたことなど気にも留とめていない様子だ。これまで何人手にかけたのか想像するだに恐おそろしい。


「文句があるのは、こちらのほうだっ！　ぼくは昨日、こいつに殺されかけたんだぞ！　くそう、またぼくを襲おそいに来たのか！　そうはいくかっ！」


　陸たちが、きょとんとした。


　すぐに大だい爆ばく笑しようが起きる。


「オバァがそんなことするわけないさー」


「うちのオバァに言いがかりつけるなっ！」


「ぎゃあっ！」


　陸や他の面々が大笑いし、照瑠のローキックが葉の太ももを直ちよく撃げきする。


「くっ……お前の祖母だったのか！　どうりで納なつ得とくの凶きよう暴ぼう性だ……！」


「ドクがおかしなこと言うからさー」


「な、何がおかしい！　現にぼくは死にかけたんだからな！　熱ねつ中ちゆう症しようで弱っているところを、無理矢理ジャスミンティーを飲まされ溺死しかけたんだぞ！」


「熱中症で弱ってて、ジャスミンティー？　……さんぴん茶か？」


　人だかりの中には、少年も二人ほどいた。


　そのうち背の高いほうは、ハーフパンツにサンダルという軽装だ。短い髪と日に焼けた顔が、スポーツマン然とした雰ふん囲い気きを出している。


　なかなかの男前だが、だからこそ第一印象で敵と判断した。葉の生しよう涯がいにおいてハンサムな男と友好的な関係を結べたことは、一秒たりともない。


「それって、あんたのこと助けたんじゃないか？」


　眉をひそめる、葉。


　何拍ぱくか遅おくれて──葉の脳が、少年の言葉を理解した。


　言われてみれば、確かにそうだ。あの状じよう況きようは、葉が助けられたと見えなくもない。


「なんだと……」


　よろめく。


　これほどショックを受けたのは、ペンシルヴァニア大学理事長の孫を見た時以来だ。親類一同モンスター揃ぞろいの中から天使が生まれる。そんな不可解で不条理な謎なぞは、こっそりＤＮＡ検査を十五回ほど試みても解くことができなかった。


「このぼくが……あんな老婆に助けられただと？　つまり、ぼくはあの老婆に同情されたのか……？　お、墜おちるところまで墜ちたとは、このことだ……爆ばく破はされた飛行機から標高１８００メートルの高さに飛び降りた時だって、これほどの絶望は味わわなかった……なんということだ……」


「なあ、陸……なんか一人でぶつぶつ言ってるぞ。大だい丈じよう夫ぶか、あいつ？」


「きもいし」


「アレが陸んちの隣となりに引っ越こして来たドクっていう人ね。見ての通り、ヘンな人さ」


　陸が背の高い少年を指さした。


「こっちも紹介しとくね、ドク。このでかいのが、なーつー。夏なつ生きね。１コ上の高校二年生。近くに住んでるから、よくこのへんウロウロしてるさ」


「ドク？　変わった名前だなー。っていうか陸とタメなのか。もっと下と思った」


　スポーツマン風の少年が、陸と似たアホ面づらで笑った。


「んで、その弟のはーるー。春はる正まさ。小六ね」


「こんちは！」


　元気よく手を上げたのは、背が小さいほうの少年だ。肘ひじや膝ひざにバンソウコウを貼はった、元気そうな子供である。将来有望な顔立ちをしているので、こいつも敵である。


「それで、こっちが陸の親友の佳か織おり！」


「……。こ、こんにちは」


　それまで黙だまっていたワンピース姿の少女が、ぺこりと会え釈しやくした。長い髪かみと垂れ気味の目が、おとなしい印象を受けさせる。警察や消防署のポスターのモデルが似合いそうだ。


　彼らの素す性じようなど、葉にとってはどうでもよかった。先のショックから立ち直れない。


「このぼくがあんな枯かれ果てた老婆の施ほどこしを受けるとは……弱っていたとはいえ、なんたる屈くつ辱じよく……こんな形で英えい雄ゆうのキャリアに致ち命めい的てきな傷がつくとは……」


　自己嫌けん悪おに打ちひしがれる葉の前に、オバァが何かを差し出した。


「うり」


　透とう明めいな袋ふくろに入ったボールのようなものだ。葉は警けい戒かいして後あと退ずさる。


「ひぃっ！　なんだっ？　ば、爆ばく弾だんか？」


「なんでよ。ただのあんだぎーさ」


　陸が言った。


「みんなでオバァからもらってたところさ。おいしいよ？」


　揚あげ物の一種のようだ。子供が喜んでいるところを見ると、菓か子しか何かなのだろう。


　オバァが葉に話しかける。


「ちゃんとご飯食べてるのかゆーむんや　かどんなー？」


「は？」


「そんなに細っこいと女みたいだぞあんしーがりてい　いなぐぬぐとうるあいんどー」


「何を言ってるのか分からん！　それに、そんなものはいらん！」


「そう言うな。食べてみろあんでいらんぐどう　まじかでいんで」


「いらんと言っているだろう！　これ以上、施しは──ぐもっ！」


　拒きよ否ひすると、問答無用でそれを口に突つっ込まれた。その素す早ばやさたるや電光石火。数々の修しゆ羅ら場ばを生き抜いた英雄、沙さ藤とう葉ですら避よけられなかった。


「むぐうっ！　ぐむっ！　げほっ、げほっ！」


　喉のどにつまらせる葉を指さして、陸たちが大笑いする。


　あんだぎーとやらは、甘かった。アメリカでもよく食べたドーナツに似ているが、もっと素そ朴ぼくな甘さと硬かたい歯ごたえが独特だった。


「こ、今度は窒ちつ息そくさせる気かっ！　くそうっ、よそ者だからってナメやがって！」


　葉は顔を真っ赤にして、台車ごと陸たちから離はなれた。島民らに向かって人差し指を突きつけ、言い放つ。


「この天才を笑いものにしたことを、いつか後こう悔かいさせてやるからなっ！　おぼえてろ！」


「生でおぼえてろってセリフ言う人、はじめて見たし」


「うん、ちょっと変わったヤツだな」


「でしょ？」


「あははは！」


　好き勝手にのたまう島民を残し、葉は商店前から立ち去る。


「なんて野や蛮ばんな民族だ。こうも生活習慣が合わないとなると、これからの生活に不安をおぼえる。それに余計な干かん渉しようばかりしやがって。これじゃあアメリカから脱だつ出しゆつした意味がないじゃないか……」


　ガラガラと音を立てて片手で台車を引き、もう片方の手で大きなビニル袋を持つ。角を曲がって坂道に入った時には、両りよう腕うでがかなり疲ひ労ろうしていた。


「そ、想像以上に重いな……これは重量を見誤ったというより、ぼくの身体からだが弱っているのが原因か。運動不足だった上に、昨日の疲労がまだ蓄ちく積せきしているようだ」


　広大な海を見下ろしながら、坂道を下っていく。


　すると背後から、パタパタと軽かろやかな靴くつ音おとが聞こえた。


「あの、手伝いましょうか？」


　そう声をかけて葉の隣に並んだのは、佳織という少女だった。


「いらん」


　葉は少女の顔も見ずに、そっけなく言い放つ。


　完かん璧ぺきに拒否され、佳織は戸と惑まどったようだ。もう一声かけるべきか、それとも去るべきか迷い、オロオロと葉の顔と荷物を見比べる。


「面めん倒どうごとに巻き込まれるのは、御ご免めんだ」


「えっ？」


「陸とかいう女とのケンカの仲ちゆう裁さいでも頼たのみに来たんだろう？」


「……えっ？」


　佳織が目をまん丸にした。


「親友と紹介された時、お前は一いつ瞬しゆん、顔面の口輪筋と小頰きよう骨こつ筋を強こわばらせた。その後、唇くちびるを嚙かみ、緊きん張ちようした様子で陸と目を合わせようとしなかった。罪悪感を覚えた時の典型的な反応だ。目を合わせないくせに、頻ひん繁ぱんに相手の顔色を窺うかがう仕草は、相手との関係を修復したい意思が感じられる」


　葉は台車の前に回り込んでブレーキをかけながら、慎しん重ちように坂道を降りていく。


「両者の関係がうまくいっていないとして、陸に過失があるなら、あの性格からして彼女のほうから謝罪するだろう。それがないということは、原因はお前にあり、なおかつお前自身の問題で関係修復に踏ふみ切れない現状を意味する」


「……」


　図星のようだ。佳織は言葉もない。


「そこで他人の力を借りようというわけだ。それも後あと腐くされのない赤の他人であるぼくにな。──生あい憎にくだったな。ぼくはガキのケンカに首を突っ込む気は毛頭ない」


　にべもなく断られ、少女の大きな瞳ひとみに小こ粒つぶの涙なみだが浮かんだ。


「ふっ、ぼくに泣き落としは通用しないぞ。大学で一番の美女に泣きつかれたが容赦なく単位を落としてやったことだってある。後で彼女のファンに撃うち殺されそうになったのも、今では笑い話──うっ」


　自じ慢まん話に浮かれて、葉ともあろう者が気を抜ぬいてしまった。台車に足をひっかけ、つまずいてしまったのだ。


　支えを失った台車が、葉を轢ひき殺そうと迫せまる。


「ひぃっ──」


　だが激げき突とつする寸前、ピタリと台車が止まった。


　間かん一いつ髪ぱつのところで、佳織が両手で台車を支えたのだ。


「……」


　恐きよう怖ふで青ざめた葉と、無表情の佳織。両者の視線が交こう錯さくし──。


　少女が目をそらした。ポツリと呟つぶやく。


「……手、はなしちゃおうかな」


「は、早まるなぁ！　冷静に話し合おうじゃないか！　お前の要求はなんだ！」


　かくして──。


　葉はビニル袋ぶくろ。佳織が台車。役割分担をして、二人は坂道を下りる格好となった。


「陸ちゃんって、すごく足が速いんだ」


　佳織が語り出した。交こう渉しよう、いや脅きよう迫はくによって葉が話を聞くことを承しよう諾だくしたのだ。


「ちくしょう……何なんだ、この島の住人は……ろくな人間がいない……」


「ちゃんと話、聞いて」


　佳織が頰ほおを膨ふくらませた。お嬢じよう様さまなのか、不ふ機き嫌げんさをアピールするジェスチャすらも、彼女のワンピースと同様にお上品である。


「き、聞いているから、ぼくの背後に台車を移動させるな！　轢き殺す気かっ？　くそう、こういうおとなしそうな人間にかぎって、猟りよう奇き殺人の犯人になったりするんだ」


「……中学生の時に中ちゆう距きよ離り走でインターハイにも出たこともあるしね。私は運動とか苦手だから、陸ちゃんは自慢の友達だったの」


「お前は自分のことを私と呼ぶんだな。他ほかの女は自分の名で呼ぶのに」


「私、生まれは横よこ浜はまなの。今、そんなことはどうでもいいよね？」


「ひぃ！　いちいち、ぼくの背後に回り込もうとするな！　話を続けろ」


「でも、陸ちゃん……高校に入ってから、陸上やめちゃったの。みんな期待してたのに。その理由もはっきり教えてくれなくて……この前、そのことをしつこく問とい詰つめちゃって……それからちょっとだけ、気まずくなっちゃって……」


　心底、どうでもいい話だった。


　陸上競技をやめた陸と、そんな陸に憧あこがれの姿を取り戻もどして欲しい佳織。


　何をするか、しないかは本人の自由である。となれば葉の推察通り、佳織のワガママに問題があるということだ。佳織自身もそれを自覚しているが、すんなり引けないのは陸に対する憧れが強いためか。


「本人が望まないことを無む理り強じいするな。友人なら本人の意思を尊重しろ。以上」


　さっさと切り上げようとするも、佳織が食い下がる。


「で、でも！　陸ちゃん、中学の陸上部で何かあって、それが原因なのかも……」


「勝手な妄もう想そうだ」


「だって体育の授業で走ってる時は楽しそうなんだもん！　走るのが嫌きらいになったわけじゃないはずなのに」


「それで、ぼくにどうしろと？　あの女を改造して、キャハハと楽しげに笑いながら走るオリンピック選手にでもしてやれば満足か？」


「そ、そんなことじゃなくて！　陸ちゃんがなんで走るのやめちゃったのか、さりげなく聞いてくれないかなって……」


「さりげなく、か。赤の他人のぼくには少々困難だ。良いアイデアがあれば受け付ける」


「たとえば、こう……『やあ、ぼくと駆かけっこしない？　うわあ、君は足が速いなあ。それなのにどうして陸上をやらないんだい？』みたいな感じで」


「ふっ、大の男がビキニの水着で銀行強ごう盗とうに入るくらい自然でさりげないな」


「……」


「ひぃっ！　だから、ぼくを轢こうとするなっ！」


　かろうじて佳織が人の道に踏みとどまった。葉のとなりに戻り、涙ぐむ。泣きたいのはこっちのほうだと声を大にして叫さけびたい。


「ちっ、これだから思春期のガキは嫌いだ……この世で最も理り屈くつが通じない珍ちん種しゆめ」


　ふてくされたのか、それとも諦あきらめたのか。佳織はそれきり何も喋しやべらず、葉の自宅に到とう着ちやくした。荷物を置いて無言で立ち去ろうとした佳織を見て、葉は嘆たん息そくする。


「はあ……あの女がまた陸上競技に戻れば、お前は満足なんだな？」


「え？」


「願いを叶かなえてやると言ったんだ」


「ど、どういうこと？」


「親友にまた陸上競技に戻って欲しいんだろう？　あんな女をその気にさせるなんて簡単だ。ちょっとした弱みを摑つかんでやるだけでいい」


「……」


「ぼくは天才だからな。あいつは再びトラックを駆け回り、お前たちの仲も元通りになるだろう。──ぼくに直せないのはピエロの顔色くらいだからな、任せておけ」


　ニヤリと笑う。


「荷物持ちの駄だ賃ちんだ。遠えん慮りよするな」


「……」


　佳織は不安そうに葉の顔を見つめていたが──。


　すぐに背を向けて、逃にげるように葉の自宅から走り去っていった。
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　買い込んだ荷物の整理を終え、葉は大きく息を吐はいた。


「これでやっと論文に集中できる……」


　居間の壁かべに貼はった、文字と記号だらけの紙切れに向き直る。


　破壊者デモリツシヤー──。


　それは、ある危機の到とう来らいを警告する内容だった。


　葉はそれを完成させねばならない。


「……」


　白紙を新たに壁に貼り、ペンを手に取る。汗あせの滴しずくが顎あごから床ゆかに落ちた。


　かつて未完成のそれを公表し、国家に警告した。だがそれは受け入れられず、葉は誇こ大だい妄もう想そうの変人として、批判と蔑さげすみの対象へと身を落とした。


　だが決して、諦めたわけではない。


　凡ぼん夫ぷの頭脳でも理解できるようにするには、この論文を完成させればいいのだ。


　そうして論文が認められれば、かの国も目を覚ますはずだ。葉が正しかったことを誰だれもが認め、失った地位を取り戻し、破は滅めつを未然に防いだヒーローとして、以前のような名めい誉よを取り戻すことができる。


　葉は天才であり、英えい雄ゆうなのだ。


　誰しもに尊敬される立場こそ、葉に相応ふさわしい。


　数多くいるファンも、またもや期待に応こたえた葉を賛美するのだ。


　こんな豚ぶた小屋に住む日々は、華か麗れいなカムバック劇のプロローグにすぎない──。


「……」


　開放した窓から、しきりに蟬せみの鳴き声が響ひびいていた。


　葉はじっと白紙のノートを凝ぎよう視しし、次の一文を記すために集中する。


　汗の滴がこぼれた。蟬の声がうるさい。


　汗が流れる。蟬がやかましい。


　汗が──蟬が──。


「集中できるかぁぁあああああっっ！」


　ペンを床に叩たたきつける。


　この猛もう暑しよと蟬の鳴き声は、拷ごう問もんに等しい。環かん境きように慣れた住民ならともかく、葉は繊せん細さいなのだ。一年を通して適温に調節された密室でしか働かないし、コーヒーに砂糖の結けつ晶しよう一ひと粒つぶでも入っていようものなら、一ヶ月のストライキは確実である。


「ひいぃっ！」


　トドメとばかりに蟬が窓から室内に飛び込んだ。蛍けい光こう灯とうにとまって鳴き出す。


「うるさぁぁあいっ！　ち、ちくしょうっ！　虫ケラまでもぼくを馬ば鹿かにするのかっ！　出て行けっ！　ほらっ！」


　葉がいくら威い嚇かくしても、蟬はそしらぬ顔だ。


「くそっ！　貴様が出て行かないなら、ぼくが出て行くっ！　いつまでも居い座すわるなら化学兵器の使用もいとわないぞ！　殺虫剤ざいってやつだ！　覚かく悟ごしておけっ！」


　腕うでを振ふり回し、葉は自宅から飛び出した。


　そして三秒後に後こう悔かいする。


　じりじりと焼ける太陽の下、頭上を通過する米軍の戦せん闘とう機を見上げる。


「……このままでは昨日に続き、今日も干ひからびてしまう。殺虫剤を買いに先ほどの店に戻ろうか。いや、まだ連中がいたら、うっとうしいな……」


　家の前の細道を歩く。横にある砂すな浜はまと海が太陽を反射し、眩まぶしかった。


「やむを得まい。根本的な環境の改善が必要だ」


　歩くこと、七秒と少し。葉が足を止めたのは、隣りん家かの前だった。


　隣となりの家といっても、陸の家ではない。もう片方の隣家である。


　石いし垣がきの壁で囲まれた平屋で、敷しき地ち面積は葉の自宅とそう変わらない。ただし造りはコンクリートではなく木造で、尖とがった瓦かわらの屋根が印象的だ。年中潮風に晒さらされているせいで柱や壁が相当傷いたんでいるが、葉の自宅よりも立派に見えるのが不思議である。


　敷地に入り、玄げん関かん口の呼び鈴りんを押す。だが反応はなかった。


「隣の者だが、住人はいるか？」


　庭には水道の蛇じや口ぐちと丸めたホース、そして細い鉄の棒と金かな網あみで構成された直方体があった。そこに無数の蔦つたがからみ、苦にが瓜うりがぶら下がっている。


　辞典で見たことがあるが、実物を見るのははじめてだ。ゴーヤーという植物である。


「あの老人、見た目だけじゃなく本当に瓜を栽さい培ばいしていたのか。ゴーヤー爺じいだな」


　ガラッ、と音を立てて、横開きの出入り口が開いた。


「なんか用ね？」


　タンクトップ姿の老人が、葉を見下ろした。ひょろ長い顔と体格のせいで、余計に身長が高く見える。気け圧おされ、葉は一いつ瞬しゆん、ごくりと唾つばを飲み込む。


「み、みそら商店の店主に言われた。ここで工具を借りられるとな」


「ふむ、みそらちゃんか。……何に使うんだ」


　自分の顎をさするゴーヤー爺。皺しわだらけの顔は、何を考えているのか読み取りにくい。


「自宅の冷れい房ぼうが動かないんでな、修理する」


「お前やー、修理できるのか」


「ぼくに直せないのは、ペンシルヴァニア駅のアナウンスのドイツ語訛なまりくらいだ」


「ふむ……待ってろ」


　老人が家の奥へ姿を消し、また戻ってきた。彼が葉に向かって放ほうり投なげたのは、しかし工具セットではない。


「これは工具ではなく軍手と言う。おかしいぞ。日本語がうまく伝わっていないようだ」


「ようし、外出ろ」


　数分後。


　葉は首にタオルを巻き、両手に軍手をはめていた。麦むぎわら帽ぼう子しも新たに借りた。


　さらに言えば──炎えん天てん下かの中、庭にあるゴーヤー畑の雑草をむしっていた。


「不可解だぞ。ぼくは工具を借りに来たはずなのに、なぜか畑仕事をさせられている」


　滝たきのように流れる汗を拭ぬぐい、首を傾かしげる葉。こんな泥どろ臭くさい力作業に勤いそしむなど、生まれて初めてのことだ。


「ぶつくさ言うな。工具を借りたいなら、当然ね」


　後ろで雑草を抜ぬきながら、老人が言った。


「当然……？　ふむ、この地方では工具を借りることと雑草を抜くことに、何らかの関係性があるのか。伝統的な儀ぎ式しきか何かか？　それとも風土や民族性と関係が……」


「黙だまってやれ」


　作業は一時間にも及およんだ。


　いや、正確にはそれが限界だった。


「……」


　抜いた雑草の小さな山のそばで、葉はうつぶせに倒たおれていた。力ちから尽つきた葉をあざ笑うように、頭上を戦闘機の轟ごう音おんが通り過ぎる。


「もうへばったか。しょうがない、中入れ」


　そう言って老人が葉を連行したのは、居間だった。


　ようやく工具を持ってくるのかと思ったら、年季の入った扇せん風ぷう機きもいっしょだった。


「最近、こいつの調子が悪いさ」


　直せ、と言っているらしい。


　今回の意図は、葉にもすぐにピンと来た。


「ふっ……ぼくがこの工具を使うに値あたいするか試ためすつもりか。良かろう」


　畑仕事などより、よっぽど得意な分野だ。すぐに金属製の箱からドライバーを取り出し、扇風機の土台部分のカバーを外す。幼よう稚ちな仕組みの基板と配線が露あらわになった。


「喉のどが渇かわいたろう。ほら」


　老人が氷の入ったコップを床に置いた。ジャスミンティーだった。


　この家も冷房をつけていないようだ。だが障子を開けっぱなしにした室内は、葉の自宅よりも体感気温が低い。単に重労働の後だから、そう感じるのかもしれないが。


　そよ風が吹ふき、風ふう鈴りんの軽かろやかな音色が響いた。


　ゴーヤー爺の家の居間は質素そのもので、テーブルとテレビの他ほかには棚たなが一つ置かれているだけである。


　葉は工具箱からブラシを取り出そうとして、棚に置かれた妙みような物体に気づいた。


　陶とう器きでできた小さな像だ。神社で見かける狛こま犬いぬに似ている。


「シーサーさ」


　葉の視線に気づいたのか、縁えん側がわに座ったゴーヤー爺が言った。


「沖縄うちなーの守り神さ。本土人やまとんちゆはあまり見かけんだろうがな」


「……ぼくはヤマトンチュとやらじゃない。アメリカ人だ」


　正確にはアメリカと日本、両方の国こく籍せきを持っているが、説明するつもりもなかった。


　風鈴の音、蟬の鳴き声。


　そこへ戦闘機の轟音。


　平和な光景と兵器が入り交じり、混在する島。


　それが、この土地なのだろう。


「……あいつは、どうだった？」


　不意にゴーヤー爺が言った。


「質問の意味が不明確だ」


「お前さんの前に、あそこに住んでたオジィさ。アイツからあの家を買ったんだろ？」


「ああ──」


　葉の脳のう裏りに、あの家を購こう入にゆうするきっかけとなった出会いが蘇よみがえった。


　すると、小さな頭痛に襲おそわれた。


「……？」


　葉はある老人とアメリカで出会い、あの家を譲ゆずってもらった。それは間ま違ちがいない。


　それなのに──その時の記き憶おくにノイズが走り、会話が断だん片ぺん的にしか思い出せなかった。


　記憶力には自信があるのだが、珍めずらしい現象だ。


「あいつは、あの家は誰にも売らんと言ってた。息子むすこ夫ふう婦ふに招かれたっちゅうて、向こうの暮らしが合うかも分からん。だから、いつでも戻もどってこれるようにっちゅうてな」


「……友人だったそうだな。陸という女から聞いた」


「そりゃあもう長い付き合いさあ。五十年以上になる」


　葉は平静を装い、修理に集中する。


　記憶が定さだかでないのは、自分にとって不必要な情報だからだろう。実際、さしたる出来事ではなかったため、気にするようなことでもない。


「わんには、どうも信じられん……あいつがあっさり家を売るなんてな」


　なるほど──。彼が葉に対して見せる警けい戒かい心しんは、新参者に対してのものだけではない。気心の知れた友人に対する疑問も含ふくんでいるようだ。


「お前の言っている人物が、ぼくが遭そう遇ぐうした人間と同一人物かは知らない。だが」


　葉は手を動かしながら言う。


「妙に馴なれ馴れしい男だった。今思えば、陸という女と似ている気がする。ペンシルヴァニアの国立歴史公園で迷子になり、東洋人だからという理由でぼくに声をかけてきた。聞いてもいないのに自分のことをあれこれ話し、馬鹿みたいに大声で笑っていた」


「ああ、そいつぁ……間違いなくあいつさあ」


　老人が懐なつかしそうに、そして嬉うれしそうに、目を細めた。


「ぼくのこともしつこく訊きかれて、いい迷めい惑わくだった」


　観光客ならともかく、葉はあの時、なぜ歴史公園などにいたのだろう？


　また頭痛がした。自分が初対面の老人に何を語ったのか、うまく思い出せない。


「そう──あの老人は、なぜかぼくのことを自分と似ていると……」


　コップに口をつけようとした老人の手が、ピタリと止まった。


「あの時、ぼくは何を……」


　気がつくと、作業が中断してしまっていた。気を取り直して作業に戻る。


「──ふん、まあ、どうでもいい。互たがいの利害が一いつ致ちしただけだ。あの老人も、アメリカに移住するにあたって未練をなくそうとしたんだろう」


「いや……よく分かった」


　ゴーヤー爺がコップを置いた。海を見るその表情は、彼からは見えない。


「不思議なもんね……今になってなあ。そうか、そうか」


「……？」


「せっかく沖縄に来たなら。ゆっくりしていけ。ここは好いいヤツばかりさ」


　一瞬、アメリカで出会った老人の言葉が蘇った。


　あそこは好いヤツばかりさ──。


　そう言って、笑っていた。


「あの老人も──そう言っていた」


「だはずよ。ここは傷を癒いやすには、いいところだ」


　傷を癒やす？


　葉は無意識に手を止めた。


　妙にひっかかる言葉だった。


　プライドを傷つけられた、という意味では確かに葉は傷ついた。


　だが、癒やすとは？


「お前やーも頭が良いじんぶなーみたいさ。でも──」


「分かる言葉で言え」


「賢かしこいって意味さ」


「ふ、何を隠かくそう、ぼくは天才だからな」


　ドライバーを動かしながら、ニヤリと笑う。


「英えい雄ゆうというやつだ。かつてのアメリカ合衆国大統領ですら、ぼくのファンだった頃ころがある。本来はこんなところにいるような人間ではないんだ」


「そうか」


　ゴーヤー爺が平然と頷うなずいた。どうせ濱門陸のように笑い飛ばされるものと思っていたので、予想外の反応である。


「そりゃあ、さぞ悩なやみや──重圧もあることだろう」


　葉はピタリと手を止めた。


　重圧──。


　その言葉に、葉の胸の中で何かがわき起こった。


　何の前まえ触ぶれもない。


　理由すら分からない、あまりにも撞とう突とつする衝しよう動どうだった。


「ぼくは天才だ。天才に迷いなどない」


　ギロリ、と老人を睨にらむ。


「ぼくは英雄だ。──英雄にプレッシャーなど、ない」


　敵意。いや、殺意すら込めた眼まな差ざしを、老人が海を眺ながめたまま受け流す。


「そうか」


　葉はしばし老人を睨んでいたが、舌打ちとともに扇風機に向き直る。


　なぜ自分が怒いかりを覚えたのか分からない。たかが老人の戯たわ言ごとにムキになるなど、それこそ英雄にあるまじき行こう為いである。


「──終わったぞ」


　正体不明の感情を押し殺し、扇風機のカバーを閉じる。


　電源を入れて、試運転をする。問題なく正常に作動した。


「ふっ、我ながらいつも通りの完かん璧ぺきな仕事だ。これで合格だろう」


「合格？」


　老人が首を傾げた。


「よく分からんが、いいぞ。持ってけ」


　ようやく工具の貸し出し許可が出た時だった。


「オジィ！」


　何人かの子供が、家の敷しき地ち内に飛び込んだ。


　先頭にいるのは商店で紹しよう介かいされた兄弟の弟のほうだ。名前は春正とかいったか。同じ年頃ごろの男の子や女の子を引き連れ、合計五人の団体が縁側に殺さつ到とうする。


「また釣つり竿ざお貸して！　──あ、ドクがいる！」


　春正がドクを指さした。子供嫌ぎらいの葉は、当然のように無視した。


「ねえ、オジィ！　また手伝いするから、いいでしょ！」


「いらんいらん、今日はこの兄ぃ兄ぃが働いてくれたからな。物置から持ってけ」


「やったー！」


「ん？　おい待て、そこの子供」


　葉が呼び止めると、走っていこうとしていた春正が振ふり向いた。


「手伝いって、何のことだ」


「ドクも何か借りに来たんじゃないの？　だからオジィの手伝いしたんでしょ？　オジィは何でも持っててスゴイよね！」


　葉の表情が、彫ちよう刻こくのように固まった。


「……？　オレ、行くよ？」


　怪け訝げんそうに首を傾かしげる春正。


　葉は勢いよく立ち上がった。自分がしていたことの意味を、今さら理解する。


「き、貴様、こ、このぼくに、あろうことか雑用をさせていたのか！」


　顔を真っ赤にして、老人に人差し指を突つきつける。


　ただの雑用だとすれば、作業の意味も納なつ得とくがいく。あまりにあり得なさすぎて、今の今まで気づかなかったのだ。


「合衆国の英雄であるぼくが、こんな老人にコキ使われるなんて、なんたる屈くつ辱じよくだ！　すっかり騙だまされた自分が情けない！」


　工具箱を抱かかえ、玄げん関かんから家の外へ飛び出す。


「この辱はずかしめは一生忘れんからなっ！　おぼえてろっ！」


　怒りにまかせて怒ど鳴なりつけ、葉は敷地から飛び出した。


「……ヘンなヤツさあ」


「うん、ヘンな人なんだって」


　背後から、住民どうしの呆あきれた声が聞こえた。
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　自宅に戻ると、大型のトラックが家の前に停車していた。


「どうもー。山やま田だ太た郎ろうさん、お荷物をお届けにうかがいましたー」


　作業服の男たちが、荷台から段ボール箱を運びだそうとしているところだった。


「だれだ、山田太郎って！　そんなヤツはここにはいない！」


「え？　おかしいな、住所は間違ってないはずですけど」


「──あっ、やっぱりここでいい！　そういえば、そんな偽ぎ名めいを使ったんだった！　何を隠そう、ぼくが山田太郎だ！　荷物は適当に空き部屋に詰つめ込んでおけ！」


　憤ふん慨がいにまかせて言い放ち、玄関から家の中へ入る葉。


　工具箱を居間に放ほうり出し、着き替がえのシャツを探す。


「くそう、生しよう涯がいでワースト３に入る時間の無む駄だだ！　このぼくが！　天才、沙藤葉が、あろうことか、あんなジジイに……！」


　着替えを持って、浴室に向かう。


「こんなに土で汚よごれるなんて、メキシコでマフィアの仕し掛かけた地じ雷らいに引っかかって死にかけた時以来だ！　あの時は大統領に謝罪されても許さなかったんだぞ！」


　一刻も早く汗あせと泥どろを洗い流すべく、シャワーの蛇じや口ぐちをひねる。


　水が出た。だが三秒ほど流れただけで、すぐに停とまった。


「……」


　シャワーを覗のぞき込んだり、蛇口を何回転させても、再び水が流れ出すことはなかった。


　葉は縁えん側がわに戻り、絶望にうなだれる。


「ファック……」


　老ろう婆ばに同情され、老人にこき使われ、女子供に笑われ──ついには汚れた身体からだを洗うことすらままならないところまで落ちぶれた。あまりの惨みじめさに嗚お咽えつが漏もれそうになる。


「はいさい！　ヤキソバ持ってきた！　これ、夕飯にしたら？」


　とびきり明るい声が、敷地内で聞こえた。


　陸がやって来たらしい。葉は顔を上げる気力もない。


「わっ。ど、どうした、ドク？　死にそうな顔して」


「……涙なみだが溢あふれるのを堪こらえている」


「そっかあ、つらいことがあったんだねえ。まあでも、元気出してよ！」


　バンバンと力いっぱい背中を叩たたかれた。葉とは逆に良いことでもあったのか、陸は殺したくなるくらいハイテンションだ。


「あのー、荷物運び終わったので、サインか印いん鑑かんをお願いします」


「はいはーい」


「なぜお前が返事をする」


「ん？　山田太郎？　誰だれ、コレ。まあ、いっか」


「ありがとうございましたー」


「なぜサインが何事もなく受理される」


「ごくろうさまでーす」


　願わくは遠のいていくトラックとともに、陸も消え去ってほしいものだ。


「──で、何があったの、ドク」


　長い睫まつ毛げが、葉の顔を覗き込んだ。葉は弱々しく笑う。


「シャワーの水が出ない……浴室の水道管に錆さびが詰まったらしい」


「そっか、オッカァに修理を頼たのんでおくさ。でも業者さんもすぐには来てくれないよね」


「……」


「しょうがないさー。ここはお姉さんが一ひと肌はだ脱ぬいでやるか」


　同い年だろうが、と反論する気にもなれなかった。


　どうせろくでもないことを思いついたに違いない──。


　そう思ったが、意外にも葉は身体の汚れを落とすことに成功する。


　そして同時に──ろくでもない、という予想も的中することになる。


「どう？　この暑さなら、ただの水でもそう冷たくないでしょ？」


「……」


　あぐらをかいた状態で、葉は頭からシャワーを浴びていた。


　ただし場所は自宅の庭。


　水を放出しているのは、陸が持つ園芸用のホースからだった。


「穴が空いてたりしなくて良かったさあ。子供の頃に使ったきりだったからさ」


　子供用のビニル式簡易プール。


　それが陸が提案した解決策だった。台所から伸のばしたホースを陸が持ち、花はな柄がらのプールに座った葉が頭からそれを浴びる。


　ちなみに葉は水着を持っていない。ハーフパンツとＴシャツを着たままである。


「あっ、照瑠」


　タオルのお化けが、ひょっこりと家の前に現れた。


「笑いたければ笑えばいい……」


　何もかも諦あきらめた状態で、葉は弱々しい笑えみを浮うかべる。


「了解ウイルコ」


　照瑠が真顔で親指を立て、その場から走り去った。──了解という意味でのウィルコという言葉は、米軍の空軍などで使われる用語だ。身近に空軍の関係者でもいるのだろう。


　──照瑠は、すぐに戻もどってきた。


　春正たち五人の子供たちを引き連れてだ。


「ほら、みんな、よく見ておくよーに。ああなっちゃダメだし」


「あははー！　子供のプールで遊んでるー！」


「大人なのにヘンなのー！」


「だっせぇー！」


　ひとしきり笑って満足すると、照瑠や子供たちが元気に走り去っていった。


「……大勢でよってたかって笑えとは言っていない……」


　プールの水に顔を埋うずめて涙をごまかす葉。


　陸が気楽に笑う。


「ははは、ドク、元気出すさー！　あの子らも、明日にはもう忘れてるって！」


「……」


「こ、こっちを睨みながら浮かび上がらないでよ。怖こわいから」


「……ずいぶん機き嫌げんが良いな」


「あ、分かる？　実はついさっき、友達と仲直りできたんだよね」


　照れた様子で頰ほおをかく陸を見て、葉は息を吐はいた。プールにたまった水を手ですくう。


「そうか」


「陸、中学までは陸上部にいたんだけど──」


「まったく興味がないから、話さなくていいぞ」


「高校の陸上部には入らなかったんだ。そしたら、それまで応おう援えんしてくれてた子をがっかりさせちゃって……」


　葉を無視して続ける陸。差別主義者に言わせると、女はそういう生き物らしい。


「走るのやめた理由が言えないうちに、ちょっと気まずくなっててさー」


　陸の表情に陰かげりが落ちた。はじめて見る表情だが、そんなことよりもシャワーの手元が狂くるって葉の顔面に命中している現状をどうにかしてほしい。


「どうせくだらん理由だろう。個人競技が合わなかった、とかな」


　陸がびっくりした。


「えっ、なんで分かったの！」


「スポーツ選手のメンタリズムを分ぶん析せきしてカウンセリングに応用する研究で、集団意識と個人主義の相そう互ご作用について考察を手伝ったことがある」


「さ、さっぱり分かりません」


「身体能力以外にも、人格の面で個人競技に向いている人間とそうではないのがいるということだ。他人に共感しやすい人間は個人競技に不向きだという傾けい向こうがある」


　陸が口ごもった。


「……同じ４００ｍ走をやってた子が、一度だけ陸より良いタイム出したことがあって」


「スポーツマンなら悔くやしさを糧かてに奮起する場面だな」


「その子、すっごくでーじ嬉うれしそうで……その顔を見てたら──」


　陸が一いつ瞬しゆん、顔を歪ゆがめた。可笑おかしいとも泣きたいとも判別つかない表情だ。


「──その相手より良いタイムを出すことに躊躇ためらいを覚えたか」


　少女がギクリと表情を強こわばらせた。葉は水で顔を洗い、息を吐く。


「仲間意識をはき違えたな。そんな同情をされたら、ぼくならお前を絞しめ殺す」


「あ、相手に失礼だってことくらい、陸だって分かるさ！」


　そう言って、陸が唇くちびるを尖とがらせた。


「でも、陸がまたその子に勝てるって決まったわけじゃないし……もし勝てても、また負けるかもしれないし……べつに手加減したとかじゃ──」


「ガキ臭くさい言い訳だ」


「ガキだもん」


「それも傲ごう慢まんなガキだ。勝つ自信があったからこそ、余計な迷いを抱いだいたんだろう」


　陸が俯うつむいた。だがすぐに顔を上げ、誤ご魔ま化かすように笑う。


「うん、なんかもう色々、陸には走る資格がないような気がして、やめちゃった。そんだけのことさ」


「ふん、資格だなどと大層な問題じゃない。向いてなかっただけだ」


「……うん」


　陸が微笑ほほえんだ。


「さっき、佳織にそのことをやっと言えたんだ。そんなつまらない理由でやめたって」


「そうか」


「なんで言えたか分かる？」


「ん？」


　陸の笑顔が、葉に接近した。園芸用シャワーの勢いが増す。


「佳織がね。泣きながら謝ってきたからさ。無む理り強じいしてゴメンって」


「い、痛いっ！　水圧が！　は、鼻はやめ……ごぼっ！　げほっ！」


「でーじ心配されたさ。ドクが陸にひどいことしようとしてるって。陸の弱みって何のことさ？　アンタみたいなのが、陸に敵かなうとでも思ったか？」


「がぼっ！　や、やめろ！　あ、あんなのは、ウソに決まってるだろう！　ちょっと脅おどかしてやっただけだ！」


　ついに間近にまで迫せまり、陸の手が葉の頭を鷲わしづかみにした。


「なんであんな良い子を脅かす？　ん？」


「良い子だと？　あの女、ぼくを轢ひき殺そうとしやがったんだぞ！　仕返しの一つくらいして当然だ！」


「ウソつけゆくさーっ！　あんなおとなしい子が、そんなことするわけないさっ！」


「お、お前はあの女の本ほん性しようを知らないだけだ！　試ためしにナイフを持たせてみるといい！　不気味に笑いながら舌なめずりするに違いない！」


　陸がやっとホースを引いた。


「ったく、タチが悪いさ！　結果的に仲直りできたけど！」


「タチが悪いのは、どっちだ！　ひいぃっ！　血っ！　鼻血がっ！　こ、これはもう殺人未み遂すいだぞ！　訴うつたえてやるから、今のうちに弁護士を準備しておけ！」


　涙目で訴える葉にシャワーを投げつけ、陸が背を向けた。


「片付けは任せた！　あとでスイカ持ってきてあげる！」


「いらん！　二度と来るな！」


　少女の背中に向かって怒ど鳴なり、葉は鼻血混じりのプールに浸つかる。


「ふん……罪悪感を抱く人間を素す直なおにさせるのは簡単だ。ちょっとプレッシャーをかけてやるだけでいい。あの佳織とかいう女はとっくに限界だったから、なおさら簡単だ」


　葉の苛いら立だちを、穏おだやかに揺ゆれる水面が吸い込んで溶とかしていく。


　何はともあれ、これはこれで快適である。


「ぼくに直せないのは、こんな悪あく趣しゆ味みな花柄のプールを買うセンスだけだ……」
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　夕日が落ちて暗くなると、ほんの少しだけ暑気が遠のいた。


　縁えん側がわから潮風が吹ふき込み、隣となりの家から風ふう鈴りんの音が聞こえた。今いま頃ごろ、ゴーヤー爺じいも縁側で涼すずんでいることだろう。


「破壊者デモリツシヤーの誕生は、文明滅めつ亡ぼうのカウントダウン開始を意味する……」


　葉は壁かべに貼はった論文を見つめながら、レコーダーに肉声を吹き込む。


「幸いなことに、破壊者誕生の予兆はまだ見られない。だからこそぼくが今のうちにその全ぜん貌ぼうを予見して、計画を阻そ止ししなければならない」


　録音と計算。異なる作業を同時に進めつつ、白紙の部分に計算式を追加していく。


「それは天才としての義務であり、英えい雄ゆうの使命である。ぼく以外には誰も──ん？」


　ふと窓の外に気配を感じ、振ふり向く。


「ひいぃぃっ！」


　身長の違ちがうタオルのお化けが二人、庭に突つっ立っていた。


「ドク、びっくりしすぎ。陸と照瑠さ」


　頭に巻いたタオルをとると、陸の顔が現れた。ラフなＴシャツ姿で、風ふ呂ろに入った後なのか髪かみが濡ぬれている。皿に載のせたスイカの切れ端はしを持っていた。


「スイカ持ってきてあげたから食べたら？」


「いらんと言ったはずだ！　それにそこは玄げん関かんじゃないぞ！」


「暑いしー。クーラーどこー？　えっ、なんかバラバラになってるし！」


「あ、コラ。何を勝手に不法侵しん入にゆうしている、ガキ！」


　キャミソール姿の照瑠が居間に乗り込んだ。解体された状態の冷れい房ぼうを見て驚おどろく。


「修理しようとしたが、部品そのものがダメになっていたから諦めたんだ。──おい、なぜ勝手にテレビをつける」


「陸姉ぇ姉ぇもホラ、早く。スイカ食べよ」


「はいはい、照瑠はせっかちだな」


「家主は無視か……いよいよショットガンの密輸計画が必要になってきた」


　彼女たちの狼ろう藉ぜきを阻はばもうにも、今の葉にはその手段がない。敵は体育会系の元陸上部と、見かけによらず武ぶ闘とう派はのギャング少女である。肉にく弾だん戦の勝ち目はゼロに近い。


　隅すみに置いたテーブルに陸が皿を並べ、照瑠がリモコンでテレビを操作する。


「わっ、テーブルくらい拭ふいたら？　拭くものないの？　台所？」


「きったないテレビだしー。画面ちっちゃいし。汚きたないし。最悪だし」


「我が物顔だな、貴様ら……あ、それは布ふ巾きんじゃなくてぼくのシャツ──あっ、くそっ。そもそも隣の家の女はともかく、なんでクソガキまでいるんだ」


　丸めたシャツでテーブルを拭きながら、陸と照瑠が仲良さげに顔を見合わせた。


「夏休みの宿題やるために、今日はお泊とまり会だもんねー」


「ねー」


「それなら、さっさと宿題とやらをやれ」


「それがもう、陸たちだけじゃさっぱり進まなくてさ」


「佳織姉ぇ姉ぇが来れなくなったのは誤算だし」


「……この場にあのサディストが加わっていた可能性を考えると、寒気を覚えるな」


「誰だれがサディストだ。ほら、ドクも食べなよ」


　葉は諦あきらめの嘆たん息そくをつき、スイカだけをとって壁に向き直る。


「あ、コラ。座って食べなさい。行ぎよう儀ぎ悪わるいでしょ」


「お前がマナーを説くか……ダーティハリーに信号を守れと言われた気分だ」


「だーてぃー何とかってナニ？」


「適当に流しとけー。ドクは時々ヘンなこと言うの」


　スイカを頰ほお張ばる少女たち。


　葉も尖った先せん端たんに口をつけた。口の中にみずみずしい甘さが広がる。


「糖分補給の足しくらいにはなるか──うわあぁっ！」


　タオルをとった照瑠の顔が真っ白なのを見て、のけぞる葉。


「もう、うるさいな。ただのパックだし」


「その歳でそんなのするのは、陸もどうかと思うけどなあ」


「この季節、お肌はだに気を使わないほうが女としてどうかと思うし」


「……陸だって、女を捨てたわけじゃないもん……」


「り、陸姉ぇ姉ぇは何もしなくても美人だし！　ね！　おっぱい大きいし！」


　ピクリ、と反応し、葉はこっそり振り返る。言われてみると、確かに陸はスタイルが良い部類に入るように見える。


　照瑠が鋭するどい目をこちらに向けた。葉は慌あわてて壁に視線を戻もどす。


「や、やはりこの式には変数が足りないな、うん。この場合、考えられる要素は……」


「……今、陸姉ぇ姉ぇのこと見てた？」


「な、何のことだっ！　ぼくは仕事で忙いそがしいんだ！　言いがかりをつけるな！」


　警けい戒かいしあう陸と照瑠を尻しり目めに、陸が四よつん這ばいで壁に接近した。


「ドク、さっきから何してるんさ。落書き？」


「仕事と言ったはずだがっ？　──うっ、その体勢はやめろ」


「へっ？」


「胸！　陸姉ぇ！」


　陸のシャツの胸むな元もとから、日に焼けた肌が見えそうだった。照瑠が慌てて抱きつき、小さな手で覆おおい隠かくす。


「陸姉ぇは無防備すぎ！　タダで肌見せるとかあり得ないし！」


「こ、こんな女の肌に興味はないっ！　だが、いくらだ！」


「五千円！」


「支し払はらえる額を提示するな！　言い訳が──い、いや、べつに見たいわけじゃないが！」


「わはは、失礼しました。ドクって男の子って感じがしないもんだから、油断したさ」


　頰ほおを赤らめつつ、笑って頭をかく陸。


　パックで顔面真っ白の照瑠が、さらに白い目で葉を見る。


「ただの男じゃないし。モテない男だし。こーゆーのが一番コワイし」


「おい、待て、決めつけるな。ぼくがモテないはずがないだろう。ぼくは前アメリカ合衆国大統領の夫人にすらセクシーだと言われ、誘ゆう惑わくされたことがあるくらいだぞ」


　陸が、鼻で笑う。


「そっか。ドクはモテモテだな……」
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　葉はこめかみに血管の筋を浮うかべ、ペンを捨てる。


「よし、決けつ闘とうだ。ぼくを侮ぶ辱じよくした罪は血で贖あがなわせてやる」


「大統領プレジデント？　スゴいし！」


　意外な反応が横から割って入った。照瑠が目を輝かがやかせて葉を見上げていた。


　この国にやって来て、はじめての反応である。まんざらでもない気分だ。


「ほう、お前は話が分かるようだな。見込みがあるぞ」


「あのな、照瑠？　そんなのを信じちゃ──」


「大統領と話したことがあるの？　大統領がセクシーってどういうこと？」


「ふっ、そうじゃない。大統領夫人、つまりファーストレディに誘惑されたことがあると言ったんだ。まあ、実際はファーストレディに扮ふんした某ぼう国こくのスパイだったが」


「おー、ファーストレディ！　スパイ！　なんかスゴそうだし！」


「天才であるぼくが偽にせ者ものと見破り、拉ら致ちされた本物を助けてやったんだ。あの時は大変だったな。爆ばく破はされた公こう邸ていから脱だつ出しゆつし、銃じゆう撃げき戦せんをくぐり抜ぬけ……」


「爆破！　ジューゲキセン！　ハリウッドみたいだし！」


　顔のパックをしわくちゃにして興奮する照瑠。


　だがそんな照瑠に、陸が手招きをする。


「照瑠。ちょっとこっちにおいで」


「なになに？」


　陸が照瑠に、何やら耳打ちする。


「あのな……ドクは……で……モテない……大統領……」


「おかしいな。これだけ説明してやったのに、モテないという単語が聞こえたぞ」


「だから……っていう……なんさ」


「……」


　内ない緒しよ話ばなしを終えると、照瑠の葉を見る目つきが一変していた。


　あれほど目を輝かせていた少女が、蔑さげすんだ顔で舌打ちする。


「がっかりだし」


「責めちゃダメさ。ドクはちょっぴり見み栄えっ張りなだけ」


「おいっ！　ぼくの話をウソだとでも言うのか！　心外だぞ！」


「照瑠は純じゆん粋すいなんさ。なんでも信じちゃうんだからやめてよ、ドク」


「純粋なヤツが友人の肌に五千円の値をつけるか！」


「あんなの、かわいー冗じよう談だんさ。な、照瑠？」


「じょうだん？　何が？」


「……」


　ゆらり、と無言で立ち上がる陸を、葉が制止する。


「お、落ち着け。お前らの殺し合いに巻き込まれるのは御ご免めんだ」


「……第一、ドクもドクさ。どっかの大学の先生とか、大統領とか、ウソばかりついたらダメさ。そんなの誰も信じないし、陸たちのこと、からかってるの？」


　怒いかりの矛ほこ先さきが、不当にも葉に向けられた。不ふ穏おんな空気を感じ取り、葉は慌てて自分のキャリーバッグを引き寄せる。


「か、からかってなどいない。ぼくは天才だし、合衆国の英雄だ。証しよう拠こだってあるぞ」


　勲くん章しようだらけのジャケットを取り出し、少女二人に見せつける。


「何、それ？」


「見れば分かるだろう。勲章だ。この勲章の数だけ、ぼくは合衆国に貢こう献けんしてきたのだ。それも並なみ大たい抵ていの貢献じゃない。あの国にとって、ぼくは救世主といっても──」


「……」


　じっとジャケットを凝ぎよう視ししていた照瑠が、突とつ然ぜん、彼からそれを奪うばった。


「あっ！　な、何をする！　あああっ！　ま、待て！　どこへ行く！　返せぇっ！」


　ジャケットを持ったまま、照瑠が縁側から外へ飛び出した。止める間もなく、あっという間に暗がりの中へと消える。


「なっ……！　ええっ……！　どっ……！」


　あまりにも堂々としたひったくり被ひ害がいに遭あい、パニックに陥おちいる葉を、陸がなだめる。


「なんだか分からないけど、どうせすぐに戻って来るさ。スイカ、もう一個いる？」


「いやっ……！　だが……ええぇえっ……！」


　幸いなことに、陸の予言はすぐに的中した。


　照瑠がジャケットを持って、再び居間に戻ってきた。


「ダディに聞いたら、基地の売店にも似たようなのが売ってるって。がっかりだし」


「それは土産みやげ用の偽物だっ！　そんなものといっしょにするな！」


　ジャケットを奪い返し、勲章の数を数える。一つ一つが葉の積み重ねたキャリアなのだ。うっかり失くしましたでは済まない。


「はあ……ドクって、本当にすごい人なの？」


　陸が呆あきれ顔で言った。どうやっても信じる気などないようだ。


　葉は涙なみだ目で少女二人を睨にらみつけ、ジャケットを大切にバッグの中にしまう。


「ふんっ！　貴様ら凡ぼん人じんどもに信じてもらおうだなんて、最初から思っていない！　──いや、むしろあの連中から身を隠すには、そのほうが都合が良いしな！」


「あの連中って？」


「ＣＩＡだ！　ぼくの頭には、いくらでも国家機密が詰つまっているからな！　あいつら、いつだってぼくを監かん視ししようとしやがる！」


「シーアイエー！　すごいし！　映画で見たことあるし！」


「ああもう、また……もうどっちでもいいさ。その壁かべに貼はってあるのも、ＣＩＡ？」


　陸が投げやりな仕草で、壁を埋うめ尽つくした論文を目で指し示した。


「質問の意味が分からんが……これは、ぼくの論文だ。これを完成させるのが、この島にやってきた目的でもある。だから本当に、お願いだから、邪じや魔まをしないでくれ……」


　心の底から懇こん願がんするが、無む駄だに終わった。葉の自宅から立ち去るどころか、かえって論文に興味を抱いだいたようだ。記号と数式が並ぶ紙切れを、まじまじと凝視する。


「ふむふむ、分かった。ここの答えは２さ」


「ここらへんの字が、顔に見えるし」


「ぼくの尊厳をかけた論文を、よくも適当に侮辱してくれたものだな、貴様ら」


「うん、英語ばっかりで全然分からないさ。これって、ドクの夏休みの宿題？」


　陸が脳天気な顔で、葉を振ふり向いた。葉は笑い飛ばす。


「ぼくに宿題を課すような身の程ほど知らずがいたら、ぜひ会ってみたいものだ」


「デモリッシャー……？」


　照瑠が○で囲った文字を読み上げた。陸と違ちがって彼女は見た目通り、英語を理解できるらしい。


「デモリッシャー。日本語に訳すなら、破は壊かいする者という意味だ」


　言いながら、論文の続きを白紙に書き込む。


「何を壊こわすの？」


　陸が訊きいた。葉は即そく答とうする。


「世界を」


　二人の少女が、きょとんとした。


「人類が内包する社会的文明の拡大と収束に関する本能および必要性の完成予想アルゴリズムが導き出す、飽ほう和わ状態の周期および最終工程の考察──それがこの論文のテーマだ」


　計算式を板書する葉がいて、無知な人間が質問をする──。


　その構図に、大学で教きよう鞭べんをとっていた頃ころの記き憶おくが蘇よみがえった。


　大学に在ざい籍せきしていた頃、葉はよく自分の私室で学生たちに講義をした。資料の山で囲まれた狭せまいスペースで、十人ほどの生徒とホワイトボードに向き合い、議論する。


　教きよう壇だん代わりのデスクには、濃こいめのコーヒー。


　窓まど際ぎわからは助手が持ち込んだユリの花の香かおり。


　家族愛、友情、恋れん愛あい──それら全すべてと無む縁えんだった葉が唯ゆい一いつ、他人と干かん渉しようしあったのが、授業というシステムに他ほかならなかった。


「……説明が必要なようだ」


　アホ面づらで首を傾かしげる陸と照瑠を見て、葉は嘆たん息そくする。


　慣れ親しんだ光景だ。葉は無知な生徒に苛いら立だち、授業のレベルを下げていくのだ。


　他人に興味がない葉が、どうしてそこまでして教鞭をとっていたのか。その理由は、それが大学に在籍する条件だったというだけだ。それ以上でも以下でもない。


「世界を滅ほろぼしうる才能の持ち主は歴史上、たびたび出現している」


　論文の内容は極ごく秘ひ中の極秘だが、相手はバカな子供だ。多少説明したところで理解できるはずもないし、問題はないだろう。


　この島に来てから調子が狂くるいっぱなしで、リハビリが必要だ。


　勘かんを取り直す意味でも、この論文について復習することにする。


「だが世界は滅んでいない。なぜか分かるか？」


　陸と照瑠が顔を見合わせた。


「なんで？」


「正義の味方がいて、がんばった！」


「考えようとするだけ、ガキのほうがまだマシだな。首を捻ひねるだけなら猿さるでもできる」


　陸が唇くちびるを尖とがらせ、一方、照瑠が薄うすっぺらい胸を必要以上に張った。


「人類文明を守ることが正義なら、それをした人間がいたのかもな。まあ大たい抵ていは世界を滅ぼす前に寿じゆ命みようで死んだか、対たい抗こう勢力に殺されたかのどちらかだ。お前たちも世界史を習っているなら、思い当たる指導者や革命家の名前が一つや二つあるだろう」


「そんなの、いたっけ？」


「セカイシって、社会のこと？」


「もういい。とにかく、ぼくはそいつらの能力や行動を分ぶん析せきして破壊者デモリツシヤーというカテゴリに分類したのだが……まあ、それっぽいヤツは確かにいた。だが彼らはできなかった。色々と理由はあるだろうが、ある三つの条件が足りなかったせいだとぼくは考えた」


「なにが足りなかったの？」


　陸が質問する。──本当は破壊者を定義する条件の算出やシミュレーションのほうが面おも白しろいのだが、あえてそこは省いておく。


　葉は新たな白紙を壁に貼り、日本語で書きこんだ。


「時間、武器……そして、情報だ」


　それらの文字を書いて、アンダーラインを引く。


「時間？　武器？」


「情報？」


「そうだ。まず時間だが、寿命と言い換かえてもいい。世界を破は滅めつに追いやるには膨ぼう大だいな時間が必要だ。手足となる兵士を得て、それらを洗脳して掌しよう握あくし、訓練し、命令を伝達し、目的地に移動させる時間──世界規模でそれを実行するには人間一人の一生では足りない。せいぜい大陸一つ支配できる程度だ。破壊者といえど己おのれの寿命は延ばせない」


「ふーん……」


　分かっているのかいないのか、微び妙みような相づちを打つ少女たち。


「次に武器。竹たけ槍やりで世界は滅ぼせない。銃じゆうでも無理だ。文明を滅ぼし尽くすには、それができるくらい強力な兵器が必要となる」


　葉は続ける。


「次に、情報。破壊者一人で文明を滅ぼすのは不可能だ。何しろ何十億という人間を探し、見つけ出し、殺すという過程は手間がかかりすぎる。これを解決するには、世界中の人間をパニックに包み、疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥らせて互たがいに殺し合うよう仕向ける必要がある。そのためには人どうしで恐きよう怖ふを伝でん染せんさせるだけの正確な情報伝達が必要だ。噂うわさなどという劣れつ化かしやすい上に伝達速度が遅おそい手段ではダメだ」


「……なんかコワイ話になってきたさ」


「怖こわい話をしているんだから当然だ」


　葉は話をやめない。


「かつての破壊者も、世界全体を呪のろうだけの才能と憎ぞう悪おは持っていた。ただ足りなかっただけだ。時間と武器、そして情報という条件がな」


　やにわに葉はテレビに近づき、リモコンを操作する。


『頻ひん発ぱつしているテロ活動が、ついに米国だけでなく、中東アジアに飛び火を──』


　ニュース番組を映す。


「だが、今は違う。時代の流れが、破壊者に足りなかった条件を満たしつつある」


「？」


「人や物資の輸送手段が飛ひ躍やく的に向上したんだ。武器や食料を引きずりながら、何ヶ月もかけて隣りん国ごくに攻せめ入った時代とは違う。今や地球の裏側にさえ、船や飛行機に乗って数日で攻め込むことができるようになった。文明が発達したことで、破壊者の目的達成は己の生しよう涯がいに収まる時間内に短縮されたと言っていい」


　いや、短縮させた、というべきか──。


　文明の発展には、少なからずその時代に潜ひそむ破壊者の影えい響きようもあっただろう。


　そう考えると、破壊者は自らの使命を完かん遂すいすべく、次世代の破壊者のために準備をし続けたといってもいいのかもしれない。


「武器も、そうだ。大量破壊兵器、という言葉くらいは聞いたことがあるはずだ」


「すごい爆ばく弾だんとか？」


　照瑠が言った。葉は頷うなずく。


「核かく爆ばく弾だんか。それも破壊兵器の一種だな。科学の発展が、より多くの人間を効率的に殺す武器を作り上げた」


「じゃあ、情報っていうのは？」


　陸が表情を曇くもらせつつあるのを見て、葉はせせら笑った。


「今のお前が答えだ」


「え？」


「情報伝達の手段が発達したことで、何万キロも離はなれた場所での事件も身近に感じるようになった。一いつ般ぱん人に至るまで、報道やインターネットによって恐怖は伝染する。軍隊を持つ権力者も同様だ。遠く離れた国でのテロ事件ですら、自国に影響する。国民の不安を制せい御ぎよしきれなくなった時、為い政せい者しやは外に敵を作り出して統制を図はかるものだ。これは歴史が証明している。さて、それが世界中の国々で膨ぼう張ちようし続けたら、どうなるか──」


　照瑠が壁のノートを、ぺたぺたと触さわった。


「よく分かんないけど……ここに、そのやり方が書いてあるの？　数字ばっかりだし」


「お前が今、触ふれたあたりにはイスラム原理主義のイデオロギーの流動的な変化と、それが及およぼす関連組織の拡大と収縮、そして他文化に対する攻こう撃げきに至る条件を算出するためのアルゴリズムが書いてある。各宗教間の敵対意識の変化に関するシミュレーションもだ」


「？」


　また首を傾げる少女二人。葉は別の紙をペンで叩たたく。


「これはある大国が密ひそかに援えん助じよしているゲリラに関するものだ。干渉する国とされる側の国のパワーバランスによって変数は変わるが、こちらもじきにアルゴリズム化できる」


「……？　……？」


　頭の上にクエスチョンマークを浮うかべる陸と照瑠。


「ようするに、テロリスト組織の分析をしているんだ。もしぼくが破壊者だったら、すでにある程度の戦力を有し、訓練を終え、いつでも行動できる状態にある彼らを使う。彼らを使って何をするかというと──」


　葉は白紙に、文字を書く。


「世界同時多発テロだ」


　また、アンダーライン。


「破壊者の尖せん兵ぺいとして使う戦力は、各国が有する軍隊でもいい。だが、それはいささか面めん倒どうだ。どこかの国のそれを動かせば、必ず諸国が手を組んでそれを潰つぶそうとするからな。それではかえって敵が増えるだけだ。それよりも世界規模でのテロ活動、それもゲリラ的に同時に破壊活動をすることで、他国と手を組むどころじゃないくらいに各国の国内を混乱させるほうが得策だ」


　陸と照瑠が、沈ちん黙もくした。これまで葉の言うことなど一つも信じなかったくせに、恐おそろしい話題となると怯ひるまずにはいられないらしい。


　陸が言う。


「テロリストだって、何かしようとしたら誰だれかに邪じや魔まされるんじゃ？」


「生半可な破壊ならばな」


　葉はニヤリと笑う。


「第一に、大規模な破壊を世界中で同時に引き起こす。これによって、まずは諸国を守りに入らせて反はん撃げきの手を鈍にぶらせる。──そして第二に、破壊者は反撃を受けないよう、完かん璧ぺきなまでに姿を隠かくす」


「姿を……隠す？」


「破壊者は頭が良い。もう踏ふみ台に立って声高らかに人々を扇せん動どうする時代ではないんだ。身を潜め、人知れず各地のテロリストとコミュニケーションを取り、それらに大量破壊兵器を与あたえ、タイミングを見計らって行動に移るよう導く。テロ組織は自分たちが操あやつられていることにも気づかず、己の信念のもとに実行したと信じて世界同時多発テロに荷か担たんするだろう」


「……」


「今や条件は満たされた。あとは破壊者デモリツシヤーの才能を持つ者が現れれば──世界は終わる」


　照瑠がテロ報道を流すテレビを見た。あんなに傍ぼう若じやく無ぶ人じんだった金きん髪ぱつの少女が、小動物のように縮こまって陸にくっついている。


「もしかして、最近テレビでやってる、このテロも……？」


「そう、破壊者が裏で彼らを操っている」


　陸と照瑠が怯おびえた様子で身を寄せるのを見て──。


　葉の気がすんだ。不法侵しん入にゆうに対する腹いせは、このくらいでいいだろう。


　唇の端はしを持ち上げ、鼻を鳴らす。


「──わけがないだろう」


「へっ？」


　目を丸くする少女たちを見て、葉はペンの先をクルクルと回してみせる。


「破壊者が完璧に存在を隠そうとしても、このぼくだけは例外だ。ぼくは世界一の天才だぞ。ぼくと同じくらいの才能を持つであろうそいつを、ぼくだけは見み逃のがすはずがない。そんなヤツはまだ存在しないし、その予兆すらないと断言できる」


　陸が顔を真っ赤にした。からかわれたと知り、照瑠が葉のみぞおちに蹴けりを放つ。


「な、なんね、もうっ！」


「バカふらー！」


「ごふっ！　ぼ……暴力はやめろ！」


「イジワルすんな！　照瑠はそーゆーのもすぐに信じちゃうんだってば！」


「えっ！　今のは陸姉ぇ姉ぇも信じてたし！」


「ま、まるっきりウソというわけじゃないぞ！　頻発しているテロ活動には、確かにそれっぽい関連性が見え隠れするのも事実だ。そうだな、もしこれが破壊者による前準備だとすれば──」


　事実、一連のテロに関しては、ひっかかるものを感じていた。


　破壊者自体がいない以上、深く考える必要がないと踏んだだけだ。だがそれでも、強ごう引いんに葉が考えたアルゴリズムに当てはめるとしたら──。


「そろそろ大量破壊兵器を入手しても良い頃ころ合あいだな。核かくはダメだ。ぼくなら……そう、ドイツの国立研究所にうってつけのものがある。狙ねらうならアレだ。あそこには〝ヘル〟という恐るべきものが──」


「もういいってば！」


　今度は陸にスネを蹴られた。葉は足を押さえて床ゆかを転がり回る。


「ぐおおっ……！」


「でもさ」


　照瑠がテレビを見て、なにげなく言う。


「破壊者っていうのが本当にいたら、なんで世界を壊こわそうとするの？」


「復ふく讐しゆう、あるいは気まぐれだろうな」


「へ？」


「美女にフラれた。あるいはハンバーガーに嫌きらいなピクルスが入っていた。──そんな時、気晴らしに世界を壊そうと考えるかどうかだからな」


　陸が呆あきれ顔をした。


「はあ？　そんなことで？」


「破壊者になれる力を持つ者からすれば、世界なんてその程度の価か値ちしかない」


　陸たちに背を向けたまま、葉は表情を消して言う。


「……あるいは〝世界〟のほうから、破壊者を拒きよ絶ぜつしたか」


　陸が立ち上がった。


「ワケ分からんさ。もう行くよ、照瑠」


「了りよう解かいー。あ、ドク。スイカ代！」


「一応、聞いてやる。いくらだ」


「五万円！」


「今度は不当に高い！　誰が払はらうか、さっさと帰れ！」


「いいさ……陸の肌はだなんて、どうせスイカ一切れ分だもん……」


　うなだれて立ち去ろうとした陸が、思い出したように振ふり返った。


「あ、ドク、なんか必要なものある？　あったら、うちの店で仕入れるけど」


　本当に余計な世話が好きな少女だ。葉は少し考えてから言う。


「……そうだな、パソコンと携けい帯たい電でん話わが欲しいが、あの店では無理だろう」


「んー、考えておくさ」


　そう言って、じっと葉の顔を凝ぎよう視しする陸。


「なんだ？　まだ何か用か？」


「何か言うことない？」


「……？　あっ！　お、お前の胸むな元もとを見たのは不ふ可か抗こう力りよくだぞ！　謝罪する気はない！」


「違ちがう！」


　胸元を押さえつつ、陸がスイカの皮を載のせた皿を見せた。


「スイカを持ってきてやったんだから、ありがとうくらい言ったら！」


「……？　お前が勝手に持ってきたんだろう？」


「ぬがー！」


「そもそも、ぼくは生まれてこの方、他人に礼など言ったことはない」


「はあ？」


　陸がおかしな顔で葉を見た。


「第一、これだけ拒絶しているのに、なぜお前はしつこくぼくに干かん渉しようしてくるんだ。何か目的でも……あ──」


「な、何ね」


　戸と惑まどう陸を、あらためて観察する。日に焼けた肌は田舎いなかの子供そのものだが、よく見ると確かに顔の造形は悪くない。スタイルもそこそこだ。髪かみが短いのは葉の趣しゆ味みではないが。


　葉は視線をそらし、口ごもりながら言った。


「そ、そうか……ぼ、ぼくはお前みたいな無教養な子供に興味はこれっぽっちもないが……ま、まあ、お前がぼくに気があるというのなら、やぶさかではないというか……」


「キモイしっ！　調子に乗りすぎだしっ！」


　舞まい戻もどった照瑠が、葉のみぞおちに右ストレートを放った。先ほどの蹴りと同じ場所にダメージを受け、うずくまる葉。


「……ま、まだいたのか、貴様……」


「すみません、そういうんじゃないです」


　陸も真顔で手を突つき出し、ストップのジェスチャをする。


「前にここに住んでたオジィに、よろしくって頼たのまれただけです。本当、すみません」


「アンタみたいなの陸姉ぇが相手にするわけないしっ！　惚ほれる要素ゼロだしっ！」


「なっ……！　ゼロという数字を簡単に使うな！　ゼロではないだろうっ！」


「バーカ！　死ねっ！　行こ、陸姉ぇ！」


「はい」


　陸が頷うなずき、去り際ぎわにこちらを振り向いた。


　彼を心配したのかと思いきや、べっ、と舌を出す。


「くっ……クソ島民どもめ……」


　床の上をはいつくばり、レコーダーを手にとる。


「島民の不意打ちを受けて負傷した……今日は論文作成を休まざるを得ない……」


　そこで言葉を切り、考える。


「……ゼロでは、ないよな……？」


　その問いに答えたのは、傷心を慰なぐさめるような優やさしい波の音だけだった。
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　夜。


　商店で購こう入にゆうしたばかりのタオルケットにくるまり、葉は目を閉じていた。


　寝しん室しつではなく居間で寝ねているのは、家の中でここが一番風通しが良いからだ。温度調整がされた寝室でクラシック音楽を聴ききながら寝ていた頃ころが懐なつかしい。


「……」


　なかなか寝ね付つけなかった。


　その原因は、昼間の出来事が頭を巡めぐっていたからだ。


　──あいつは、どうだった？


　隣となりの家に住むゴーヤー爺じいの言葉。


　葉はその質問に、曖あい昧まいにしか答えられなかった。


　ペンシルヴァニアにある歴史公園で、この家の持ち主と出会った。それは間ま違ちがいない。その人物の顔も、はっきりと憶おぼえている。


　だがそこで交かわした会話が、うまく思い出せなかった。


　誰かとの会話を忘れるなど、生まれてはじめてのことだ。


　それ以外の記き憶おくは、はっきりしている。産まれた瞬しゆん間かんの助産婦の祝福の言葉から始まり、両親の顔や、幼い頃の記憶。思い出したくもない学生生活。大学教授の籍せきについてから、ありとあらゆる国家的規模の危機を救った栄光の日々。ある日から葉と住まいを共にすることになった年上の助手の顔も、全すべて覚えている。


　当然、あの〝白い家〟で、合衆国の重じゆう鎮ちんたちにあざ笑われた時のことも──。


「ん……？」


　思い出せない。


　葉が馬ば鹿かにされ、弾だん圧あつされ、アメリカから脱だつ出しゆつするきっかけとなった出来事。


　あの〝白い家〟で、何があったのか。


　口々に葉を罵ののしる重鎮たちの顔だけは、よく憶えている。


「誰だれもぼくの論文を信じなかった……そのはずだ……だから誰もが、ぼくを妄もう想そう狂きよう扱あつかいした……そのはずだ……」


　だからこそ葉は雑音から身を遠ざけるために、この地にやって来たのだ。誰も知らない土地で論文を完成させ、自分を馬鹿にした連中を見返すために。


　それなのに肝かん心じんの、そうなるきっかけとなった瞬間のことが思い出せない。


「……」


　むくり、と葉は身を起こした。


　なぜか胸の動どう悸きが速まっていた。こんな状態で眠ねむれるはずがない。


　他ほかに、思い出せないことはないだろうか。


　その答えは、すぐに分かった。


　アメリカを去る直前、大学の私室が燃えさかる様を見つめる自分の姿──。


「ぼくは──なぜ、自分の研究室を燃やしたんだ……？」


　自分をお払い箱ばこにした大学へのあてつけだ。


　そう──思っていた。


　だが、本当にそうだろうか？　単なる嫌いやがらせのためだけに、歴代の有名教授が使った伝統高きあの部屋を燃やす？　それが果たして、天才たる葉のとるべき行動だろうか？


　和室に向かう。昼間、運び込んだ葉の私物。あの中には大学の私室から持ち込んだものが詰つまっている。


　かつての私物を手に取れば、記憶がはっきりするかもしれない。


「あのクソガキどもに殴なぐられたせいに違いない。まったく、人をぽんぽん殴りやがって。それとも溜たまった疲ひ労ろうのせいで、思考能力が低下しているのか……」


　窓から月光が差し込む和室に、段ボールの山がそびえ立っていた。


　葉はその一つに手を出し、ガムテープをはがす。


「……」


　ハズレだった。そこには時計や愛用のカップといった雑貨しかない。


　二つ目に手を伸のばす。


　また、ハズレ。今度は衣類だ。


　三つ目、四つ目も、どうでもいいものしか入っていない。


「……」


　得体の知れない焦しよう燥そう感かんが葉を突き動かした。力任せに段ボールの山を倒たおす。


　衝しよう撃げきでいくつかの段ボールが中身を吐はき出した。しかし論文はない。


　葉は学者であり、博士であり、教授だ。


　そのはずなのに──彼のキャリアの証しよう拠ことなる物が、一つもなかった。


「バカな……！　なぜ、ない……？　これまでに書いた論文が……ペンシルヴァニアの写真の一枚さえも……」


　とうとう残った段ボールが最後の一つとなった。


　恐おそる恐る手を伸ばし、それを開ける。


「──」


　もう少しで、悲鳴を上げるところだった。


　最後の段ボールの中身は──空っぽだった。


「……ッ！」


　顔を引きつらせ、後あと退ずさる。


　空の段ボールを送るなど、普ふ通つうに考えてもあり得るはずがない。そんなことには何の意味もない。


　息が荒あらくなった。肺が締しめ付けられたように苦しい。


「バカな……！　バカな……！　これを送ったのは──誰なんだ……」


　ハッとして、居間に駆かけ戻る。


　すがるように飛びついたのは、スティックタイプのデジタルレコーダーだった。


　これはペンシルヴァニアを発たつ直前から記録を残していたはずだ。


　これの最初の音声を再生すれば──。


「……」


　再生することを、なぜか身体からだが拒こばんだ。頭の奥で警報が鳴り響ひびく。


　それを聴いてはいけない──。


　誰かが耳元で叫さけんでいる。


「はあっ……！　はあっ……！」


　全身から汗あせが噴ふき出し、レコーダーを持つ手が震ふるえる。


　液えき晶しよう画面に映し出された日付を操あやつる。


　最初の一言が聴けないならば、せめて──。


　日付と時間を、那覇空港に到とう着ちやくする直前に設定する。


　ぶるぶると震える指先で、なんとか再生ボタンを押すことに成功した。


『８月10日……飛行機の機内で眠りにつく……』


「……ッッ！」


　葉は思わず、それを手放した。


『目が覚めた時には沖縄に到着しているだろう……』


　無機質で無感情な声。


「だ──」


　床ゆかに落ちたレコーダーから、飛び退のく。


「誰の──声だ──」


　聞こえたのは、葉の声とは思えない低い声だった。


『計画は着実に進んでいる……数日後にはアレを手に入れるだろう……ドイツにある〝ヘル〟を……』


「うわああああっっ！」


　レコーダーを蹴けり飛ばす。


　床に放ほうり出してあったキャリーバッグに手を突っ込み、奥に詰め込んだジャケットを取り出す。


　勲くん章しようだらけのそれを手に取り、心からホッとした。


　かつての栄光の象しよう徴ちようたるジャケットまで消えてしまっていたら、本当に気が狂くるうところだった。


「誰なんだ、以前にレコーダーに声を吹ふき込んでいた人間は……」


　ジャケットにくるまり、床の上に転がる。


「誰なんだ──昨日、この島に降り立った人間は」


　完全にパニック状態だ。頭を振ふり、自意識を保つ。


「ぼくは沙藤葉……世界一の天才で、合衆国の英えい雄ゆうで……アメリカにいたのも、この島に降り立ったのも、このぼくだ……疲つかれのせいで、一時的に混乱しているだけだ……」


　身を包むジャケットを強く摑つかむ。


　──はあ……ドクって、本当にすごい人なの？


　──基地の売店にも似たようなのが売ってるって。


　陸と照瑠の言葉が、脳のう裏りをよぎる。


「このジャケットだって、本物だ……偽にせ物ものなんかじゃない……」


　思い出せることと、思い出せないこと。


　その比は、圧あつ倒とう的に思い出せることのほうが多い。


　だから、何の問題もなかった。


　しかし──。


　いい知れない混乱と恐きよう怖ふに頭が埋うめ尽つくされ、ついに限界がやってきた。


　ぷつり、と自分の意識が途と絶だえるのを感じ──。


　葉は意識を失った。
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「おはよう」


　まぶたを開けると、ほんの数センチの距きよ離りに濱はま門じよう陸りくの顔があった。


「──」


　現状を理解するのに、三秒かかった。


「もう朝さ。おはよう」


　陸が神しん妙みような顔で繰くり返した。なぜか彼女は枕まくら元もとに正座し、真上から葉ようの顔を覗のぞき込んでいる。寝ね癖ぐせでハネた短い髪かみと柔やわらかそうな唇くちびるが、葉の鼻先にある──。


「うわっ──わわわわわっっ！」


　葉はタオルケットから脱出し、壁かべ際ぎわに後退った。真っ赤な顔で抗こう議ぎする。


「なななな、なんだ、お前っ！　どこから入った！　あ、窓か！　いや待て、いくらなんでも非常識だろう！　ぼぼぼぼくの寝ね込こみを襲おそって、どうするつもりだ！」


「これ見て」


　悪びれるでもなく、陸がテレビの電源を入れた。


『──について専門家をお呼びしています。連日のように海外からテロリストによる破は壊かい行こう為いが伝わる中、今回の事件はどのような見方を──』


　全国放送の朝のワイドショーのようだ。アナウンサーやコメンテーターが、背広を着た学者風の人物と議論している。


『今回のケースはこれまでにも増して、ええ、危険極きわまる憶おく測そくを呼ぶものであると言わざるを得ませんね。何しろ本日の未明に襲しゆう撃げきされたという場所が特とく殊しゆなのです。この施し設せつ、ドイツの国立研究所ですが──』


「……！」


　葉の心臓が跳はねた。


『この場所は国営の化学技術研究所であり、ええ、国際的に見ても大変重要な施設なんです。もちろんその多くが国家機密ですし、どんな被ひ害がいがあったのかまだ公表されていないのも気になりますね。これは仮定の話ですが、深刻な被害を受けた可能性も……』


『犯人側から声明が出されていないことにも、当局は戸と惑まどっているようですね。地元紙の情報によると、この施設を襲撃したのは訓練を受けた兵士と見られていると──』


「ドク……昨夜、ドイツの研究所が襲われるって、言ってなかったっけ？」


　ひきつった笑えみを浮うかべる陸。その顔には不安の色が見てとれる。


『ずばり予想していただきたいのは、今回の襲撃によってどんな被害があったのか。そして一連のテロ活動と関連があるのか。その二点ですが』


『被害に関しては、ええ、何しろ化学研究施設ですから。最さい先せん端たんの化学薬品や精密機械が強ごう奪だつされた可能性があります。それらはお金になりますしね』


『テロ活動との関連性は？』


『これは別の事件と考えるべきでしょう。犯行声明がないですから。それに、そういった特殊なものを扱あつかうには高度な専門知識が必要となります。施設内部に精通していることも必要でしょう。これはテロというより、金銭目的の計画された強ごう盗とうという可能性が──』


「──くだらん」


　葉は息を吐き、立ち上がった。リモコンを奪うばい返してテレビを消す。


「え？」


「たんなる偶ぐう然ぜんだ。世間がテロで浮き足あし立だっている隙すきをついて、金目的の輩やからが欲よく張ばっただけにすぎん。すぐに当局に逮たい捕ほされておしまいだ」


「そ、そうなの？」


　陸はホッとした様子だ。感情が表情に出やすい少女である。


「昨夜、ドクが脅おどかすから、陸はてっきり──」


「そんなことより」


　葉はタオルケットを身体に巻き、顔を赤らめる。先ほどの陸の唇を思いだし、自分の唇に手の甲こうを押し当て、目をそらした。


「ぼ、ぼくに、おかしなことはしていないだろうな……」


　カクン、と陸が首を傾かしげた。


「おかしなこと？」


「だ、だから、その……寝ている隙に、ぼくの身体にだな……」


　陸がハッとした。彼女も顔を真っ赤にする。


「バカ！　なんで陸が、ドクなんかに！　何もするわけないさ！」


「ほ、本当か……？」


「頰ほおを染めてうつむくな！　死ねっ！」


　陸がペンを拾って投げつけた。額に直ちよく撃げきを受け、葉も激げき昂こうする。


「貴様！　不法侵しん入にゆうだけじゃ飽あき足らず、セクハラまでしておいて開き直るのか！」


「誰だれがセクハラだ！　自意識過か剰じようさ！　このポンコツ！」


「ポ、ポンコツだとぉ！　ぼくは天才だぞ！　叩たたいたら直るラヂオではない！」


「なーにが天才さ！　偉えらい先生とかいうのもウソっぱちなくせに！　このウソつきゆくさー！」


「ウソっぱちだと……ゆ、ゆ、許せん！　こうなったら実力行使だ！　出て行け！」


「やれるもんならやってみろ！　──弱っ！」


「お、おのれ──あっ」


　あっさり組み倒たおされ、陸が葉に覆おおい被かぶさった状態で。


　二人は庭の向こう、敷しき地ちの外から、こちらを見ている人ひと影かげに気づいた。


　偶然、そこを通りがかったのだろう。


　釣つり竿ざおを持った子供、春はる正まさだ。


「……ち」


　陸が耳まで真っ赤に染めて、何かを言いかける。


　薄うす着ぎの男女二人、それも少女が少年を押し倒す形で、互たがいの服を摑み合っている。──そんな状じよう況きようを見て、春正が嬉き々きとして走り去っていく。


「陸姉ぇ姉ぇがえっちだー！　ドクもえっちー！」


「違ちがぁうっ！」


　陸が絶ぜつ叫きようする。


「待て、はーるー！　こらあっ！」


　顔を真っ赤にした陸が窓から庭に飛び出した。振り返って言う。


「誰かに言いふらす前に止めてくる！　──って、なんでアンタが恥はじらってんの！」


「お、お前、やっぱり、そういう目的で」


「いえ、違ちがいます。本当、そんなんじゃないです。カンチガイはやめてもらえませんか」


　真顔でストップのジェスチャをする陸。


「いいから、ドクは着き替がえといて！　あとで迎むかえに来るから！」


「迎え？」


「ケータイ欲しいんでしょ！　あとで北谷ちやたん行くから、ドクもつれてってあげる！」


　そう言い残し、走り去っていく陸。元陸上部だけあって見事なスタートダッシュだが、後ろ姿でも耳が赤くなっているのが分かった。


「チャタン？」


　よく分からないが、携けい帯たい電でん話わを購こう入にゆうできる場所に案内してくれるようだ。


「……」


　なんて騒そう々ぞうしい朝だ。タイフーンの直撃でも受けた気分である。


　床ゆかに落ちたリモコンを拾い、再びテレビをつける。


『このドイツの研究所では多た岐きにわたる研究が行われており──』


　チャンネルを回してみるが、どの局も同じ話題でいっぱいだ。


　大おお騒さわぎしているように見えるが、そこに緊きん張ちよう感かんはない。他人ひと事ごとのような盛り上がり方である。実際に遠い異国の地で起きた事件なのだから、当然ともいえる。


　だがもし、この国にテロの被害が飛び火したら、どうなるか──。


　平和に慣れた国こそ反動が大きいことは、容易に想像がつく。


「──偶然だ」


　葉は居間に座りこんで、タオルケットを頭からかぶる。全身から冷や汗あせが噴ふき出した。


「ぼくがあの研究所について良く知っているのも──」


　テレビを見る葉の脳裏に、被害を受けた研究施設の内部構造が思い浮かんだ。建物の造りだけではない。主たる研究員の顔や、警備員の配置。そして研究所の最奥に封ふう印いんされた、恐おそるべき災さい厄やく──。


　その全すべてが、鮮せん明めいに記き憶おくに残っている。


「〝ヘル〟について知っているのも……」


　陸の手前、先ほどは平静を装った。しかし内心は不安と焦しよう燥そう感かんでいっぱいだった。ニュース映像を見た時も、危あやうく悲鳴を上げそうになった。


「共同研究を持ちかけられ、あの研究所を訪おとずれたことがあるから……それで知っているだけだ。それ以外に特別な理由などあるはずがない……」


　葉はかつてドイツ政府から依い頼らいを受け、あの研究所を訪問したことがある。


　それだけだ。それ以上、深い意味はない──。


「……」


　足あし下もとにあるレコーダーを見て、ゴクリと生なま唾つばを飲み込む。


　昨夜の出来事。


　葉が持ち込んだ荷物に、かつての自らの痕こん跡せきを示すものはなかった。


　レコーダーに録音された声も──声質は若いのに、まるで死に場所を探す老人のような疲つかれ果てた声だった。意い気き揚よう々ようと那覇空港に降り立った葉とは別人だ。


「ぼくは……」


　壁かべに貼はったノートを見る。


　破壊者デモリツシヤー──。


　その文字から目をそらし、震ふるえる手でレコーダーを手にとる。


「８月13日。今日は少し風が強い──」


　震えを隠かくすように身体からだを丸め、言う。


「それ以外は何もない、穏おだやかな朝だ──」


　レコーダーから聞こえた低い声が。


　──ウソつきめ。


　彼の耳元で、そう囁ささやいた気がした。








　　　３＊２




「お、お前──」


　国道を走るワンボックスカーの助手席で、葉は運転席に座る男を見上げた。


「拳こぶしからアダマンティウム合金の爪つめを出したりしないだろうな……？」


「あん？」


　口くち髭ひげと鋭するどい目つき、そして筋肉質な体つきの男が、ジロリと葉を睨にらんだ。その風ふう貌ぼうは、とあるハリウッド映画の超ちよう能のう力りよくヒーローにそっくりである。


「喋しやべる時ははっきり喋れ！　女か！　腹から声出せ！」


　和製ヒュー・ジャックマンが片手をハンドルから離はなし、葉の腹を摑つかんだ。


「ぎゃあっ！　き、気安く触さわるな！　セクハラだぞ！」


「おい、細すぎだろう。本当に女みたいだな」


「い、痛い！　グリグリするな！　ま、前を見て運転しろ！」


　八人乗りのワンボックスカーの車内は磯いそ臭くさかった。運転席のドアにある収納ケースには小こ汚ぎたない軍手とルアー。ダッシュボードの上にはバネつきのマグロの飾かざり、そして葉の足下には邪じや魔ま以外の何物でもない空のクーラーボックスがある。


　これでジャックマンの趣しゆ味みは手芸ですと言われたら、葉はマンハッタンのタイムズスクエアでサンバを裸はだか踊おどりしてもいい。


「照てー瑠るー姉ぇ、ポテチ一人で食べてる！　夏なーつー兄ぃが持ってきたのに、いんちきー！」


「照瑠だけじゃないし！　陸姉ぇと佳か織おり姉ぇも食べたし！」


「照瑠ちゃん、あんまり食べ過ぎると太っちゃうよ？　せっかく細いのに」


「ほら、はーるー。アメもあるから、こっちにしとけー」


「もう、なーつー。また照瑠を甘やかす。ダメさ、照瑠。ちゃんとみんなで食べるの」


　シートを倒した後部座席で、五人の少年少女が騒さわいでいた。


　陸、照瑠、夏なつ生き、春正、そして佳織である。


「しかし青っちろいな。釣り連れて行ってやろうか、釣り。外へ出ろ」


　そう言って釣り竿を引く仕草をするジャックマン。──夏生と春正の父親だそうだ。


「断る。乗り込んだ船が転てん覆ぷくしてホオジロザメと対決して以来、３トン以下の船せん舶ぱくには乗らないと誓ちかっている」


　なぜ、こんな島民の大移動に葉が同行しているか。その理由はこうだ。


　まず陸と照瑠、佳織の三人が繁はん華か街がいに遊びに行くことにした。それを夏生が聞きつけ、弟とともに同行することになった。すると街に用事があるらしいジャックマンが車を出し、携帯電話を買いたい葉も連行されたというわけである。


「オレの船はそんなヤワじゃないぞ。よし、今度乗せてやる」


「じゃあせめてサメに負けないよう、ぼくも金属の骨格に改造するまで待ってくれ」


　嘆たん息そくする葉のシートが、不意に揺ゆれた。


「これから行く北谷はね、色々と遊べる場所があるんだよ」


　佳織だ。後ろから身を乗り出し、にっこりと笑う。ストレートの長ちよう髪はつや上品な服装など、島の住人の中で一人だけ都会的な印象がある。


「ショップもあるから、ケータイも買えると思うよ？」


「それが目的だからな」


「ところで陸ちゃんから聞いたけど」


　ニコニコと微笑ほほえみながら、佳織が葉に顔を寄せた。小声で囁く。


「陸ちゃんを陸上に戻もどしてくれるっていう話……ただの嫌いやがらせだったんだってね？」


「いっ？　い、いや、あれは──」


「それとぉ、春正クンからも気になること聞いたんだ。今朝のこと……」


　佳織が両手をそっと彼の首元に回した。その冷たい手の感かん触しよくに、背筋が凍こおり付く。


「あ、あのガキ……！　よりにもよって、なんてヤツに告げ口しやがる──」


「よそ者ナイチヤーが……陸ちゃんにヘンなことしたら許さないからね？」


「ひぃっ！　なぜそんなに手が冷たいんだ！　は、はなせ！」
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「佳織ー。なーつーがアメくれたさー。ドクもいる？」


「うん、ありがとー、陸ちゃん。あ、ドクくんはいらないって」


　お嬢じよう様さま然とした笑え顔がおで振ふり返り、後部座席に戻る佳織。


　解放されて胸をなで下ろす葉を見て、ジャックマンが気楽に笑う。


「昨日今日来たばかりのくせに、ずいぶん仲良いみたいだな、おい」


「ホラー映画でチェーンソーをつきつけられたヒロインに同じセリフを言って見ろ。ぼくの今の気持ちを代弁してくれるに違いない」


　冷や汗を拭ぬぐい、窓の外を眺ながめる。


　ワゴンが走る国道沿いには、延々と続く森があった。


「その向こうに何があるか、知ってるか？」


　なんとなく眺めていただけだが、ジャックマンは葉の視線が気になったようだ。


　葉は答える。


「嘉手納飛行場。第18航空団を始めとしてアメリカ空軍が駐ちゆう屯とんする米軍基地だ」


「お？　詳くわしいな。ひょっとしてマニアってやつか？」


「単に知識として知っているだけだ」


「ふっ、じゃあ今日からはただの知識じゃなくなるな」


　ハンドルを操作しながら、ジャックマンが微笑した。


「沖縄うちなーに住むんなら、嫌でもあれといっしょに生きることになるからな」


「嫌でも、か」


「ないにこしたことはねえだろ」


　ニヤリと笑うジャックマン。それきり基地について語ろうとはしない。


　沖縄に住む人間として、今までに様々な問題と向き合ってきたのだろう。新参者の葉に対して必要以上に事情を話さないのも、彼なりの思いがあるのかもしれない。


「これだけの規模の軍事力が一つの島に集中しているのは、世界的に見ても珍めずらしい。アジア圏けん全体に対する抑よく止し力りよくとして、それが必要なのかどうかは意見が分かれるだろう」


　葉の言葉に、ジャックマンは微び笑しようしたまま何も言わない。抑止力の代だい償しようを強しいられているのは、他ほかならぬ彼らである。


「初対面の人間と政治や宗教について語るほど、ぼくは愚おろかじゃない。だがこれらの軍事力が消えるのがどういう時なのかくらいは分かる」


「ほう、どんな時だ」


「世界中が平和になった時か……あるいは世界が終わる時だ」


　それが必要とされなくなる。


　もしくはもっと強大な力で駆く逐ちくされる。


　強大すぎる力は、それ以外に消しよう滅めつの仕方を知らない。


「現実的に考えると後者の可能性が高いが……少々、考えを改めざるを得なくなった」


　葉はため息をつき、バックミラーを見上げた。


　そこに映っているのは、脳天気にはしゃいでいるアホ面づらどもだった。


「世界は、意外と平和なのかもしれない」


　ジャックマンが白い歯を見せて笑う。


「そんなことも知らなかったのか？」


　そう訊きかれたのなら、葉は──。


　イエスと答えざるを得ない。


　少なくともこの島は、葉が生きてきた中で最も平和な場所に見えた。世界有数の軍事力を隣りん人じんとしているくせにだ。


「英えい雄ゆうの天敵だからな」


　葉は窓の外を眺めながら、呟つぶやく。


「平和というものは」


　そう。


　戸と惑まどい、記憶が混乱するくらいに。


　こんな平和な島にいる自分が何者か──葉は分からなくなりかけていた。








　　　３＊３




「新規ご契けい約やくですね、ありがとうございます。保護者の方はいらっしゃいますか？」


「そんなものはいない」


　オレンジ色が目立つ店内。


　葉は溢あふれんばかりの営業スマイルを浮うかべる受付係と向かい合っていた。


「新機種に変えたいしー。陸姉ぇ、買ってー」


「無む茶ちやいうな。陸だって海うーみー姉ぇのお下がり使ってんのに」


「兄ぃ兄ぃ、オレもケータイ欲しー」


「中学生になるまで我が慢まんだなー。たまに俺の貸してやるから」


「あ、コレ可愛かわいいかも。陸ちゃん、見て見て」


　葉たちは北谷町にある携けい帯たい電でん話わの専門ショップにいた。彼らをここで降ろしたジャックマン──夏生と春正の父親は、自分の用事を済ませるために去った後だ。


　葉はカウンターに座り、それ以外の面々はディスプレイされた機体を見ている。


「ぼくは保護される必要があるような弱者じゃないからな」


　受付係の女性は二十代前半で、吊つり目気味の美人だ。どんな状じよう況きようでも営業スマイルを崩くずさない姿勢は、まさにプロフェッショナルである。


「……未成年の方にご契約いただく場合、二十歳はたち以上の方の同意が必要なのですが」


「連帯保証人ということか？」


「そうですね、そう考えていただいても」


「本体は現金で支し払はらうし、使用料はプリペイドでいい。それでもか」


「申し訳ございません。決まりですので……」


「ドク？　どうかしたの？」


　押し問答をする葉と受付係に気づき、陸が近寄った。


「ご両親か二十歳以上のご兄弟がいらっしゃれば、そういった方のいずれかに……」


「そんなものはいない」


　葉は平然と言う。


　陸とディスプレイを見ていた照瑠たちが、驚おどろいた様子でこちらを見た。


「金ならある。保証人の代理サービスか、それに近いものはないのか」


「大変申し訳ございません」


　苦く笑しようする受付係の代わりに、照瑠が飛びついた。


「お金っ？　ドクってお金持ちなの？」


　照瑠はさすがに街中とあって、いつものタオルずくめではなかった。だが何を思ったのか、大きなサングラスで顔を隠かくしている。


「ん？　今までさんざん国や軍、企き業ぎようの研究に協力して報ほう酬しゆうを得たし、特許もあるからな。日本円だけでも十億程度の貯ちよ蓄ちくはあるぞ」


「じゅっ……！　お、おおおおぉぉおおっ……！」


　震ふるえる照瑠。


　照瑠以外の面々が、顔を見合わせた。


「また始まったさー。照瑠をからかうのはやめてよ、ドク」


「何が始まったんだ？　何かをスタートさせた覚えはないが」


「十億ぅぅ……！　全部ちょうだい！」


「なんでだ！　欲よく張ばるにも程ほどがあるぞ！　夫ふう婦ふの離り婚こん調停でも、せめて半分からだろうが！　──ちっ、こうなったら」


　目の色を変えて飛びつく照瑠を押しのけ、陸を凝ぎよう視しする。本人は十五歳と言っていたが、それなりの体型と顔立ちからして別の可能性を考える。


　じろじろと値ね踏ぶみされ、陸が反射的に胸を両手で隠した。


「な、なに？」


「お前……実は子持ちの母親だったりしないか？　もしそうなら保証人として雇やとうぞ」


「なっ……！」


　陸がショックを受けた様子で固まる。残念ながら年ねん齢れい詐さ称しようのセンはなさそうだ。彼女の背後でにっこりと微笑み、「コロスゾ？」と無言で口を動かす佳織が恐おそろしかった。


「なーつー……陸ってそんなに老ふけてる……？」


「……お、大人っぽい！　陸は大人っぽいな！」


　葉は嘆たん息そくした。椅い子すから立ち上がる。


「手間をとらせた」


「はい？」


「契約はナシだ。今回は諦あきらめることにする」


　そう言って、店を出る葉。


　すぐに陸たちも後からついてきた。


「いいの、ドク？　なんだったら、陸のオッカァに頼たのんでも──」


「いらん。元々、他人に頼たよるつもりはない」


「陸が子持ちだったら頼んでたクセにか……」


「あれは冗じよう談だんだ。後ろの女が怖こわいから、真に受けるな」


　陸が佳織を振り返った。「？」と可愛らしく首を傾かしげてすっとぼける佳織。


「あとは適当にこのあたりを見てから、タクシーを拾って帰るとしよう。じゃあな」


「えっ？　案内するぞ？　北谷、はじめてだろ？」


　夏生に呼び止められ、葉は鼻で笑った。


「この程度の地理で迷子になる年とし頃ごろは、言葉を覚える前に卒業した。それにお前らガキどものお守りなんてまっぴらだ」


「えっ？　陸たちがお守りされる立場？」


「ドクって偉えらそうだなー」


　陸と春正の抗こう議ぎを振ふり切り、葉は一人で歩き出した。


　適当に歩いていると、人通りの多いエリアに出た。


　国道から次々と自動車が流れ込み、広い歩道では大勢の通行人が行き交かっていた。玩具おもちやのような洋風の建物が建ち並び、遠方には観覧車らしき大きな輪っかが見える。


　英語で書かれた看板が目についた。


　美み浜はまアメリカンビレッジ。


　それがこの通りの名前らしい。地元の若者だけではなく、見るからに観光客といった薄うす着ぎの人々、それに外国人の姿もちらほらと見える。


「エアコンの部品やパソコンを買えるような場所ではなさそうだな……」


　視界に映る店てん舗ぽや通行人の荷物を見れば、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。彼らが手にしているのはアイスやジュース、それに買い物袋ぶくろ。地元の人間にとっては遊びの場であり、観光客はショッピングセンターやアミューズメントが目当てなのだろう。


「ランチだけ済ませて、さっさと帰るか」


「照瑠のおすすめの店はあっちだし」


　すぐ隣となりで声がした。


　大きなサングラスで顔を隠した少女がとなりを歩いていた。


「……」


　周囲を見回す。そばにいるのは彼女だけで、他に見覚えのある顔は見当たらない。


「はい、ジュースどうぞ」


　照瑠だ。紙カップに注がれたドリンクを葉に手て渡わたす。


「なぜ、お前がここにいる？」


「なんでって……そんなの、ドクといっしょに遊びたかったからだし」


　目をそらし、照れた様子で唇くちびるを尖とがらせる照瑠。


「ぼくといっしょに？　だから、なぜ──」


　眉まゆをひそめる葉の腕うでに、照瑠がさりげなく自分の腕を絡からませた。


　不覚にもドキリとして、あることに気づく葉。


　まだ幼いとはいえ、照瑠が将来有望な外見をしているのは確かだ。輝かがやく金きん髪ぱつと白い肌はだ、そして大きな瞳ひとみ。黙だまって立っていれば、それなりに人目を引く顔立ちである。


「な、なるほど。子供には興味はないが……そこまでお前がぼくを気にかけているというのなら、こちらとしても悪い気は──」
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「ＡＴＭ、ここだから。とりあえず百万円くらい出して、おっきなステーキ食べるし！」


　きっかりＡＴＭの前に誘ゆう導どうされ、葉はポツリと呟いた。


「ファック……」


「あ、ふぁっくって言った！　それ言うと、ダディにすごく怒おこられるし！」


「娘むすめよりもワイフに罵ののしられるほうが好きなんだろう。──まあ、いい。ちょうど当面の生活費を下ろそうと思っていたところだ。奢おごらないぞ」


　照瑠の腕をふりほどき、葉は自動ドアを抜ぬけてキャッシュディスペンサーに向かう。


「えっ、なんで！　イミ分かんないし！」


「こっちのセリフだ！」


　財さい布ふを取り出し、キャッシュカードを機械に差し込む。


「ひゃっくまっんえんっ、ひゃっくまっんえんっ」


「歌うな。手て拍びよう子しをするな」


　電子音とともに、カードが吐はき出された。液えき晶しよう画面上に注意が表示される。


「海外の銀行の口座は取り扱あつかっていないのか？　これだから田舎いなかは……」


　別のカードも試ためしたが、やはり受け付けられない。


　クレジットカードを差し込んでも同様だ。表示される文章は変わらない。


　──お手持ちのカードは現在、取り扱っておりません。


　その一点張りである。


「……」


　かくして葉は一円も手にすることなく、自動ドアから出ることになった。


「なぜだ、全すべて使えないとは……アメリカ政府の仕し業わざか？　いや、これは誰だれにも明かしていない……第一、連中がこの口座を知っていたら、足取りを摑つかむために凍結などせずに、ぼくを泳がせて網あみにかかるよう仕向けるはずだ……」


　呆ぼう然ぜんとして呟つぶやく葉の横で、照瑠が盛大なため息をついた。


「がっかりだし……先行投資が無む駄だになったし」


　葉にくれたジュースは先行投資のつもりだったらしい。


「ドク、本当は貧びん乏ぼうだったんだ。お昼……奢ってあげよっか？」


「あ、哀あわれんだ目で見るなっ！　ぼくを見くびるなよ！　ガキにメシを食わせるくらいの甲か斐い性しようとサービス精神くらいはあるんだからな！」


「奢ってくれるの？　やったー」


　納なつ得とくはいかないが、先行投資のジュースを受け取ってしまったからには仕方ない。


　十数分後、葉と照瑠はピンク色の外がい壁へきをした売店の前にいた。


　野外に設置された椅子とテーブルにつき、通行人を眺ながめながらタコスを食べる。


「ステーキじゃないし」


　リスのようにタコスを頰ほお張ばりながら、照瑠が不満げに言った。トウモロコシの生き地じに牛肉の挽ひき肉にくやタマネギを載のせ、サルサソースをかけてある。


「予約も必要ないようなレストランに入るくらいなら、ジャンクフードのほうがマシだ」


　葉もそれを食べる。


「おいしいから許すし」


「何様だ、お前は。そんなにいつも高い料理を奢ってもらってるのか？」


「うーん、アイスとか十円のチョコとかガムとか」


「餌え付づけというんだ、それは……」


「せっかくデートしてあげてるのに。ドクはモテないから、これが初デートだね」


「決めつけるな。ぼくだって、それなりにモテるんだ。有名なハリウッド女優のエスコートをしたことだってあるんだぞ」


「ハリウッド女優？　すごいし！」


「その後、その女優は首だけになってシャンデリアの装そう飾しよく品にされたがな」


「……」


「もちろんぼくが犯人を突つき止め、代だい償しようを支払わせてやった」


　とりとめもない雑談をしつつ、葉はキャッシュカードを見つめる。


　それが使えなかったことで、漠ばく然ぜんとした不安が胸をよぎっていた。葉以外には誰も知らないはずの口座から、金を引き出すことができない。──そんなことは本来、あり得ないことである。


　葉の失しつ踪そうを知り、その潜せん伏ぷく先を知ろうとする者は多い。葉のファン代表であり優ゆう秀しゆうな助手でもある、あの女は当然として──アメリカ当局やＣＩＡも、血ちな眼まこになって葉を捜さがしているはずだ。先ほども考えたが、もし彼らに口座の存在がバレたら、それを手がかりにして葉の行方ゆくえを摑もうとするだろう。凍結するような愚ぐ策さくはとらない。


　彼ら以外に葉の口座に干かん渉しようできる者がいるとしたら──。


　口座の主である沙さ藤とう葉、本人だけだ。


「……」


　ずきん、と葉の頭にかすかな痛みが走った。


　苛いら立だちを伴ともなう焦あせりが、葉の足あし下もとから忍しのび寄る。


　キャッシュカードを見つめる葉の頭痛が、増していく──。


「やんっ。風が強くなってきたし」


　横風に煽あおられ、照瑠のサングラスがずり落ちた。


　葉は我に返る。


「……今日はタオルを巻いていないんだな」


　内心の焦りを隠かくし、どうでもいいことを口にする。潮が引くように頭痛が消え、いい知れない不安も霧む散さんしていた。


　金など、どうにでもなる。些さ細さいな問題だ──。


　心中で自分に言い聞かせ、深く考えるのを止やめる。問題を先送りするなど、自分らしくもない判断だが──今は論文を完成させることだけに集中すべきだ。小さな問題に時間をかけるべきではない。


「こんな街の中でタオルなんか巻いてたら、ただの怪あやしい人だし」


　照瑠がさも当然のように言った。その顔には、怪しすぎるサングラスが載っている。


「そのサングラスもどうかと思うが」


「これは仕方ないし。照瑠はアイドルだから、目立ったら大変なことになるし」


　葉は首を傾げた。


　ちょっと考えてみるが、葉の知能を以もつてしても彼女の言葉の意味が分からなかった。


「あっ！　あの人、今、照瑠のこと見たし！　バレたらサイン攻ぜめにあっちゃう！」


　照瑠がそう言って、通りを歩く家族連れから顔をそむけた。


　葉にはその家族連れが、照瑠どころか遠くの観覧車を指さしているように見える。


「……？」


「なに、その目は」


　照瑠に睨にらまれ、葉はそもそもの疑問を口にする。


「日本で言うアイドルというのは、俗ぞくに言うアレか。歌って踊おどる……」


「当たり前だし。沖縄には有名なアクターズスクールがあるの。今まで何人も有名人を輩はい出しゆつしてきたし」


「この島にそれがあるのと、お前がアイドルを自じ称しようすることに何の関係が？」


「だから、照瑠が！　そこに通ってるの！　この前、ついにテレビでデビューしたし！」


　得意顔で身を乗り出したものの、微び妙みように目をそらす少女。


「地元の番組で、二秒くらいだけど」


「それでサイン攻めに遭あうとしたら、テレビに映り込んだ心しん霊れい現象とでも思われたんじゃないのか……」


「こ、これから！　これから有名になるんだし！」


　顔を真っ赤にして言い張る照瑠。タコスの切れ端はしが葉の額に飛んできた。


　葉は額を拭ぬぐい、鼻を鳴らす。


「有名になって、どうするんだ？」


「がっぽり稼かせいで、たくさんのファンにちやほやされて、世界一のお金持ちと結けつ婚こんして、お城に住んで、毎日遊んで暮らして、それから……」


「清すが々すがしいくらい欲よくの塊かたまりだな」


　葉は呆あきれるが、照瑠は真しん剣けんそのものだ。理想の未来を夢見て、目を輝かせている。


　そんな少女を見て、葉の脳のう裏りにある記き憶おくが蘇よみがえった。


　この世に産まれた瞬しゆん間かんは、大勢の人間に囲まれていた。


　だが歳を経へるごとに、葉のそばからは一人、また一人と遠のいていき──やがて完全な孤こ独どくが訪おとずれる。


　孤独になってから増えたのは、敵だ。


　羨せん望ぼう、尊敬、期待──それらを塗ぬりつぶすくらい巨きよ大だいな妬ねたみ、そねみ、そして憎ぞう悪お。


　増えたといえば、ファンもそうだ。


　天才たる葉を敬い、憧あこがれ、崇すう拝はいする者たちも多くいた。


　その中には有名人や、才能溢あふれる人物も多かった。葉の才能を理解するには、それだけで一定以上の才覚を必要とするからだ。


　だが、そんな〝ファン〟たちも、結局は葉の敵と同じ存在に変わった。


　彼らが最後に浮うかべたのは、嘲ちよう笑しよう。


　それまで葉に頼たより、助けてもらったはずの人々が手の平を返す様を何度も見て来た。


　そのくせ、ちょっとしたきっかけでまた葉にすがりつくのだ。


　葉はそのたびに胸むなくそが悪くなったが、再びそんな彼らの期待に応こたえてきた。


　なぜなら、それが天才であり、英えい雄ゆうたる葉の使命だからだ──。


「やめておけ」


　葉がそう言うと、照瑠がきょとんとした。


「有名になったところで、ろくなことはないし──」


　照瑠の無む邪じや気きさに、あてられたせいかもしれない。


　葉の中で、小さな苛立ちが生まれた。


「お前にそんな才能はない。どうせ恥はじをかいて逃にげ出すのがオチだ」


「……」


　照瑠は、すぐには彼の言葉を理解できなかったようだ。だがすぐに顔を紅潮させる。


「て、照瑠のこと何も知らないくせに、なんで──」


「ぼくには分かるんだ。なぜなら、ぼくは天才だからな」


　葉は笑った。


「お前に才能はない。無駄な努力など、さっさとやめてしまえ」


　その言葉を言い終えるよりも先に──。


　食べかけのタコスが葉の顔面に命中した。


　さらにタコスで怯ひるんだ隙すきに、がら空きになった腹に矢のような拳こぶしが突き刺ささった。


「ぐえっ！」


「ファック！　死ね！」


　涙なみだぐんだ目で怒ど鳴なり、照瑠がその場から走り去っていく。


　その後ろ姿を見て、葉は嘆たん息そくした。


「ダディに怒られるんじゃなかったのか……？」


　周囲の視線が集まる中、顔を汚よごしたタコスを拭ふき取る。


　これでうるさいガキにからまれることもなくなるだろう。


　そう思って、せいせいとした気分だった葉だが──。


　遠方から怒いかりの表情で接近する濱門陸たちを見て──。


「やっぱり子持ちの親猿ざるだ、あれは……」


　命の危険を感じていた。
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　攻こう撃げきを予測していた葉にとって、陸の張り手をかわすことは容易たやすかった。


　だが連続攻撃による蹴けりは回かい避ひできなかった。


「ぎゃっ！」


　脇わき腹ばらを蹴り飛ばされ、葉は椅い子すから転がり落ちる。


「照瑠にあやまれ！」


　眉まゆをつり上げた陸が、葉に人差し指を突きつけた。


　夏生や春正、佳織も葉を睨んでいる。


　何事かと周囲の利用客たちの視線も集まった。


「ちっ……言葉よりも先に暴力とは、猿らしい行動順だ」


　葉は脇腹を押さえながら、陸の背中に隠れている少女を睨む。告げ口をした本人、照瑠が葉に向かって舌を出した。


「才能がないなんて、そんなこと簡単に人に言っちゃダメさ！」


　自分のことでもないのに、陸は本気で怒おこっているようだ。


「特に照瑠は打たれ弱いの！　今までさんざん甘やかされて育ったんだから！」


「それはそれで教育に悪くないように思えるが……」


「照瑠にあやまれ！」


　葉は立ち上がり、近づこうとした店員を手で制する。


「謝罪？　そんなもの、生まれて一度もしたことがない。──ぼくは何も間ま違ちがったことはしていない。予行演習をしてやっただけだ」


　陸たちが眉をひそめた。


「そいつは世界一の有名人になりたいそうだ。世界一の評価を受ける人間とは、同時に世界一批判に晒さらされる人間ということでもある」


　言い放ち、笑い飛ばす。


「簡単に人に言ってはダメ？　違ちがうな、他人の悪口ほど簡単に口にできるものはない」


「……」


「自分のコトを知りもしない相手ほど、そいつの才能を否定するものだ。この程度の悪口を言われて諦あきらめるくらいなら、最初から大きな口を叩たたくな」


　目を輝かがやかせて夢を語る照瑠を見て苛立ったのは、それが一番の理由だった。


　期待されるプレッシャーと、落らく胆たんされるやりきれなさ。


　葉は、その落差を知っている。


「偉えらそうに。なんでドクなんかにそんなこと言えるんさ」


「ぼくは天才で、英雄だからだ」


　葉はその場から立ち去ろうとした。


　苛立っていたとはいえ、子供を相手にムキになりすぎた。こんなくだらない言い合いこそ、時間の無む駄だに他ほかならない。


「世界最大の賛辞と、最悪の罵ば倒とう。──そのどちらも知っているのは、ぼくだけだ」


　言い残し、陸の横を通り過ぎようとする。だが彼女に突つき飛ばされ、立ち止まった。


「ウソつきゆくさー！」


　我が慢まんしきれなくなったように、陸が怒鳴る。


「ドクが天才なんて、どうせウソさ！　なんでそんなウソつくの！」


「そんな批判は、もう聞き飽あきた」


　そっけなく言い放ち、今度こそ陸たちとすれ違う。


「産まれた時から、さんざん言われ続けてきたからな」


　今度は、誰だれも葉を止める者がいなかった。


　背後から、残された者たちの会話が聞こえる。


「兄ぃ兄ぃ、オレあいつ嫌きらい！」


「性格悪いなー」


「陸ちゃん、もうやめよ。ね？」


「むうー……」


　葉は天才だ。


　去り際ぎわに聞こえた雑音も、葉にとってはダメージにはならない。


　──はずだった。


「……」


　通りでタクシーを拾い、自宅に向かう車内で、葉に異変が生じた。


「お客さん、大だい丈じよう夫ぶね？　顔、真っ青だよ」


　運転手に心配されるくらい、異常な状態だったのだろう。


　十五歳の少年が両耳をふさいで震ふるえ出せば、心配されるのも当然かもしれない。アメリカなら薬物中毒者に見られただろう。


「ぼ、ぼくは……」


　──ドクが天才なんて、どうせウソさ！


　陸たちの、葉をなじる声が鼓こ膜まくにこびりついて離はなれない。


　それに便乗するように、過去の批判や罵倒が重なった。


　偉ぶった大人たちが、こぞって葉を中傷する光景。数が多すぎて罵倒の内容は判別できないものの、誰もが葉を責め立てているのが分かった。


「ウ、ウソなんかじゃない……ぼくは……うぅっ……」


　ぶつぶつと呟つぶやき、幻げん聴ちようを拒きよ絶ぜつする。


　この島にやって来てから多少、混乱しているが、そんなことは関係ない。


　自らの記憶が、葉が何者かをはっきり物語っていた。卓たく越えつした頭脳で数々の問題を解決してきたという実績──その一つ一つを、葉はちゃんと覚えている。


　葉は天才であり、合衆国の英雄なのだ。


　ほんの少しだけ。


　合衆国から脱だつ出しゆつする直前の記憶に一部、欠損があるだけだ。


　だから噓うそつきと呼ばれたところで、動どう揺ようする必要などないというのに──。


「病院行ったほうがいいぞ、兄ぃ兄ぃ」


　余計なお世話を言い残し、自宅の前からタクシーが走り去っていった。


　頭痛がぶり返していた。発はつ汗かん量も異常だ。


「体調がおかしい……し、仕方ない、論文は後にして少し休んで──」


　今は休もう──そう考えて、玄げん関かんに向き直ると。


「ひいっ！」


　我が屋の玄げん関かん先さきに、死神が立っていた。


　いや、違う。


　老ろう婆ばだ。頭に手ぬぐいを巻いた例の──葉を二度も殺そうとした刺し客かくだ。


「な、なんだ、貴様か……い、いや、今はまずい。ぼくを殺す気なら、出直せ。ぼくは体調が悪くて、それどころじゃ──」


　尻しり込ごみする葉を見て、老婆が首を傾かしげた。


「具合悪いのかあんまさんどうあんなー？」


「な、なんだって？」


「ろくなもん食ってないからだろまとうむなむんやかでやうらんに。これ食えうりかめー」


　老婆が、足あし下もとに置いた大きな発はつ泡ぽうスチロールの箱を見た。


　その横には大きなリアカーがある。それを使って運んできたようだ。


「ソデイカセーイカさ」


「セーイカサ？」


「陸に言えば料理してくれるだろ陸んかいいねえ　ちゆくらていとうらすらはじどー」


「……？　……？」


「若いもんが腹すかせちゃいかんわなわかむんかい　やーさしちんならんどう」


　そう言って老婆が笑い、葉の背中を叩いた。


「痛い！」


　カカカ、と悪あく魔まのような笑い声とともに老婆がリアカーを引き、去って行った。


「な、なんだったんだ……それにコレは一体──ぎゃあっ！」


　玄関先に置かれた箱の蓋ふたを開けると、大きな水しぶきが上がった。


　箱の中には海水と──一匹ぴきのイカがいた。


　ただのイカではない。葉の身長の三分の二はありそうな大イカだ。しかも生きている。


「ソデイカ……か？」


　葉はそれが日本南部の暖海に生息する大型のイカであることを知っていた。


　箱の中で暴れるイカと、老婆が去っていった方角を交こう互ごに見る。


　これだけ立派なイカだ。希少なものであることは間違いない。さらに言えば、あの歳でこれだけの大物を持ち込む労力も大変なものだ。それらの事実を鑑かんがみて、葉の天才的な推理力は一つの結論を導き出した。


「なるほど……和平交こう渉しようか」


　ある未開の土地に住む民族は、友好の証あかしとして貴重品を他民族に捧ささげるという。


「あれほどの戦士だ……ぼくの実力を見み抜ぬいて形勢不利と判断したか。英断だ。お前の意思は確かに受け取ったぞ。この捧げ物は停戦協定の印として──痛いっ！」


　箱を覗のぞき込む葉の頰ほおを、暴れるイカのヒレが叩いた。


「く、くそっ……！　躾しつける脳ミソすら持たない下等生物のくせに……！」


　葉は箱を引きずり、浴室に運び入れた。


　イカを海水ごとバスタブに放り込んでから、考える。


「よし、お前をポントピダンと名付けよう」


　伝説の大イカ、クラーケンを記した人物にちなんで命名する。


「せいぜい長生きしろ。お前がいるうちは、島民から襲しゆう撃げきを受けないはず──痛いっ！」


　情けをかけて語りかける葉すら、ヒレで打ちつける反はん抗こう精神。心配するまでもなく元気に生き長らえそうである。


　頰をさすりながら居間に戻もどり、座り込む。


　これでようやく休める。


　安心すると、壁かべに貼はった論文が視界に入った。


「……」


　破壊者デモリツシヤー。


　天才、沙藤葉による世界破は滅めつへの道筋を描えがいた未完の論文。


　それを見つめていると、不意に──。


「……ッ！」


　脳のう裏りに、ある光景がフラッシュバックした。


〝白い家〟で、権力者たちに破壊者の論文を講じる自分の姿。


　それは、ただの幻げん覚かく──。


　そのはずだ。


　なぜならば、その幻覚の中で葉が指さしている論文は──今、目の前にあるそれよりも先があった。


　いや、先どころではない。


　一いつ瞬しゆんの白昼夢で垣かい間ま見みた論文は、もっとずっと先──。


　最後の一文まで、はっきりと書かれているように見えた。


「──ッ！」


　じっとしていられなくなり、葉は飛び起きた。サンダルに履はき替かえ、自宅を出る。


「バカな……あり得ない。ただの妄もう想そうだ。あの時、あの場所で使った論文は未完だったはず……だからこそ誰もその価値が理解できずに、このぼくを追放したんだ……ぼくは論文を完成させる必要があった……誰にも邪じや魔まされずにそれをするために、ぼくはこんな僻へき地ちの島にやって来た──」


　ぶつぶつと呟きながら歩き、自宅の前にある小さな浜はま辺べに出る。


　テニスコートほどの大きさしかない砂すな浜はまだ。レジャーシーズンのまっただ中とはいえ、観光客らしき姿は見当たらない。


　代わりに地元の子供らしいのが数人、衣服を着たまま水浴びをしていた。水着を着るという習慣がないのかもしれない。


「……」


　葉は、砂の上に座り込んだ。


　海を眺ながめて物思いに耽ふけるようなセンチメンタリズムは持ち合わせていない。単に自宅に戻るのが嫌いやだったからだ。今また論文を見ても、冷静でいられる自信がない。


　どれほどの時間、寄せては返す波を眺めていただろうか。


　海面が橙だいだい色いろに染まる頃ころ、横から声をかけられた。


「どうした」


　声で分かった。隣となりの家のゴーヤー爺じいだ。


　誰かと雑談をする気分ではなかった。適当にあしらうことにする。


「……借りた工具は居間にある。持っていけ」


　老人は何も言わなかった。となりから人の気配が消える。


　しばらくして、また気配が戻ってきた。ガチャガチャと工具箱を揺ゆらす音が聞こえる。


「何かと思ったら、風ふ呂ろにでーじ大きなセーイカがいるな。ありゃあ、どうした」


「照瑠とかいうガキの祖母が置いていった」


　そっけなく言い放つ。老人が楽しげに笑った。


「うはは、あのオバァか。ありゃあ昔っからそうだ。わーがこんな小さな頃から、腹すかせた子供わらばー見つけちゃ食わせてやってな。わーやお前のやーぬとこに住んでたオジィも、戦後の頃から、ずいぶん世話になった」


「老人の昔話に付き合ってやるほど、今のぼくはヒマじゃない」


「陸んとこに持ってけ。あれのおっかああんまーならうまく料理してくれるさ」


「料理だと……？　──あ、あれは食えという意味だったのか？　明らかにぼくの胃い袋ぶくろの容量を超こえているぞ！」


　驚おどろいて思わず顔を上げると、ゴーヤー爺がまた愉ゆ快かいそうに笑った。


　それ以上は何も言わず、その場から立ち去ろうとする。


「……待て」


　思わず呼び止める葉。


「お前に言った、あの家の前の持ち主のことだが……あれはウソだ」


　老人が振ふり返り、怪け訝げんそうな顔をした。


「いや、正確には、よく覚えていないというべきか」


　葉は老人から目をそらし、また海を見る。


「あの家の前の持ち主と話した時の記き憶おくが、なぜか曖あい昧まいなんだ」


　なぜ、そんな懺ざん悔げめいたことを口にしたか。葉自身にも理由はよく分からなかった。


　ただ隠かくすことのほうが、もっと意味がないように思えたからだ。


「ウソじゃないさ」


「……？」


「あいつはよく笑うヤツだ。ここを出て行った時もそうだ」


　振り向くと、老人が笑えみを浮うかべていた。懐なつかしそうな、しかし年季の入った皺しわに陰かげりを含ふくんでいる。


「あいつは沖縄人うちなんちゆじゃなかった。もとは本土人さ」


「……」


「あいつは前に住んでたところから、逃にげてきたんだ」


　葉は目を見開いた。


　別の土地から、逃げてきた──。


　それはまさに葉自身の境きよう遇ぐうと似ている。


「最初はちっとも笑わなかった。でも今のあいつは、いつだって笑っとる。そのあいつが向こうで笑ってたっていうなら、そうに決まっとる」


　そう言って、今度こそ去って行く老人。


「……」


　葉は呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて立ち上がった。


　足早に自宅に戻る。


　──あの老人は、なぜかぼくのことを自分と似ていると……。


　以前、自分がゴーヤー爺に言った言葉が脳裏をよぎった。


　心臓が高鳴り、全身から汗あせが噴ふき出す。


「ぼ、ぼくは決して逃げてきたわけじゃ……」


　サンダルを脱ぬぎ捨てて居間に戻り、壁に貼った未完の論文の前に立つ。


「ぼくは……！」


　破壊者。


　その文字が、葉の眼球に映り込んだ。


「逃げてなんか──」


　また頭の中に、ツギハギ状態の記憶が蘇よみがえった。


　完成した論文。


　葉を責め立てる大人たちの光景。


「ぼくの論文を理解できなかったバカどもを見返すために……そのためだけに、こんなところに来た──」


　頭痛に顔を歪ゆがめながら、自分の境遇を語る。まるで台本を読むような口調で。


「すでに完成しているはずがない……！　完成しているのだとしたら、こんな島にやって来る意味などない……！　逃げる意味なんかない……世界一の天才であるぼくが、一体何から逃げるというんだ──」


　言ってから、凍こおりつく。


　恐おそろしい想像が、頭に浮かんだ。


「破壊者から……？」


　あまりに馬ば鹿かげた思いつきに、弱々しい笑みが浮かんだ。


「あり得ない──破壊者なんていないんだ。もしいるとしたら、ぼくが気づかないわけがない……でも、もし──」


　振り返り、テレビを睨にらむ。


「もし本当に破壊者が存在するとしたら……あの研究所を襲おそったのが、すでに存在する破壊者だとしたら……この次は──」


　リモコンを手にとる腕うでが、震ふるえていた。


「同時多発テロの計画から各国の目をそらすため、今までで一番大きなテロを起こす──大量破壊兵器はまだ使わないが──場所は、そう、イギリスあたりで──」


　テレビの電源を入れる。


『先ほど起きたイギリスでの自じ爆ばくテロの続報です。この爆ばく発はつによる被ひ害がい者しやは死傷者合わせて五十人を超える規模になりそうです。朝の通勤時間を狙ねらって行われたこのテロ活動に関して、すでに犯行声明が──』


「うわ──うわぁあああっ！」


　リモコンを放ほうり出し、その場に尻しり餅もちをつく葉。


　何が何だか、ワケが分からない。


「い、いるわけがない……破壊者なんて、この世に存在するわけが──」


　葉は頭を抱かかえて、がくがくと震える。


「それができるのは人並み外れた才能を持つ天才しかいない……ぼく以外に、そんなのがいるはずがないのに──」


　ピタリ、と葉は言葉を止めた。


　言葉だけではない。


　震えがおさまり、心臓ですら一瞬、鼓こ動どうを止めたかもしれなかった。


「──」


　世界中のテロリストを密ひそかに操あやつり。


　自ら手を下すことなく、大量破壊兵器を入手し。


　それを世界中にばらまくことで、世界同時多発テロを引き起こし。


　世界を疑ぎ心しん暗あん鬼きの戦争状態へ陥おとしいれながらも、自らは誰だれにも気づかれない場所に潜せん伏ぷくする。


　それを完かん璧ぺきに遂すい行こうできるのが、破壊者デモリツシヤーである。


「ぼく以外に──そんな天才はいない……？」


　破壊者が、すでに実在したとしたら？


　世界の破は滅めつを導きつつ、すでに姿を消した後だとしたら？


　そう──とうの本人すらも、破壊者という存在に気づかないとしたら？


　全すべてのｉｆを満たす答えが、一つだけあった。


「ぼくが……破壊者だとしたら……？」


　葉以外に天才はいない。


　かつ、破壊者が存在する。


　その条件を満たす解は、他ほかになかった。


「来きたるべき終末から逃げるために、この島へやって来たとしたら……？」


　あり得ない。そんなことがあるはずがない。


　必死に否定する葉の目に──。


　床ゆかの上に転がったデジタルレコーダーが飛び込んだ。


「……」


　レコーダーを手に取り、操作する。


　以前は身体からだが拒こばんだ、録音記録の第一声。


　今こそ、それを聞く必要があった。


　いや──聞かなければならない。


「くだらない……ぼくは天才で、自分の論文を完成させるためにここへ来たんだ……これを聞けば、すべて分かる……」


　けたたましい警けい鐘しようが頭の中で鳴り響ひびいたが、無視する。


　液えき晶しよう画面に映ったのは、最初の録音である音声ファイル。


「ぼくが破壊者なんかであるはずがない……だが破壊者がいるとしたら、ぼく以外にはあり得ない……だって、ぼくは天才なんだから……」


　葉は意を決し、ついに再生ボタンを押す。


『８月６日……ぼくは今日から自分の行動を録音する必要がある……助手に黙だまって受けたカウンセリングで、医師にすすめられたからだ……』


　低く、疲つかれ果てた声。──やはり、とても自分の声とは思えない。


　だが声の異質さよりも、ある単語が気になった。


「カウンセリング……？　なんだ、それは……ぼくは、そんなものを受けた覚えは──」


『これは、ぼくの療りよう養ようの記録となるだろう……』


　葉の手から、レコーダーがこぼれ落ちた。


　だが機械は勝手に音声を再生し続ける。


『ぼくは、壊こわれてしまった……ぼくは自分が天才などという妄もう想そうに耽っていたのだ──』


　何かがレコーダーを激しく叩たたいた。


　自分の拳こぶしだった。


　無意識に葉はレコーダーに拳を打ち下ろし、強ごう引いんに再生を止めさせていた。


「ち、違ちがう──」


　身体を丸め、震えながら呟つぶやく。


「違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う……」


　葉は天才であり、英えい雄ゆうだ。


　あるいは、その正体は魂たましいを悪あく魔まに売り払はらった、破壊者かもしれない。


　そう思いかけていたが、そのどちらとも違う可能性が唐とう突とつに浮ふ上じようした。


　ただの──病人。


　自分が天才であるという空想に取り憑つかれた、妄もう想そう狂きよう。


　それが答えだとしたら──。


「ぼくは病人なんかじゃない……ぼくは天才で……」


　何かがねじれ、歪み、壊れている。そう感じた。


　何が答えか。


　何が現実か。


　葉は緊きん張ちようの糸が切れて気絶するまで、出口のない自問自答を繰くり返した。




　４＊１







　葉ようは目を血走らせ、壁かべに貼はった白紙の紙切れに計算式を書き込んでいく。


　窓の外が明るくなっていることに気づいた。デジタルレコーダーを拾い、液晶画面にヒビが入ったそれの録音ボタンを押す。


「８月14日──今日は風が強い。台風が近づいているそうだ……」


　短い音声を吹ふき込み、レコーダーを放り出す。


　そしてまた紙に文字を書き足していく。


「ほら、ほら……次から次と新しい理論が浮かぶ……ぼくはやっぱり天才なんだ」


　強こわばった笑えみを浮かべ、また新たなノートを乱暴に壁に貼りつける。


　風が家を叩く音がやかましかった。だが蟬せみの声がしない分、昨日までよりマシだ。太陽を雲が遮さえぎっているので、いくらか気温が下がっているのもいい。


　何よりも邪じや魔まをする人間がいないというのが素す晴ばらしかった。


「ようやく調子が出てきたぞ……！」


　ペンのインクが切れたので、投げ捨てる。新しいペンで数式を殴なぐり書きする。


　世界各地に潜ひそむテロリストの勢力分布図と危険度、さらにはそれらが影えい響きようしあうことで引き起こされるリスクの拡大と拡散。


　思想の違いによる対立と、国家の軍事力による抑よく制せいと反発。


　過去から繫つながる現在のテロ因子。


　世界中に潜せん在ざいする破壊の種が、葉の頭の中でアルゴリズム化され、未来的に起こりうる現象を予測、予知するに至る。


　計算の元となるデータは、葉の頭の中にすでにインプットされている。


「はは……病人にこんなことができるはずがない……こんな計算ができるはずがない……ぼくは妄想狂なんかじゃないぞ……」


　あらゆる要因が飽ほう和わ状態になった時、世界は破は綻たんへのカウントダウンを始める。


　世界を滅ほろぼすための時間、武器、情報という三つの条件は満たされた。


　あとはスイッチを押すだけだ。


　世界同時多発テロのスタートボタンである。


　それが押されることで、世界は恐きよう慌こう状態に陥おちいるだろう。


　一いつ般ぱん人も被害者となり、誰もが死の恐きよう怖ふと無む縁えんではなくなるのだ。そうなると混乱する国民を制せい御ぎよできなくなる国が現れ、他国を侵しん略りやくすることで富を奪うばおうとする。


　それがドミノゲームのように連れん鎖さして──世界規模の戦争が引き起こされる。


　そうなったら、あとは簡単だ。


　現代において、数十万人単位で敵を殺すことができる兵器は珍めずらしくない。


「世界滅めつ亡ぼうのスイッチを押すのが──破壊者だ」


　破壊者がいつ、どのようにしてスイッチを押すか。


　それをシミュレーションしたものが、葉の論文の真しん髄ずいである。


　この画期的な論文が公表されれば、世界中の国家が戦せん慄りつするだろう。そして葉を認め、彼に救いを乞こうのだ。破壊者を阻そ止しできるのは、天才である葉以外にはいない。


　そうやって葉は、失った名めい誉よとプライドを取り戻もどすのだ。


　英雄、沙さ藤とう葉の華か麗れいなるカムバックである。


「ぼくは天才だ……破壊者はまだいない……ぼくは正常だ……」


　壁一面が紙で埋うずまり、となりの壁に新たな紙を貼っていく。


　窓から差し込む陽光が落ち、真っ暗になっても葉は計算を続けた。食事はおろか、睡すい眠みんをとる気も起きない。


「８月15日。絶好調だ。かつてないスピードで論文が完成に近づいている──」


　窓から朝日が差し込んだ頃ころ、レコーダーに飛びついて録音する。そしてレコーダーを放ほうり出し、また壁にはりつく。


　壁が論文で埋うめ尽つくされ、ついに床にはいつくばって計算し続けていた時だった。


「ドク！」


　好調に酔よう葉のもとに、雑音が割って入った。


　居間の窓を勝手に開け、縁えん側がわにびしょ濡ぬれの少女が現れた。


　陸りくだ。


　同時に、激しいノイズが鼓こ膜まくを揺ゆらした。


　家の外で、風と雨が吹き荒あれていた。


　論文作成に夢中で気がつかなかったのだ。強風が木々を斜ななめに傾かたむけ、庭先に立つ少女に打ちつける雨はあたかも散さん弾だん銃じゆうである。


「うっ──」


　陸が絶句した。


　論文だらけの異様な光景に怯ひるんだのか。──それとも薄うす笑わらいを浮うかべて陸を凝ぎよう視しする葉の目つきに気け圧おされたのかもしれない。


「──」


　葉はすぐに少女から視線を外した。再び計算式を書き込んでいく。


「オバァがいないの！　捜さがすの、手伝ってよ！」


　陸が叫さけんだ。息が荒あらいところを見ると、さんざん走り回った後のようだ。


「畑を見に行ってから家に帰ってないって！　みんなで捜しても見つからなくて……今朝から風邪かぜ気ぎ味みだったって言うし──」


　葉は無視する。


　陸が居間に乗り込んだ。葉に摑つかみかかる。


「少しでも人手が欲しいんさ！　お願い、ドク！」


「思った以上に破壊者が現れる兆きざしが強い……これは危険だ……危険だぞ」


「ドクだってオバァに助けてもらったんでしょ！　ねえ、ドク！」


「──邪魔だっ！」


　葉は顔を歪ゆがめ、陸を突つき飛ばす。


　陸が呆ぼう然ぜんとした。艶つやのある黒くろ髪かみが、びっしょりと濡れている。Ｔシャツが透すけて下着のラインが見えたが、お互たがいにそんなことは気にもしない。


「こんなド田舎いなかの老人が死のうが生きようが、知ったことかっ！」


　たまった苛いら立だちを吐はき出すように、葉は怒ど鳴なった。見開いた瞳ひとみで陸を睨にらみ、頭をかきむしりながら身体を震ふるわせる。


「ぼくは天才なんだ！　英雄なんだ！　破壊者の論文を完成させなきゃならないんだ！　そうしないと世界が破滅するんだ！　そうしないと、ぼくは落ちぶれたままなんだ！　ぼくはこんなところにいていい人間じゃないんだっ！」


　癇かん癪しやくを起こした子供のように叫ぶ葉を見て、陸が唇くちびるを嚙かんだ。


「まだ、そんなこと言ってんの……」


　葉はギクリとする。葉を睨む少女の瞳に、涙なみだが滲にじんでいたからだ。


「もう頼たのまんっ！」


　陸が身を翻ひるがえした。窓も閉めずに、暴風雨の中を走り去っていく。


「ちっ……！」


　葉は舌打ちし、論文に向き直った。


　何か気に入らないことでもあるのか、浴室から激しい水しぶきの音が聞こえた。


「うるさいぞ、ポントピダン！」


　八つ当たりで怒鳴りつける。


「調子が良かったのに邪魔しやがって……！」


　再びペンをとり、計算式を書こうとする。


「ああ、本当に調子が良い。いくらでも続きが書けそうだ」


　独り言を呟くも、その言葉に反して指が動こうとしなかった。


「いくらでも、続きが分かる──」


　身体からだの動きとともに、時間まで停とまってしまったかのようだ。家を叩く暴風雨の音が、それがただの錯さつ覚かくだと主張する。


「続きを──知っている……？」


　葉は顔を上げた。


　壁を埋め尽くす論文。


　この二日間で、それらは床ゆかにまで達していた。


　床半分にノートが敷しき詰つめられ、その先は空白だ。何もない。


　だが葉が見つめる空白──。


　その先に続く、文章と計算式が目に浮かんだ。


「──」


　危あやうく気を失いそうな衝しよう撃げきが、葉の脳天からつま先を貫つらぬいた。


「論文は──すでに完成しているのか……？」


　調子が良い、などというのは、それこそ思い込みだった。


　錯覚。思い違い。


　葉はすでに完成している論文を、再び書きなぞっているにすぎない──。


「ウソだ──」


　ペンをこぼした手で、頭を押さえる。


「何がどうなって──論文が完成しているとしたら──ぼくはなぜ、こんな島に──なぜ覚えていない──」


　無意識に床の上のレコーダーを見る。


　療りよう養よう。


　妄もう想そう。


　低い声で語られた単語が、頭の中でせめぎ合う。


「……」


　何も考えることができなかった。


　いや、頭が考えることを拒きよ否ひした。


　どれだけの時間、呆然としていただろうか。


「──そういえば、昨日からシャワーを浴びてもいなかったな……」


　窓の外で吹きすさぶ風雨を眺ながめ、まったく関係のないことを呟つぶやく。


　玄げん関かんでサンダルをはき、傘かさもささずに家の外に出る。


　たちまち風と雨に右フックを喰らった。数メートルほどよろめく。


「……」


　自然界のシャワーに晒さらされて突っ立っていると、またもや葉とは全く無関係のことが思い浮かんだ。


　──もう頼まんっ！


　涙ぐみ、そう叫ぶ少女の顔だ。


「……昨日から食事もとっていなかった」


　虚うつろな目つきで、ポツリと呟く。


　商店へ行って、腹を満たすことにしよう。


　上の空で坂道を上り、商店がある通りに出る。


　何人かの人間がせわしなく走り回っていた。大声で呼びかけあって、首を横に振ふっているのが見えた。


　行方ゆくえ不明になった老ろう婆ばを捜しているのだろう。葉にとってはどうでもいいことだ。


　歩きながら、葉は関係のない思考を続けた。


　ある時、とある大学教授の人工生命のプログラミングに関する研究を手伝った。自律行動をとる人工生命体をプログラムで組み、それらをある一定の範はん囲いで動かすのだ。


　人工生命体たちに与あたえられた使命は、〝エリア内を探たん索さくし、より安全な場所を見つけること〟。それは人類の社会形成のパターンでもある。それをシミュレーションすることで、いまだに発見されていない人類の文明の痕こん跡せきを探すというのが当初の名目だった。


　大学教授は優ゆう秀しゆうだったため、すぐに人工生命のモデル化に成功した。


　それはすぐに実用化された。


　アメリカ陸軍による、潜せん伏ぷく中のゲリラ探索の手段として。


　より安全な場所とはつまり、遮しや蔽へい物が多く、外部から見えにくいスポットでもある。


　簡単に言うならば──〝死角〟だ。


　あるものを探そうとして見つからないならば、死角を算出し、そこを探せば良い──。


「田舎の地理はわかりにくい……商店に行きたいのに、道に迷ってしまったようだ」


　ぼんやりと呟き、商店の前を素す通どおりする。


　視界に映る住宅地を頭の中でワイヤフレーム化し、雨に濡れて走り回る人々の行動パターンを次々と組み込んでいく。


　なぜ今、自分とはまったく無関係のプログラムを頭の中で再現しているのか。


　理由はない。


　強しいて言うならば、今の葉は狂くるいかけている。──それが理由だ。


「……」


　車道からそれた細道に、安全な場所──外部から発見されにくいスポットを発見した。


　歩いて近づき、様子を見る。


　何もない。


　葉はまた歩き出す。


　必死の形相の人間とすれ違ちがった。葉は無視し、別のスポットを見つけ出す。


「……」


　誰だれもいない。


　葉は通りに戻り、また歩き出す。


　すると横道から飛び出した陸と鉢はち合あわせした。


「ドク……！」


　彼女は驚おどろいたようだった。敵意を剝き出しにして睨む。


「何しに来たんさ……！」


　葉は少女を無視した。周囲をきょろきょろと見回す。


　三つ目のスポットを見つけた。坂道を下りていく。


　陸が後ろからついてきた。


「そっちはもう別の人が捜したってば！　捜してくれるなら、別の場所を──」


　葉は構わず民家に挟はさまれた小道に入り、見つけた死角を覗のぞき込む。


　細い脚あしを見つけた。


「──」


　陸が葉の視線の先を覗き込み、息を呑のんだ。


　見覚えのある老婆が倒たおれていた。頭の手ぬぐいが外れ、顔色が真っ青になっている。


　民家と民家の間を近道しようとして、地面のくぼみでつまずいたのだろう。側頭部から血を流しているのは、倒れた時に塀へいにぶつけたのか。茂しげみが遮蔽となって、誰にも気づかれなかったようだ。


　葉は天才だから、結果を出した。


　妄もう想そう狂きようの病人には、そんなことができるはずがない。


「救急車を呼べ」


　葉が言うと、少女がハッとした。しかし携けい帯たい電でん話わを置き忘れたのか、ポケットをまさぐって泣きそうな顔をする。


　葉は嘆たん息そくし、足あし下もとに落ちていた太い樹の枝を拾った。


　躊ちゆう躇ちよなく民家の窓を叩たたき割る。雨風の音に、窓ガラスが割れる音が混じった。


　当然、すぐに家の住民が何事かと顔を出した。


「救急車だ」


　葉が顎あごで老婆を指し示すと、住人が慌あわてて奥へ引っ込んだ。


「──おい、お前。走るのは得意だろう」


　立ち尽つくす陸に、葉は〝あること〟を指示した。


　怪け訝げんそうな顔をしながらも頷うなずき、走り去る陸。


　その後、すぐに大勢の人が集まった。中には葉の見覚えのある顔もいた。


「オバァ！　聞こえるか！　しっかりしろ！」


「救急車、呼んだからな！」


　人々が呼びかける中、ジャックマン──夏なつ生きの父親が老婆に心臓マッサージをする。


　だがジャックマンの表情は硬かたい。葉が見た限り、老婆の呼吸はすでに停止している。素人しろうとにどうにかできる状じよう況きようではなかった。


　騒そう然ぜんとする住宅地に、一ひと際きわ大きな悲鳴が響ひびいた。


「オバァっ！」


　葉を突つき飛ばし、小こ柄がらな人ひと影かげが老婆の元に駆かけ寄った。


　照て瑠るだ。いつもはふわふわの金きん髪ぱつが雨に濡ぬれ、ボリュームが三分の一に落ちている。


「オバァ！　大だい丈じよう夫ぶっ！」


「どいてろ、照瑠！　──夏生！」


　老婆にすがりつこうとする照瑠を、ジャックマンが押しのけた。父に命令された夏生が、照瑠を老婆から引きはがす。


「救急車はまだか……！」


　悲痛なジャックマンの声で、周囲の人間も状況は察してしまっているようだった。


「もう、充じゆう分ぶん生きただろう」


　葉が平然と放った呟きに、誰も反論しなかった。ただ一人、照瑠だけが今にも嚙みつきそうな顔で彼を睨にらんだ。


　場に沈ちん黙もくが落ちようとしていた。


　そこへ──。


「ドク！　これでいいの？」


　白い箱を抱かかえた陸が駆け寄った。葉の予想よりも〇・八秒ほど早い到とう着ちやくだった。


　葉は頷きもせず、箱をかっさらう。


「どけ」


　老婆に近づき、ジャックマンを突き飛ばす。


「雨に当てるな」


　そっけなく言い放ち、老婆の口元に手を当てて呼吸を確かめる。次に脈を確かめる。


　心臓が停止していた。


　何人かの人間が傘を持ち寄り、老婆を雨から守った。


　白い箱を開けると、そこには救命用の医い療りよう機器が詰め込まれていた。葉が持ち込んだ荷物の中にあった救命キットである。


「……」


　葉の作業は素す早ばやく行われた。老婆の気道を確保する。


　箱に備わったＡＥＤ、除細動装置からパッドを伸のばし、照瑠から奪うばったタオルで拭ふいた老婆の胸部に直接取りつける。箱の内側にあるモニタを確かく認にんしながら、合図もなしに電気ショックを加える。老婆の身体からだが振しん動どうするのを見て、人々が悲鳴を上げた。


　老婆の心臓は動き出さない。


「ぼくは出会い頭がしらに貴様に殺されかけたが──あれはぼくを助けようとしたらしいな」


　葉は箱から注射器を取り出した。


「余計なことをしやがって」


　ぐさり、という擬ぎ音おんがしそうな手つきで、老婆に注射を打ち込む。強きよう心しん剤ざいだ。


　そして、さらにＡＥＤで電気ショックを与えると──。


「……ふん」


　葉は鼻を鳴らした。


　箱の内側に映し出されたモニタに、反応が生まれた。


　一度は停止した老婆の心臓が、再び動きを取り戻もどしていた。


「頼たのんでもいないのに命を救われる惨みじめさを、貴様も味わうがいい」


　吐はき捨てるように言い放ち、葉は立ち上がった。


　そのまま立ち去ろうとすると、陸に肩かたを摑つかんで止められた。


「ど、どうなったの……？」


「見れば分かるだろう。蘇そ生せいした。救命士が来るまで安静にしておけ」


　そっけなく言い放つ。遠くから救急車のサイレンが聞こえた。


　様子を見守っていた人々が沸わき立った。口々に安あん堵どの言葉を漏もらす。


「ドク……！」


　陸が表情を輝かがやかせた。涙なみだぐみ、嗚お咽えつをこらえているようだ。


　ジャックマンらも葉を見ていた。


　彼らの誰もが、感謝の笑えみを浮うかべていた。


　普ふ通つうの人間なら照れながらも、束つかの間のヒーロー気分に酔ようことだろう。


　葉にとっては、飽あき飽きとした視線だ。


　そのはずなのに──。


「──ッ！」


　彼らの顔を見て、頭が割れるような衝しよう撃げきに襲おそわれた。


　ハンマーで頭を殴なぐられ、中身をかき混ぜられ、思い出したくもない記き憶おくを素す手でで掘ほり起こされるような──激しい嫌けん悪お感かんと吐き気に襲われる。


　閃せん光こうのように──。


　封ふう印いんされた記憶の断だん片ぺんが、脳のう裏りに蘇よみがえった。


〝白い家〟で権力者たちに論文を講じる葉。


　スライドに映された論文は──紛まぎれもない完成稿こうだった。葉の言葉を聞く面々に、それを嘲ちよう笑しようする者はいない。


　本当は、葉の論文を信じない者はいなかった──。


　ならば、なぜ──葉は追放された？


「うがっ……！」


　雷かみなりに打たれたようにのけぞり、よろめく。


　ねじ曲げられた記憶が、少しずつ修正されていく。


　そのきっかけとなったのは、老ろう婆ばを救った葉を見る住民たちの視線だった。


「み──」


　葉を見つめる、信しん頼らいと期待の眼まな差ざし。


　そう、それは──。


　あの〝白い家〟で論文を公表した直後の、権力者たちの目つきと全く同じだった。


　誰も葉を馬ば鹿かにしたりはしなかった。


　それどころか、誰もが葉を信じきっていて──。


「ドク……？」


　目を見開いてよろめく葉を見て、陸が手を伸ばそうとした。


　葉はその手を振ふり払はらう。


「み、見るな──」


「えっ？」


「そんな目で……ぼくを……見るなぁっ！」


　住民たちが驚いて、怪訝そうな顔をする。


　だが葉の目には、彼らがますます葉を褒ほめ称たたえているように見えた。


　天才で、英えい雄ゆうで──自分たちにとっての救世主。


　自分を見つめる羨せん望ぼうの眼差しに、〝白い家〟で見た権力者たちのそれが重なった。


　それだけでない。大勢の見知らぬ人々が、一人、また一人と増ぞう殖しよくしていく。そいつらはすがるような目で葉に取り憑つき、彼の足にしがみついてくる。


「うううぅううっ……！」


　どうしても思い出せなかった記憶の断片が、奔ほん流りゆうとなって蘇っていく。


　かつて〝白い家〟で、本当は何があったのか。


　国立歴史公園で出会った老人と、何を話したのか。


　なぜ葉は大学の私室を燃やしたのか。


　なぜ負け犬のように肩を落とし、アメリカ合衆国から逃にげ出したのか──。


「うああぁああっ！」


　蘇る真実に耐たえきれず、葉は逃げるようにその場から走り出す。


　暴風雨の中を、夢中で駆け抜ぬけ──。


　気がつくと、自宅に飛び込んでいた。廊ろう下かでつまずき、居間に転がり込む。


「うううぅうっ……！」


　頭を抱え、唸うなる。顔を歪ゆがめ、目め尻じりから涙がこぼれた。


　思い出したくもないことを思い出してしまった。


　否いな──。


　思い出してはいけないことを、思い出してしまった。


　葉は逃げ出したのだ。


　己おのれの境きよう遇ぐうから。


　己の責任から。


　そうなるきっかけとなったのは葉をあざ笑う声でも、大学から追放されたからでもない。


　全すべては、そう──。


　他ほかでもない葉自身が抱いだいた、ある妄もう想そうによって──。


「ドク！」


　陸が窓から居間に飛び込んだ。葉を追いかけてきたようだ。こんな時でも玄げん関かんを使う気はないらしい。


「急に、どうしたの？　頭が痛いの？」


　身体を丸めて苦く悶もんに顔を歪める葉を、少女が覗のぞき込んだ。


「わっ！」


　陸がびっくりした声を上げた。


　葉が飛びつき、陸に抱きついたからだ。


「お、思い出した──全部、思い出してしまった──」


　ガクガクと震ふるえ、うわごとのように呟つぶやく葉。


　陸は胸むな元もとに抱きついた葉に困こん惑わくするも、苦く笑しようして抱き返す。


「一体、何を思いだしたんさ」


「ぼ、ぼくは──ぼくは──」


　生まれてはじめて、その言葉を口にする。


「天才じゃない──天才であるはずがない──」


　陸の吐と息いきが首元にかかった。笑ったようだ。


「うん。ドクはそんなスゴイ人には見えないさ」


「だから、逃げたんだ──天才じゃないぼくは──アメリカから逃げ出した──」


「そうか。逃げてきたのか」


「ぼくは──」


　恥はじも外聞もなく、嗚咽を上げる。


「ぼくは──壊こわれているんだ──」


「……」


「いや──壊したかった──何もかも──そうすれば──」


「……」
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「そうすれば……やっと、終われると思った──」


　葉の言っている意味の１％さえも、陸には理解できないだろう。


　だが、それでも──。葉の頭を撫なでる感かん触しよくは、優やさしかった。


「そっか」


「ここに来れば、普通に生きられると──あの老人が──だから、ぼくは──」


　少女の胸に顔を埋うずめ、泣き声を漏らす葉。


「違ちがう──それすらも、本当の理由だったのかどうか──今のぼくは、違うんだ──ぼく自身でそうしたんだから──何が本当か、一つも分からない──」


　陸の手が、また葉の頭をなでた。


「普通に生きたいなら、そうすればいいさ」


「……」


「ここにはドクを苦しめる人間なんて、誰だれもいないさ」


　陸の優しい声が、葉を狂くるわせようとする記憶の逆流を溶とかして消していく。


　葉は──逃げ出したのだ。


　身分を隠かくし、それまでの資産も全て処分した。


　そうやって、普通に生きていくための場所として、この島を選んだ。


　だが、まだ完全には思い出していない。


　そう感じた。


「今のぼくは、本当のぼくじゃない……」


「うん」


「ぼくは──」


　葉が無意識に、あることを呟きかけた時だった。


　激しい雨風が打ちつける庭に、人ひと影かげが現れた。


　スーツを着た中年の男性が二人だ。


「そこの彼に話を聞きたいんだが」


　無ぶ精しようひげを生やした男が言った。


　その背後には──敷しき地ちの外に停とめたパトカーがあった。








　　　４＊２




　嘉手納警察署の取り調べ室は、葉の自宅の居間よりも広かった。


　取り調べは、穏おだやかに行われた。


「まあ、起き訴そされることはないだろう。結果的にオバァは助かったわけだしな」


　安物の机を挟はさんで、四十代半ばの男性が言った。無精ひげを生やし、髪かみは短い。白シャツを窮きゆう屈くつに着た体型は、良くて達磨だるま、悪くてハンプティ・ダンプティだ。


　時折聞こえる唸り声のような音は、風の音だ。強風が建物全体を小さく揺ゆらした。


「でもな、医師免めん許きよもない人間が薬物を扱あつかうのは犯罪だ。強きよう心しん剤ざい、っつーのか？　アンタ、医師免許持ってるかい？」


「……」


　葉は惚ほうけた顔で俯うつむき、何も語らない。服は濡ぬれたままだが、署員に借りたタオルを頭にかけている。


「持ってるようにゃ見えないわな」


　嘆たん息そくし、ペンで耳の裏をかくハンプティ。机の上には調書が載のせられている。


「アンタ、オバァに注射打ったんだよな？　目もく撃げき者から聞いたんだが」


「……」


「なんであんなモン持ってたんだ？　何日か前に沖縄に来たらしいが、アメリカからだって？　日本語は分かるよな？」


「……」


「このパスポートに載ってる名前と住所は、アンタので間ま違ちがいない？」


　葉は口を動かすどころか、指一本、ピクリとも動かさない。


　ハンプティがペンを机におき、苦笑した。


「はあ……だんまりもいいが、せめて調書取りの協力くらいしてくれんかね。そうすれば書類送検だけして、すぐに釈しやく放ほうだ。お互たがい、楽にやろう」


　葉は何も語らない。


　そんな葉を、ハンプティが凝ぎよう視しした。顔を上げずとも、その疑い深い視線を感じ取ることができる。表面的には笑え顔がおでも、決して相手から目をそらさないのが警察官だ。


「しかしまあ親兄弟もなしに、その歳でたった一人で沖縄にねぇ。何しに来た？　観光じゃなさそうだが」


　世間話を装っているが、それが本命の質問なのだろう。注射の違い法ほう的な使用よりも、葉の正体に怪あやしさを感じとったようだ。


「医者の真似まね事ごとして、そんでもって家ん中は妙みような紙切れでいっぱいときた。ありゃあ、何なんだ？　ただの落書きってこたあないだろ」


「……」


「それにこのパスポートの名前……山田太郎？　失礼だが、ずいぶん月並みな名前だね」


「……」


「アンタ──何者なんだ？」


　ふっ、と葉は口元を緩ゆるませた。


　沙藤葉とは、何者か。


　当然、山田太郎というのは本名ではない。


　全てを思い出してしまった葉は、自分自身が何者か知っている。


　いや、正確に言えば、余計に分からなくなってしまったというべきか──。


「ぼくは天才だ……」


　葉はわずかに顔を上げた。


　ハンプティが、ピクリと眉まゆを動かした。


「──そう、思い込んでいた」


　多くの博士号を取得し、ペンシルヴァニア大学の最年少名めい誉よ教授となった天才。


　合衆国の政府機関はおろか、軍、企き業ぎように至るまであらゆる組織に協力し、確固たる実績と名誉を築き上げた英雄にして、多くのファンを持つ象しよう徴ちよう的存在。


　それが沙藤葉。


　そう──思い込んでいたのだ。


　だが、その幻げん想そうは壊れてしまった。


　今ここにいる葉は、ごく普ふ通つうの一いつ般ぱん人と同じ──否、それ以下の存在にすぎない。


「ぼくは、ただの……壊れたガラクタだ」


　己の惨みじめさに、自己嫌けん悪おさえ感じない。


　あるのは、諦あきらめだけだ。


「だから、逃にげてきた……」


　眉をひそめるハンプティ・ダンプティ。


　その後、いくつも質問をされたが、葉は一言も語らなかった。


　ベテランの刑けい事じがついに根負けし、演技ではないため息をつく。


「喋しやべってくれたのが、さっきのワケ分からん内容だけだと、かえって面めん倒どうだぞ。精神鑑かん定ていやら薬物検査が必要になるかもしれん」


　葉は自じ嘲ちよう気味に笑った。


「それはいい……中毒者扱いのほうが、よっぽど罪が軽い」


「ん？　なんか言ったか──」


　ハンプティが訊きき返そうとした時だった。


　取り調べ室の外から、誰かが騒さわぐ声が聞こえた。机が倒たおれるような音に続き、一人や二人ではない大勢の靴くつ音おとも聞こえる。


「……！」


　葉はビクリと肩かたを揺らした。顔を上げ、目を見開く。


「なんだ……？　外が騒がしいな──お、おい！　どうした！」


　ハンプティが驚おどろいた。葉が椅い子すから転がり落ち、部屋の隅すみで震え出したからだ。


「い、いやだ……！」


　ガクガクと震えながら、葉は頭を抱かかえる。


「見つかってしまった……うああ……もうおしまいだ……」


「なに言ってる？　大だい丈じよう夫ぶか？　落ち着け！」


　取り調べ室の外にいるのが何者か、葉にははっきりと分かった。


　あの靴音は、硬こう度どを増した合成樹じゆ脂しによる軍ぐん靴かのものだ。その数はざっと十二組。わずかに聞こえる金属音の高さと数からして、小しよう銃じゆうや手て投なげ弾だんを装備していると分かる。


「いやだぁあああっ！」


　葉の絶ぜつ叫きようと同時に、取り調べ室の扉とびらが勢いよく開けられた。


　室内に飛び込んだのは──完全武装の兵隊だった。迷めい彩さい服と分厚い軍靴、小銃や手投げ弾、ナイフ等という戦せん闘とう態勢である。防ぼう弾だん性の防護マスクつきだ。


「なっ……！」


　立ち上がるハンプティに、兵士の一人が摑つかみかかった。まるで凶きよう悪あく犯の前から一般人を保護するかのように、有う無むを言わさず室外へと連れ去る。


　残りの兵士が、いっせいに葉に飛びかかった。


「うああああっ！　やめろぉっ！　はなせぇっ！」


　暴れる葉を、兵士が三人がかりで押さえ込む。両りよう腕うでを胸の前で交差させ、その上から覆おおい被かぶせるようにして強ごう引いんに白い服を着せる。


「や、やめてくれ──」


　叫さけぶ葉の口に、猿さるぐつわ代わりのゴムの棒がくわえさせられた。必死に抵てい抗こうするが、屈くつ強きような軍人たちにかなうはずもない。


「──」


　ものの一分も経たたず、葉は完全に身動きを封ふうじられてしまった。


　拘こう束そく衣を着せられ、両足、両腕をベルトで固定される。口には猿ぐつわがされ、自由に動かすことができるのは眼球くらいである。


　ぐったりとして動かない葉を、兵士が二人がかりで抱えた。取り調べ室を出る。


「米軍が何の用だ！」


　オフィスで、先ほどのハンプティが兵士に食ってかかっていた。


　葉は、ビクリと身体からだを揺らした。


　兵士に抗こう議ぎするハンプティの向こう──。


　署長室から、一人の女性が姿を現したからだ。


　ついに──見つかってしまった。


　この世で最も見つかりたくない相手に。


　葉がアメリカから逃げ出したのは、そいつから一センチでも遠ざかることが一番の目的だったと言っても過言ではない──。


「たった今、警視総そう監かんのサイン付きの委任状を署長に受理していただきました。彼の身み柄がらは正式にアメリカ政府が引き取ります」


　流ちょうな日本語でそう言ったのは、白人の女性だった。


　１７０センチ以上はある長身と、流れるような金きん髪ぱつ。細い眉と吊つり気味の瞳ひとみ。一目で高級品と分かるビジネススーツ。


　今から雑誌の写真撮さつ影えいでもあるのかと思うほど、完かん璧ぺきな身なりをした美女である。


「彼に関するこの国での一いつ切さいの犯罪は免めん除じよされました。今回の逮たい捕ほの記録も抹まつ消しようしてください。彼にはもっと大きな容疑がアメリカでかけられています」


　淡たん々たんと言う女性。


　葉は彼女が何者かを知っていた。大人びた外見とは裏腹に、まだ十代であることも。


「もっと大きな容疑……？」


　顔を歪ゆがめるハンプティの質問に、美女が答えた。


「国家反逆罪です」


　女性の憎ぞう悪おを込めた青い瞳から──。


　怯おびえきった葉は、顔をそむけることもできなかった。
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　長身の金髪美女を先頭にして、葉を拘束した兵士たちが署の一階へ下りる。


　通りがかった一般来客用のロビーに、見慣れた面々がいた。


「──ドク？」


　濱はま門じよう陸が絶句した。葉の異様な格好を見たからだ。


　陸だけではない。佳か織おりや夏生、春はる正まさもいる。照瑠の姿が見当たらないが、彼女は今いま頃ごろ、病院にいる老ろう婆ばのそばにいるに違ちがいない。


「……」


　白い芋いも虫むしになり果てた葉は、ぼんやりと陸たちの顔を眺ながめる。


「なんね、あんたら！　ドクをどうする気？」


　陸が近づこうとするが、兵士の一人によって阻はばまれる。


　先頭を歩く金髪美女が陸たちを一いち瞥べつした。


　だが、それだけだった。


　道ばたの小石を避よけて歩くように何の感情も示さず、横を通り過ぎようとする。


　その進路に、夏生が立ちはだかった。普ふ段だんとはうって変わって、険しい顔つきだ。


「ドクをどこに連れて行くんだ。こいつは何も悪いことはしてないだろ」


　行く手を阻まれ、女性が顔をしかめた。ハンカチを取り出し、口元を押さえる。


「……？　おい、聞いてんのか？」


「失礼──糞くそドブネズミが人間の言葉を喋ったので、吐はき気をこらえていました」


　夏生はもちろん、陸たち全員が啞あ然ぜんとする。


「何も悪いことはしていない？　いいえ、彼はあなた方のようなパンケーキを焼いた後のフライパンの焦こげカスにも劣おとるクズどもには想像もつかないような大罪を犯おかしました。小こ汚ぎたない顔に鉛なまり玉を撃うち込まれたくなかったら、そこをどきなさい」


　女性が顎あごを持ち上げて合図した。兵士二人が前に出て、夏生を壁かべに押しつける。


「なっ……！　くそっ、待てよ！」


「ドク！」


　陸の呼びかけにも、葉は反応しない。


　もう指一本、舌一ミリ、動かす気力もなかった。


　罪を暴あばかれ、真実が晒さらされた時、自分は一体どうなるか──。


　その想像をしただけで、おかしくなってしまいそうだった。


　いや。


　もう、とっくに葉は──。


「急いでください」


　女性の指示で、葉を連行する兵士たちが嘉手納警察署から出る。


　外はあいかわらずの暴風雨だった。遠方に見える道路が水みず浸びたしになっているところから見ても、むしろ勢いは増しつつある。


　軍用車が数台と、ご丁てい寧ねいにも鉄てつ格ごう子しつきの護送車が待ち構えていた。


　兵士たちが軍用車に乗り込む。


　葉は数人の兵士や金髪の女性とともに護送車行きだ。


　葉が乗り込むとすぐに護送車が走り出した。


「彼に着き替がえを。充じゆう分ぶんに気をつけてください、彼がその気なら、あなた方など三秒で地じ獄ごく行きです」


　兵士たちが防護マスクを外し、葉に摑みかかった。拘束衣を脱ぬがせ、別の衣服を着させる。葉はなされるがまま、着せ替かえ人形の役割に徹てつした。


「貴方あなたを見つけ出せたのは、偶ぐう然ぜんでした──」


　という女性の言葉は、葉に向けられたものだった。


「この島に駐ちゆう在ざいしている空軍の大たい佐さが、街で貴方あなたを見かけたそうです。家族と買い物をしていたところ、子供と口論している貴方を見たと。子供と口論、という無意味な行動をしている時点で疑わしいところでしたが、他ほかに手がかりもなく、ここ数日、島中を徹てつ底てい的に捜そう索さくしていました」


　大佐ともなれば葉の顔を知っていても不思議ではない。完璧に姿を消したはずが、米軍の飼い犬の家族サービスのせいで見つかるとは、間ま抜ぬけにも程ほどがある。


「もう、逃がしません」


　殺意すら込められた眼まな差ざしが、葉を貫つらぬいた。


「貴方が犯した罪は、必ず償つぐなっていただきます」


　猛もうスピードで走る護送車は、早くも目的地に近づきつつあるようだった。


　大きな門の前でいったん停止し、迷彩服を着た門番に運転手が入場許可証を見せる。


　再び護送車が発進し、広大な敷しき地ちに入った。


　綺き麗れいに舗ほ装そうされた道路と、白を基調とした建物の数々。


　ただの町ではないことは、すぐに分かった。やたらと長い道路が延びており、その先には平へい坦たんなアスファルトが見えた。


　ただの平地ではない。


　滑かつ走そう路ろだ。


　ここが、どこなのか──。


　考えるまでもなく、葉には分かっていた。


　護送車が停車した。


　車両後部の扉が開き、目ま映ばゆい明かりが網もう膜まくを刺し激げきした。


「……」


　葉は弱々しい足取りで、車両を降りた。


　拘束衣はもう着ていない。


　葉が着替えさせられたのは、オーダーメイドの高級スーツだった。首に巻いたネクタイを留とめるのは、ダイヤモンド入りのリングである。


　袖そでを通さずマントのように肩かたに羽織ったジャケットが、激しい風になびいた。──勲くん章しようだらけのそれは自宅に隠かくしてあったはずだ。取り調べされている間に、とっくにそちらは捜索済みということだろう。


　勝手にセットされたオールバックの髪かみが、雨に濡ぬれて早くもバラバラになる。


「天才としての責務から逃にげ出した責任は、助手である私の責任でもあります」


　現げん役えきの大学生にして、葉の助手──ノーラ・ダーリンが葉の横に並び立つ。


　葉とその助手を出で迎むかえたのは、軍服を着たアメリカ軍人たちだった。


「大統領から緊きん急きゆうの協力要よう請せいが出ています。ドクター・サトウ」


　数万もの軍人を統とう率そつする者にそう言われても、葉はこれが現実だと認めたくなかった。


「……」


　全すべて、捨てたはずだった。


　全て、壊こわしたはずだった。


　天才として築き上げたキャリアも。


　教きよう鞭べんをとったペンシルヴァニア大学の籍も。


　何もかも壊し尽つくして、逃げてきたはずなのに──。


　葉は逃げ切ることができなかった。


「貴方の論文を盗ぬすみ出し、それを実行しようとしている者がいます」


　助手、ノーラの声が、死の宣告のように聞こえた。


「今まさに世界同時多発テロを目もく論ろんでいる〝破壊者デモリツシヤー〟を──貴方が止めてください」


　この島で過ごした日々。


　その平和な日常と、あまりにもかけ離はなれすぎた世界に──。


　葉は、戻もどってきてしまった。
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　アメリカ合衆国のニューヨーク州はマンハッタンで、沙さ藤とう葉ようは生まれた。


　両親は日本人のビジネスマン。忙いそがしい父母に代わって葉を育てたのは、アフリカ系アメリカ人のベビーシッターの女性だ。仕事熱心な彼女は葉の感性を育はぐくむためにと、メトロポリタン美術館やブルックリン・ヒストリカル・ソサエティ、ブロンクス動物園など、ニューヨーク市内にあるめぼしい名所をベビーカーで網もう羅らした。


　三歳の葉が芸術、文化を理解しているようだ、とベビーシッターは両親に告げた。


　両親はベビーシッターの正気を疑っただけで、特に気にもかけない。


　そんな両親が離り婚こんしたのは葉が五歳の頃ころだった。母とともに日本に帰国した葉は、東京で小学校五年生になった。その頃には葉の人並み外れた才能が周知の事実になっていた。


　その後、ワケあって、マンハッタンに住む父親の元に引き取られることになる。


　周りの勧すすめで、葉はハイスクールに飛び級で通うことになった。


　暗黒時代の幕開けだ。


　十歳から十二歳になるまで、年上の同級生たちの中で孤こ独どくに生きた。明らかに異色の彼を、ありとあらゆる人々が虐いじめ抜ぬいた。


　また色々とあって父と決別し、葉はニューヨークを離れた。奨しよう学がく金でペンシルヴァニア大学に入学したのだ。そこで葉は十三歳から一年足らずで五つの博士号を取得し、同大学を卒業。同時に名めい誉よ教授に就任した。異例中の異例の人事だが、理事長が天才少年を寄付金集めに利用しただけという事情もある。


　どす黒い学生時代が終しゆう焉えんすると、世界が変わった。


　国家や企き業ぎようが、こぞって葉に協力を求めるようになった。


　葉はそれらに応こたえ、賞賛を浴びた。


　優等生が妬ねたみの対象でしかなかった学生時代とは大おお違ちがいだ。実績を重ねれば、それだけ名誉と尊敬が得られた。そうなると葉の頭脳もフル回転し、加速していった。


　そうして葉は──ほんの一いつ瞬しゆんだけ、人間の枠わくを跳とび越こえてしまったのかもしれない。


　世界で起こりうる事象と時系列を解読し、ある結論を導き出してしまったのだ。


　それが〝破壊者〟の理論。


　世界を破は滅めつに導くカウントダウンを示す論文だった。


　葉は完成させたそれを、ある人物の前で講じた。


　アメリカ合衆国大統領。


　場所はホワイトハウス。グリーンルームと呼ばれる会議室で、葉は意い気き揚よう々ようと講演した。


　円えん卓たくに座った大統領や政府要人と軍関係者が、それをじっと聞いていた。


　葉の説明が終わると──。


　場に沈ちん黙もくと緊きん張ちよう感かんが張り詰つめた。


　幸か不幸か、円卓に座るお偉えら方がたは葉のこれまでの実績をよく知っていた。中には直接依い頼らいを受け、他の誰だれも解決できないようなトラブルから救ってやった人物もいる。そういった人間は葉のファンになることも少なくなかった。


　黙だまり込んだのは、葉のファンだけではない。


　葉の論文を検証するために集められた学者連中も、一同に押し黙った。


　──人知を超こえた数式だ。理解しがたいが、否定することも同様に不可能である。


　それが学者たちの評価だった。


　大統領と円卓に座る面々が葉を見た。


　その目。


　それが葉を破は綻たんへと導いた。


　──そうなると、世界を救えるのも彼だけというわけか。


　葉は「えっ？」と思わず声に出してしまった。


　なぜ、そのことを考えなかったのだろう？


　当然の帰結である。


　葉しか世界破綻の可能性に気づくことができなかったのだ。


　ならば、もしそれが実行された時──阻そ止しすることができるのも葉しかいない。


　円卓に座る面々の、期待の眼差し。


　それを見て、絶頂期にいる葉のイメージ力が想像したのは──。


　七十億近い数の、救いを求める眼差しだった。


　白人やアフリカ系、アジア系や少数民族に至るまで。


　天才ゆえに、自分にすがりつく全人類の姿をはっきりとイメージしてしまったのだ。


　単なる妄もう想そう。だが現実に起こりうる未来。


　それは、今まで応えてきた期待とは重みがまるで違ちがった。


　──ぱきん。


　葉は自分の才能に、ヒビが入る音を確かに聞いた。


　思えば、当時の葉は才能の絶頂期であると同時に、疲つかれもまたピークに達していたのだろう。凡ぼん人じんらが望むまま難題を解決し続け、百パーセントの確立で彼らを救い続けた。それが天才の使命であり、英えい雄ゆうの仕事であるからだ。


　人々を救う──。


　それ以外に葉の生き方はなかった。


　家族もダメだった。友人もいなかった。恋こい人びとだっていない。


　天才である葉の居場所は──〝英雄〟という枠わく組ぐみしかなかった。


　そうして働き続けた末に、最大のプレッシャーが葉を押し潰つぶしたのだ。


　約七十億人分の重圧──。


　人類という種の重みが葉にのしかかり、ベキベキと音を立てて葉を押し潰したのだ。


　そう、あの瞬しゆん間かん、葉は壊れてしまったのだ。


　──と、いうのはジョークです。


　気がつくと、葉はそう言っていた。ひきつった笑えみとともに。


　大統領以下、その場にいる全員が凍こおりついたのは言うまでもない。


　──全てジョークです。楽しんでいただけましたか？


　がくがくと震ふるえ、滝たきのような冷や汗あせを流してせせら笑う葉。


　当然、グリーンルームは騒そう然ぜんとなった。世界で最も権けん威いのある場で、くだらない茶番を演じたのだ。誰もが葉を責め立てた。


　葉をかばう人物もいた。誰かの側近らしき、ひょろ長い体格の青年などは最後まで葉をかばった。熱心な葉のファンらしい。他ほかにも葉を擁よう護ごする者はいた。


　だが彼らファンによるフォローも虚むなしく。


　葉は断罪された。


　合衆国の要人をホワイトハウスに集めた上で、笑えないジョークを飛ばしたのだ。その報むくいとして、葉のキャリアは失しつ墜ついした。


　ホワイトハウスで〝奇き行こう〟を繰くり広げた天才少年は、あらゆる業界で嘲ちよう笑しようの対象にされた。それまで葉の才能のおこぼれに与あずかってきた大人たちが、見事に手の平を返した。


　大学から追放の宣告を受けたのも、当然だ。


　葉は己おのれに絶望し、自じ暴ぼう自じ棄きになっていた。自らの私室に火をかけ、一つ残らず過去の栄光を消し去った。


　天才は失われた──。


　周囲から、そう揶や揄ゆされたが、それは事実だった。


　ホワイトハウスの一件以来、葉は精神的に不安定な状態に陥おちいっていた。


　以前のようにレベルの高い発想ができなくなり、思考能力が衰おとろえていくのも感じた。軽度の記き憶おく障害さえ発はつ症しようし、自分が何者か分からなくなる時もあった。


　だが葉は、そんな自分の変化を周囲に隠し──。


　築き上げたキャリアを焼き捨て──。


　もう天才ではないという事実だけは隠しつつ、アメリカ合衆国から逃げたのだった。








　　　５＊２




　嘉手納基地の指令棟とうにあたる建物内。


　その最上階にある一室に、葉は通された。


　かなり広い会議室である。縦二十列、横四列に並べられたテーブルのうち、軍服の着席者がいるのは前方の三列のみだった。テーブルにはマイクやスピーカが設置され、床ゆかは所ところ狭せましとケーブル類で埋うまっている。


　左手の壁かべには液えき晶しようモニタが並べられ、そばに国旗が掲かかげられていた。アメリカ、イギリス、フランス、オーストラリア、カナダなど十ヶ国以上はある。


　葉の助手であるノーラが、テーブルに座る軍服たちを紹しよう介かいする。


「ドク、こちらが第18戦術航空団副司令官のアドス大たい佐さ、こちらは３９０情報隊のイスター中ちゆう尉い、海軍のヨークシャード少しよう佐さ、陸軍のカル少佐です。また各軍から情報活動担当の方々もお越しになられております」


　沖縄米軍基地に駐ちゆう屯とんする部隊のお偉方が勢せい揃ぞろいである。


　軍服たちが起立し、葉に目礼した。


「……」


　葉はぼんやりとその面々を眺ながめた。特に空軍の大佐の顔をじっと見つめる。葉の居場所がバレる原因となった諸悪の根源である。


　葉に睨にらまれ、岩のように厳いかつい顔をした大佐が怯ひるんだ。すっ、と目をそむける。


　大佐という立場の人間らしからぬ態度に、葉はピクリと眉まゆを動かす。


「あちらのモニタに映っているのが、ＮＣＴＯ長官のリチャードソン氏です」


　壁のモニタで唯ゆい一いつ、電源が入った状態の画面があった。


　白はく眉びと白い顎あごひげ、そして鷹たかの目をした初老の男性が映っている。威い圧あつ感かんのある風格と疑い深そうな目つきから見るに、生きつ粋すいの軍人上がりだろう。


　ノーラが言う。


「すでにご存じでしょうが、念のために補足します。ＮＣＴＯとは正式名めい称しよう、国際テロ対策情報室。アメリカ合衆国のテロ対策を専門とした組織です。発足からまだ数年足らずですが、すでに先進国を中心に他国にも支部を置き国際的に連れん携けいをとっています。テロに関して言えばＦＢＩやＣＩＡ、国家安全保障局に優先する最上位の機関にあたります」


　葉にとっては常識的な知識だ。説明を受けるまでもない。


　助手の説明を聞き流す葉の前に、二十代後半の男が進み出た。ひょろ長い細身と天然パーマが特とく徴ちよう的な白人男性である。


「彼はＮＣＴＯの補ほ佐さ官エルリルオ氏。ＣＩＡから派は遣けんされています。この島でのドク捜そう索さくを手伝っていただきました」


「この場に同席できて光栄です、ドクター！　貴方あなたのファンです！　以前、ホワイトハウスでもお会いしたのですが、憶おぼえておられますか？　あの時はＣＩＡ長官の補佐官として同行したんですが──」


　興奮した様子で葉の右手をとり、強ごう引いんに握あく手しゆをする天然パーマ。


　なるほど、葉が見つかったのはこのＣＩＡの犬のせいでもあるらしい。


「……ファック」


「ファック！　聞きました？　あの英雄、ドクター・サトウが私にファックって！　今日のブログ更こう新しんは、はりきらなきゃ！」


　重苦しい空気の中、場ば違ちがいに大喜びする天然パーマ。葉のファンは、誰もがこんな感じである。


　ノーラが一礼した。


「私、ノーラ・ダーリンはこれまで通り、ドクの助手として依頼人との交こう渉しよう、連れん絡らく係を務めさせていただきます」


　ペンシルヴァニア大学の生徒であり、葉の助手でもある女性、ノーラ・ダーリン。


　彼女こそ葉のファン代表といっていい。自身も飛び級で大学に入学を果たした秀しゆう才さいでありながら、葉と出会ってその才能に心しん酔すいした女性である。半ば強引に彼女は葉につきまとうようになり、彼の身の回りの世話から研究の手伝いなど、彼のサポート役を買って出るようになって現在に至っている。


「……」


　葉はノーラから目をそらした。つい最近まで生活をともにしていた助手すらも、今の葉にとっては別世界の住人に見える。


『ドクター・サトウ。先にお詫わびしておこう。貴方の論文を紛ふん失しつした件だ』


　モニタの中から、リチャードソン長官が言った。


『ホワイトハウスにドクターが提出した論文が、何者かによって盗ぬすみ出されたのは非常に遺い憾かんである。政府の責任において犯人を見つけ出し、盗とう難なん物の奪だつ還かんに全力を注ぐ。──以上が大統領のお言葉だ。確かに伝えたぞ』


　謝罪とは裏腹に、白眉の長官に悪びれる様子がないのは──。


　その瞳ひとみの奥に秘ひめた、葉に対する疑念と敵意のせいだろう。


『ひいてはドクターが講じた通りの事件が頻ひん発ぱつしている現状の検証と、これから起こりうる危険性の排はい除じよに協力願いたい。──これも大統領のメッセージである。つまり、これは大統領命令だ。君にはＮＣＴＯのアドバイザーとして事件解決に協力してもらう』


「……」


『例のホワイトハウスの一件──私もあの場に同席していた』


　ビクッ、と葉は肩かたを震わせた。


　七十億人分のプレッシャーに押し潰された、あの一件。


　葉の頭脳が、才能が、ヒビ割れ、崩ほう壊かいしてしまった瞬間を思い出す。


『今、ドクターが忠告した通りの危機が発生している。──これは君にとってのチャンスだ。この一連の事件──〝破壊者〟なる犯罪者が、実は貴方自身であるという疑いを晴らすと同時に、不名めい誉よを濯ゆすぐ最大の機会だからな』


　葉にテロ事件の首しゆ謀ぼう者しやという容疑がかかっている──。


　あまりにも当然のことだ。


　これだけの脅きよう威いで世界を揺ゆるがすことができるのは、天才に類する才能の持ち主だけ。


　しかも葉はあらかじめ、その脅威を予言していたのだ。


　これだけで葉に疑いがかかる理由は充じゆう分ぶんである。


『成果を出した暁あかつきには、君が国から逃とう亡ぼうする際に犯おかした不法出国やパスポート偽ぎ造ぞう等の犯罪の免めん除じよ、それに大学に復帰する助力も惜おしまないと大統領はおっしゃっている』


「不名誉を……濯ぐ……？」


　思わぬ展開に、葉はぼんやりと顔を上げた。てっきり重要参考人として召しよう致ちされたものと思い込んでいたのだ。


　取り返しのつかない失態を犯した天才が、かつての名誉を取り戻もどすことができる──。


　そんな一発逆転の場が与あたえられるとは、予想だにしていなかった。


「長官の言う通りです。ドクにとっては簡単な仕事でしょう」


　ノーラ・ダーリンが確信に満ちた表情で頷うなずいた。


　彼女の言う通りだ。


　葉はかつてノーラとともに、ありとあらゆる難題を打破してきた。


　時には国家規模の陰いん謀ぼうを見破り、時には画期的な装置を発明し、時には背筋も凍る連続殺さつ人じん鬼きを捕とらえ、時には石油王の迷子のペットを無事に捜さがし出した。


　依い頼らいの成功率は百パーセント。


　沙藤葉に不可能はない。


　だからこそ、世界にたった一人しかいない天才。救国の英えい雄ゆうと称たたえられたのだ。ノーラがマスコミ嫌ぎらいでメディアの露ろ出しゆつを避さけていなければ、世界中に葉の名が響ひびき渡わたっていたことだろう。


　今回の依頼も完かん璧ぺきにこなすと約束できる。


　ただし──今ここにいる葉が、以前の自分であればの話だが。


『これから関係各国との国際会議を行う。ドクターには会議に参加し、一連のテロ事件についての考察と解明に繫つながる意見をいただきたい』


　白眉の長官が言うと、壁のモニタがいっせいに映像を映し出した。人種や年ねん齢れい、性別など様々だが、どれも世界各国の要人たちである。


　葉は会議室の前方に押し出され、正面にある一ひと際きわ大きなモニタの横に立った。


　リチャードソン長官が形通りの挨あい拶さつをし、今回の会議について説明する。


　その後、正面のモニタに世界地図が映し出された。


『──以上のようにアメリカだけではなく、アジアやアフリカ諸国に至るまで、小規模のテロ活動が多発しているのが現状です。我々ＮＣＴＯは当初、これらを偶ぐう然ぜんによる産物と判断していました。しかし違ちがった。なぜならばアメリカ国内でイスラム系テログループが軍の武器庫を襲しゆう撃げきして奪うばった武器が……ロシア国内の反政府テログループによって使用されるという事態が起きたからです』


　押収された武器の写真や、テログループの組織図などがモニタに表示された。


『決して相あい容いれない思想を持つテログループどうしで武器を共有する……そんなことは非常に稀まれだし、本来はあり得ない。だが、起きた。それにもっと不可解なことは──武器を実際に使用したグループは、それが別のテロ組織から供給されたことを知らなかったという事実です』


『知らなかった？』


　モニタに映る人物の一人が、疑問の声を上げた。


『ええ、金で武器商人から買ったという認にん識しきしかなかった。その武器商人を逮たい捕ほしたところ、軍部の横流し品と聞いてそれを仕入れたと証言しています。──これだけならば偶然とも見られる。しかし一度ならず中東アジアや欧おう州しゆうに至るまで、あらゆるテロ事件で同様のケースが発生しているのが問題なのです』


『同様のケース、とは具体的にいくつくらいの事件でそのようなことが？』


　また別の人間が尋たずねた。


　リチャードソン長官が画面の向こうで真顔で言った。


『皆みなさんも毎朝、歯ブラシをくわえてニュースを見るでしょう。──そこで報道されているテロ事件、その全すべてです』


『……！』


『つまり意図的に、しかし、そうと悟さとられないようテログループ同士で連携をとらせようという意思を持つ者がいるということです。──一体何者が、どうやって、それらの武器を流通させているのか……我々はイギリスやドイツの情報機関と連携して探さぐっているものの、いまだ突つき止められずにいます』


　会議室が沈ちん黙もくに包まれた。


『そこへ先日、ドイツの国立研究所から恐おそるべきものが盗み出されました。襲撃事件そのものは報道によってご存じでしょう。だが何を盗まれたかまでは公表されていない』


　リチャードソン長官がだめ押しのように続ける。


『〝ヘル〟──ドイツが国家プロジェクトで研究をしていた、新型の炭たん疽そ菌きんです』


　炭疽菌。


　その単語を聞いた会議の参加者たちが、息を呑のむ気配が伝わった。


『炭疽菌は非常に強力な殺傷力を持つ細さい菌きんです。ドイツはそれが生物兵器としてテロ行こう為いに使用された場合を想定し、より有効な抗こう体たいを作ろうとしたところ、皮肉にも変異した新種ができてしまった。──それが〝ヘル〟と名付けられた炭疽菌です。二グラムで三百万人以上の致ち死し量に至る毒素を持っており、研究所から盗み出された分を換かん算さんすると──三千億人を殺害できる量にあたります』


『──』


　人類を四十回ほど死し滅めつさせられるだけの生物兵器が盗み出された。


　その事実は世界中の要人を絶句させるには、充分すぎるインパクトだった。


　ようやく聞こえたのは、誰だれかが発した重苦しい声だった。


『それだけの生物兵器が盗み出されて──その在あり処かすらも分からないと？』


『そう認めざるを得ないのが現状なのです。加えるならば、研究所から〝ヘル〟を盗み出すことができるだけの専門知識を有していることから、それを兵器として使うための散布装置も当然、すでに準備されているものと想定しています』


『なんということだ……』


『我々がどうしても突き止められずにいる、テログループ同士の流通ルート──もしそこに〝ヘル〟が流れたら、どこで、いつ、それが使用されるのか想像もつかない……』


『……』


『──ですが、この事態を想定していた人物が一人だけ存在しました』


　ギクリ、と葉の心臓が跳はねた。


　モニタの向こう側から、リチャードソン長官の鋭するどい目つきが葉を見た。


『ドクター・サトウ。彼は世界中のテログループを裏で操あやつり、なおかつそれらをネットワーク化することで世界規模の同時多発テロに導くであろう存在──〝破壊者〟についての論文を提唱し、警けい戒かいを呼びかけたことがあります。──とある事情でその論文は失われてしまいましたが、我が国の研究者は現状がその論文通り進行していると確信しています』


『そんな、まさか……』


『いや、ドクター・サトウなら不思議じゃない。我々の国でも彼は──』


　モニタを通してざわめく参加者たち。彼らの中にも葉のファンがいるようだ。


　リチャードソン長官が言う。


『ちなみに彼自身が破壊者であるという可能性は低い。すでにここ数日間の彼のアリバイは確認済みです』


　見つかって一時間と経たっていないのに、もう根ね掘ほり葉は掘ほり調べ上げられたようだ。居所さえ摑つかんでしまえば、ＣＩＡの情報収集能力でどうとでもなる。


『以上をふまえて我々、ＮＣＴＯはドクターに直接アドバイスをもらうために、会議に参加していただきました』


　モニタに映る人々が、いっせいに視線を動かした。


　世界中を動かす要人たちが、葉に注目している──。


『思想の異なる世界中のテロリストが連れん携けいし、大量破壊兵器を共有する。ここまではドクターが言った通りです。貴方あなたはその大量兵器が使用され、それが世界の破は滅めつを導くスイッチとなると提唱した』


　リチャードソン長官が言った。


『我々は何としても、そのスイッチが押されるのを阻そ止ししなければならない』


「……」


『そのスイッチとなるテロは、いつ、どこで発生するのです？』


　あまりに簡単すぎる質問だ。何しろ〝破壊者〟を提唱したのは、他ほかならぬ葉自身である。これまで彼が言った通りに事態が進行しているのだ。


　だから、それがたどり着く先も葉だけが知っている。


　葉がまた世界を救い、英雄となるのだ。


　まさに天才のカムバックに相応ふさわしいステージと言える。


「……」


　葉は、ニヤリと笑えんだ。


　今、自分が口にするべき回答は一つしかない。


　そのあまりの明快さに、震ふるえがこみ上げた。


　震えだけではない。顔面から血の気が引き、冷や汗あせが噴ふき出し──。


『ドクター？』


　モニタの中で、リチャードソン長官が白はく眉びを動かした。


　促うながされ、ついに葉はその単純な答えを口に出した。


「──ない」


　声が小さくて、聞こえなかったようだ。


　画面に映る人々が眉まゆをひそめる。


「分から──ない──」


　天才ならば、簡単だった。


　だから、葉には──。


　否いな。


　天才、沙藤葉ではなく、ただのガラクタに成り下がった今の自分には──。


　導き出すことができなかった。


「分からないんだ……」


　葉は涙なみだを滲にじませ、頭を抱かかえながら呻うめく。


　会議室を、完全な静せい寂じやくが包んだ。


　世界中の要人が全員、表情を凍こおりつかせていた。


「分からない……」


　身体からだがガクガクと震え、冷たい汗が噴き出す。


　何一つ分からない。本当に分からないのだ。破壊者デモリツシヤーが実在することすら、今の葉では感じ取ることができなかった。そいつがどこに現れ、何をするかなど言わずもがなである。


　とっくに壊こわれてしまった葉にとっては、あまりにも難解すぎる問題だった。


「な、何も分からない……」


　虚こ空くうを凝ぎよう視しし、震える声で繰くり返す。


　それが、今の自分。


　才能を失い、あらゆる責任を放ほうり出して逃とう亡ぼうした、惨みじめな負け犬。


　そんな自分を、かつての天才、沙藤葉が嘲あざ笑わらう幻げん覚かくが見えた。


「分からない……ぼくには、分からないんだ……」


　壊れたテープレコーダーのように、何度も繰り返される呟つぶやき。


　それが。


　沙藤葉という存在が、完全に世界から見み離はなされた瞬しゆん間かんだった。








　　　５＊３




　世界同時多発テロに関する国際会議は、尻しりすぼみで幕を閉じた。


　各国から対応策が上がったが、どれも曖あい昧まいなものばかりだった。何しろ〝破壊者〟なる黒幕が実在するのかどうかさえ、はっきりと断定するに至っていないのだ。仮定にすぎない敵の対たい抗こう策を考えることに反対する声すら上がった。


　沙藤葉の存在は、完全に無視された。


　露ろ骨こつに彼を責める者はいなかった。だが葉が何も意見を述べられなかった時点で、今回の会議が失敗に終わったことは誰の目にも明らかだ。


　結局、一連のテロ行為には各国で臨機応変に対処する、という呼びかけで会議は終しゆう了りようした。ようするに何も決まらなかったということである。


　各国の要人らが通信を切っていき、最後にリチャードソン長官が残った。


『ドクター』


　組んだ両手の上に顎あごを載のせ、ＮＣＴＯのトップが目を伏ふせた。


『私は大統領に、会議の一部始終を報告する義務がある』


「時間が足りなかっただけです！」


　ＣＩＡ上がりの天然パーマ、エルリルオが葉をかばった。他の軍関係者、空軍大たい佐さや陸軍、海軍の重じゆう鎮ちんたちは早くも会議室から撤てつ収しゆうしつつある。


「何の前準備もなしに召しよう喚かんされたのでは、いくら天才といえど戸と惑まどって当然です！　彼の合衆国に対するこれまでの功績と忠誠心を考えるならば、もう少し猶ゆう予よを──」


『いついかなる時も最高の結果を出すから、天才と呼ばれているのだろう？』


「そ……！　それは……」


『ドクターには休養が必要なようだ。大統領にも、そう進言しておこう』


　冷たく言い放ち、リチャードソン長官の白眉がモニタ画面から消えた。


　軍部の人間が会議室からぞろぞろと去って行く。


　残されたのは──無言で小刻みに震える葉。


　彫ちよう像ぞうのように立ち尽つくしたままの助手、ノーラ・ダーリン。


　そして、もはや慰なぐさめの言葉さえ見つからない天然パーマだけだった。


「──」


　葉は息苦しさで顔を歪ゆがめた。


　期待。


　落らく胆たん。


　侮ぶ蔑べつ。


　嘲ちよう笑しよう。


　カメラ越ごしとはいえ、葉を見つめる目つきの変化をたっぷりと感じた。


　リチャードソン長官は今いま頃ごろ、大統領にこう報告していることだろう。


　──天才は、失われた。


　紛まぎれもない事実だ。


　事実だからこそ、葉はその事実を隠かくし、こんな島にまで逃にげてきたのに──。


「うああぁッ……！」


　葉は叫さけび、マイクやスピーカごとテーブルをひっくり返す。


「ドクター……！」


　困こん惑わくする天然パーマを無視し、今度はケーブルを引き抜ぬき、モニタを壁かべから落とす。


「うあああぁああああぁぁああっ！」


　頭を抱え、絶ぜつ叫きようする。


　完全なる八つ当たり。幼よう稚ちで下品な野や蛮ばん人の行為だ。思わずそんな行動をとってしまうくらい、葉は馬ば鹿かになったということである。


「や、やめてください、ドクター！　怪け我がしますよ！　ダーリン女史、貴女あなたもぼうっとしていないで、彼を止めてください！」


「ドク……」


　それまで一言も発せず、微び動どうだにしなかった金きん髪ぱつ美女が葉を凝視した。


　その整った顔立ちが、信じられないものを見るかのように歪んでいた。


「貴方は一体──誰だれなのですか？」


　ピタリ、と葉は絶叫を止めた。


「本当に、あのドクなのですか……？　〝分からない〟だなんて、天才たる貴方が発するべき言葉じゃない……」


　ノーラ・ダーリンが、見たことがないほど困惑していた。


　かつての天才たる沙藤葉を最もよく知るのが彼女だ。


　そんな人物が別人と思うくらい──。


　今の葉には、かつての面おも影かげさえも残っていなかった。


「──ッ！」


　葉は助手の視線からも逃げ出した。アメリカから逃亡した時と同じように。


　会議室を飛び出し、指令棟とうを駆かけ下りる。


　何事かと振ふり返る軍人らとすれ違ちがい、屋外へ飛び出す。


　激しい雨風だけが、葉を歓かん迎げいした。


　指令棟の前には、持ち場に戻もどろうとする空軍大佐らがいた。


「ドクター？」


　驚おどろく彼らに構わず、葉はそばに停車していた軍用車に飛び乗る。迷めい彩さい柄がらの四輪駆く動どうで、通つう称しようハンヴィーと呼ばれる車両だ。


　役立たずのガラクタにすぎない葉でも、車の運転くらいはできる。


　アクセルを踏ふみ、ハンヴィーを急発進させる。


　彼を制止する声が、エンジン音と暴風雨にかき消された。


　早くも警けい戒かい命令が下ったのか、基地の入り口に兵士が立ちふさがった。銃じゆうを構えている。


　だが葉はアクセルを緩ゆるめない。


　錯さく乱らん状態で暴走しただけの客人ゲストに、発はつ砲ぽう許可までは下りないはずだ。


　実際、葉は大した抵てい抗こうもなく、兵士たちの隙すき間まを突とつ破ぱすることができた。後輪を滑すべらせながら国道へ飛び出すハンヴィー。


「──」


　視界が歪んだのは、フロントガラスに当たる雨あま粒つぶだけのせいではない。


　暴風雨とエンジン音だけが聞こえる世界で、葉は車を走らせる。


「くそ──くそ──」


　とてつもなく惨めだった。


　世界一の天才だったはずの自分が、今や世界一の恥はじさらしだ。


　アメリカだけではない、会議に参加した主要各国にも、葉の無能さが知れ渡わたってしまった。今頃は天才の哀あわれな末路を笑いながら、一いつ杯ぱいやっていることだろう。


「逃げられたと思ったのに──」


　足が勝手にアクセルを踏んだ。腕うでが勝手にハンドルを切った。


「今さらなぜ──ぼくを追いかける──こんなぼくを──」


　雨に濡ぬれるフロントガラスに、ある人物の顔が浮うかび上がった。


　嘲笑を浮かべたそいつは、まるで女みたいな顔をした東洋人だった。衝しよう動どう的に殴なぐりたくなるくらい、目つきが悪い。


「天才、沙藤葉──」


　葉を追い詰つめたのは、アメリカでも破壊者でもない。


　他ほかならぬ、かつての自分自身。


　過去、確かに存在したはずの沙藤葉が、落ちぶれた沙藤葉を追い詰める──。


「もう放っておいてくれ──ぼくはもう沙藤葉ではないんだ──」


　自らの記き憶おくを改ざんし、ねつ造してまで逃げ出したのだ。それ以外に過去の自分から逃げきる方法がなかったのだろう。


　アメリカから逃げ出した時の記憶にまだ曖昧な部分が残っているのは、そうとしか考えられなかった。天才の片へん鱗りんくらいは残していた頃ころの自分なら、自己の記憶を操作することなど容易たやすい。


「こんなところまで、追いかけてくることはないだろう──」


　無意識に運転するハンヴィーが一直線に向かったのは──。


　葉に残された、たった一つの居場所。


　負け犬の巣。


　小さな砂すな浜はまのそばにポツンと建つ、コンクリート造りの平屋だった。


「……」


　葉はハンヴィーから降り、自宅に入った。


　風雨の勢いは増す一方で、庭を歩いただけでずぶ濡れだ。


　廊ろう下かに水すい滴てきを垂らし、居間に向かう。


　今や何の意味もなさない〝破壊者〟のノートで埋うめ尽くされた、薄うす暗ぐらい空間。


「ぼくは……壊れてしまった自分を……ここで治すはずだったんだ……」


　こんな島にまで、誰も追いかけては来ない。


　かつての葉は、そう考えたに違いない。


　ここまで逃げれば、誰にも邪じや魔まされない。


　そう思っていただろうに──逃亡が成功しなかったのは、その判断をした時の葉さえも、すでに劣れつ化かしていたということだろう。


「……」


　苦く笑しようが浮かんだ。


　予想外といえば、もう一つ。


　この島の住民たち。


　濱はま門じよう陸りくをはじめとする、強ごう引いんで余計な世話ばかり焼こうとする人々のことを思った。


　彼らの干かん渉しようについては、天才だった頃の葉といえど予想していなかったに違いない。


　陸の胸に顔を埋めて号ごう泣きゆうしたことを思い出し、赤面する。


「あの女の感かん触しよくだけは……まあ、悪くはなかったと評価しておこう」


　気き恥はずかしさに口を尖とがらせるも、それを聞く人間は一人もいない。


　床ゆかに転がったデジタルレコーダーを拾い、口を寄せる。


「８月15日。ついに居場所がバレてしまった。次の逃げ場所を見つけなくては……」


　埃ほこりっぽい居間を見回し、呟つぶやく。


「ぼくは──かつてのぼくから、逃げる」


　もう存在しない天才の幻げん影えいを振り払はらうまで、逃げ続ける。


「誰も〝天才〟を捜さがそうとしない、もっと遠い地へ──」


　そうしないと、葉は天才の影かげから逃げ切ることができない。


　期待も落胆も、もう充じゆう分ぶんすぎるほど味わった。


「……」


　手元のレコーダーを見つめる。


　かけるかぎりの恥をかいた。


　だからこそ、もう恐おそれるものは何もない。


「このレコーダーに録音した内容を思い出せないのは……まだぼくが完全に記憶を取り戻していないということか……」


　何を思って、かつての葉は逃とう亡ぼう先にこの島を選んだのだろうか？　米軍基地があるこの地では、逃げる場所に相応ふさわしくないとは考えなかったのだろうか？


「……自分の記憶の改ざんすら、不完全とは……ぼくは、つくづく……」


　自分の記憶で欠けた、最後の一ひと欠片かけらを拾うことにする。立つ鳥、跡あとを濁にごさずというやつだ。葉はレコーダーの日付を操作し、再生スイッチを押す。


『８月６日……ぼくは今日から自分の行動を録音する必要がある……助手に黙だまって受けたカウンセリングで、医師にすすめられたからだ……』


　冷静で、低い声。


　他人の声と聞き間ま違ちがえたこともあったが、今でははっきりと分かる。


　これがかつての葉自身──天才の才能を少しでも残していた頃の自分の声だ。


『これは、ぼくの療りよう養ようの記録となるだろう。ぼくは……壊こわれてしまった。ぼくは自分が天才などという妄もう想そうに耽ふけっていたのだ──』


　葉は目をつむった。


　これを録音した時の記憶が、ゆっくりと蘇よみがえっていく。


　葉はこの時、ペンシルヴァニア大学の私室で一人きり、濃こいめのコーヒーを飲みながら録音していたのだった。窓の外からは学生たちの騒さわぐ声と、ディスティルフィンクという鳥の鳴き声が聞こえていた。


『いや、正確に言うなら──ぼくが今も天才である、という妄想か。あの時、ホワイトハウスでぼくの才能が失われてしまったことは誰にも知られていない。──知られないうちにこの国を去ろうと思う。そのために、あの老人から家を買い取ったのだ』


　ぴくり、と葉は眉まゆを動かした。


　そう、葉は間違いなく一人の日本人からこの家を買った。


　あれは妄想ではない。


『彼が住んでいた場所は、日本国の沖縄という島だ……』


　過去の自分の声を聞いているうちに、その老人との出会いも蘇りつつあった。


　あれは、そう──。


　葉が壊れてしまったばかりの頃のことだった。








　葉はインディペンデンス国立歴史公園を訪おとずれた。


　その公園は、合衆国誕生の地とされる国立公園で、有名な観光名所でもあった。世界遺産でもある独立記念館があり、そこではかつて独立宣言の採さい択たくや憲法制定会議が行われたとされている。宣言をした時に鳴らされた自由の鐘かねも有名だ。


　なぜ、そんな場所に足を運んだのか。


　アメリカ合衆国という大国が始まった地ならば、葉自身がまた復活するヒントがあるかもしれないと望んだからだ。そんなくだらない感傷にすがるほど、葉は思い詰めていた。


　自由の鐘は叩たたかれ、歴史に残る音を鳴らした。


　だが葉は──叩いた衝しよう撃げきで壊れ、バラバラになり、二度と音を鳴らすこともない。


「はいさい！　アンタ、日本人か？」


　独立記念館の前にあるワシントン像の足元。


　石段に座ってぼんやりとしていたところ、瘦やせた老人に声をかけられた。デジカメとリュックサックを持ち、いかにも旅行者風である。かなりの高こう齢れいだが、日焼けした肌はだと馬ば鹿かみたいに明るい笑え顔がおが、有り余るエネルギーを感じさせる人物だった。


「……」


　カクン、と葉は顎あごを引く。


「助かったさー！　ここは広すぎて、帰り道も分からんさ」


　うっとうしいくらい大声で言い、了りよう解かいもとらず、そいつは葉のとなりに座り込んだ。


「なんね、アンタ一人か？　親か友達とはぐれたのか？」


「……親はいない。友達も」


「あっちゃー！　そうか、悪いこと聞いた！　すまんなあ！」


　苛いら立だつ気力もなかった。葉は無言で聞き流す。


「ところで、どうやったら帰れるか、教えてくれんね！」


　望み通り、教えてやる。そもそも公園を出るルートはこれっぽっちも難しくない。


「分かりやすいな！　アンタ、頭良いだろう！」


　皮肉な誉ほめ言葉をもらった。葉はつい最近、馬鹿になったばかりだ。


　帰り道を聞いても、老人は立ち上がろうとしなかった。


「でも、今にも死にそうな顔してるな」


「……べつに死んでもいい。いや──」


　葉は呟く。


「死んだほうがいい……」


　才能が失われたと知れば、今まで葉を崇すう拝はいしていた人々はそれを望むだろう。落ちぶれた天才を見るくらいなら、英えい雄ゆうの称しよう号ごうを墓標にしてこの世から消えて欲しいはずだ。


　国も同じだ。葉がもう役に立たないとなれば、機密保持のために葉の暗殺を考えても不思議ではない。というか、間違いなくそうするだろう。


　今まで葉を目の上のたんこぶと思っていた学者たちに至っては、彼を抹まつ殺さつするチャンスと狂きよう喜き乱らん舞ぶするに違ちがいない。


「今のぼくには敵しかいない──いや、元々、敵も味方もいなかったんだ。ぼくはいつだって一人だった……」


　自分の〝同類〟と、出会ったことがない。


　それがどれほどの不幸か、葉以外には決して分からないだろう。


　生まれてからずっと、葉は一人だった。いるのは一人の天才と、それ以外の人間という二種類だけだ。両者は常に相手を恐れ、傷つけ合ってきた。


　共存が許されたのは──天才が凡ぼん人じんのために尽つくす時だけ。


　だから葉は彼らを助け、人間のフリをすることで孤こ独どくを紛まぎらわせてきたのだ。


「でも今、死にたい──逃にげ出したいと思うくらいには……ぼくのほうは人間彼らの隣りん人じんでありたいと望んでいたんだ……」


　逃げたい、という言葉を聞いて、老人が驚おどろいたようだった。


「そうか」


　にっこりと笑った老人の顔も、はっきりと憶おぼえている。


　それから老人は、図ずう々ずうしくもあれこれと葉の事情を訊きいた。


　葉は上の空で、何と答えたのかは覚えていない。だが話を聞き終えると、老人は遠い目をして呟いた。


「わーと似てるな……」


　何がどう似ていたのか、彼は語らなかった。


　代わりに話したのは、ある島に残した自分の家のことだった。いっしょに住もうと息子むすこ夫ふう婦ふに言われてアメリカに来たものの、残してきた家を処分する気にもなれないという。


「良いところさ。暖かいし、何より好いヤツばかりさ」


　老人が表情を輝かがやかせて言った。葉はセールスマンの類たぐいは嫌きらいだが、目の前の老人にそんな表情で勧すすめられたら、家の一軒けんや二軒けん、買ってしまうかもしれないと考えた。


　そして葉は、実際に買うことになる。


「そこでは皆みなが助け合って、ゆっくり生きてるんだからな」


　老人はそう言って、笑った。


　その二週間後──。


　葉はペンシルヴァニア大学の研究室を燃やし、アメリカ合衆国から逃亡した。








　歴史公園での出来事を、はっきりと思い出すことができた。


　隣となりに住むゴーヤー爺じいにも、これで申し訳が立つというものだ。


『沖縄──そう、沖縄なのだ。皮肉なことに』


「──え？」


　自分の過去の声に、思わず訊き返した。


「皮肉だと……？」


『実に……ちょうど良い』


　ちょうど良い？


　それは、どういう意味だろうか？


　葉の頭が、またズキリと痛んだ。


『明日にはアメリカを発たつ。その前に、ぼくは自分の〝遺産〟を処分しようと思う。慣れ親しんだこの部屋だが、もう存在しない天才の痕こん跡せきを残す意味もない……』


　それがその日の最後の音声だった。


「皮肉……？　ちょうど良い……？　一体、何のことだ？」


　頭痛に顔を歪ゆがめながら、呻うめく。


　かつての葉は、第二の人生を送る場所として沖縄を選んだのではなかったのか？


　ほとんどの記き憶おくを取り戻もどしたと思っていた。だがまだ自分の中には、隠かくされた記憶が残っているようだ。


『８月８日。準備は万ばん端たんだ。これから合衆国を離はなれる』


　動どう揺ようする葉をよそに、レコーダーは勝手に翌々日の音声を再生する。


『ところで、また国内でテロ事件が起きた。今回もまたぼくが提唱した破壊者デモリツシヤーのアルゴリズムにあてはまる事件だ。破壊者が生まれてしまったのだろうか？』


　周囲に人がいるのか、声が幾いく分ぶん小さい。


『いや、あり得ない……〝破壊者〟は天才でなければならない。だが、ぼく以外に天才はいないはずだ……だから、いない……いや、ぼくの論文が、邪じや悪あくな何者かに盗ぬすまれたとしたら……？　だがあれを盗んだところで真に理解出来る人間がいるだろうか？　うぅ……そんな人物が現れたとしたら、止められるのはぼくしか……い、いや、ぼくはもう……』


　声が震ふるえ出した。錯さく乱らんしているようだ。


『もし何者かがぼくの論文通りに計画を進めているとしたら……それはぼくの責任だ……でも、ぼくはもう何もできないんだ……うぅ……仕方ないんだ……許してくれ……』


　許してくれ──。


　一体、誰だれに許しを請こうているのだろう？　プライドの高い葉が、恥はじも外聞も捨てて許しを求める相手とは、一体……？


　葉は顔を歪めた。


「うぅ……」


　自分の口からも、過去の自分と全く同じ呻き声が漏もれた。


『８月10日。飛行機の機内で眠ねむりにつく。目が覚めた時には沖縄に到とう着ちやくしているだろう』


　音声ファイルが切り替かわった。


『計画は着実に進んでいる。数日後にはアレを手に入れるだろう。ドイツにある〝ヘル〟を』


　かつての自分の声が、疲つかれ果てているのが分かった。


『〝破壊者〟は、もう一人のぼくだ。ぼくの論文のせいだとしても、そいつは確かにぼくと同じレベルに到とう達たつしつつある……』


「……ううぅ……」


　葉は頭を押さえる。ふらつく足が、無意識に窓に向かった。


『もう一人の自分から逃げる……もう一人の自分を止められない……ああ……』


　窓から裸足はだしで外に出る。


　激しい暴風雨の中でも、レコーダーの音声を聞き取ることができた。


『限界だ……このままでは、ぼくは本当に狂くるってしまう……ダメだ、狂うなんて許されない……もう自分の記憶を……頭脳を再整理して、処理能力を劣れつ化かさせた上で再起動するしかない……』


　いや、耳で聴きいているのではない。


　知っているのだ。


　自分が何を言い、何を考えていたのかを。


『自分の頭の中身を組み替えるなんて、天才だった頃ころなら簡単だったはずだ……でも今のぼくがそれをやったらどうなるか……うまくいけば、一いつ般ぱん人程度の知能は残せるかもしれない……でもそれは望むところだ。心の底から、望み続けてきたことだ』


「ううぅぅ……」


　雨風が吹ふきすさぶ庭を、ふらふらと歩く葉。


『ようやく本当になりたかった存在になれるのだ──普ふ通つうの人間に』


「うぅぅうう……！」


『だが失敗すれば、今度こそ本当に壊こわれるだろう……』


「うああぁあ……」


『そしてどんな存在になろうとも、もし〝破壊者〟が実在すれば──』


　葉の自宅の前に、数台の軍用車が停車した。金きん髪ぱつ美女と軍人が現れる。


　ノーラだ。


「ドク！」


　駆かけ寄る助手を無視して、葉は自分が乗ってきたハンヴィーに向かった。


「一体、どうしたのですか！　貴方あなたともあろう方が逃げ出すなんて！」


　ノーラは悲痛な表情だ。今にも泣き出しそうな彼女の顔を、葉ははじめて見た。


「かつての貴方は、どこにいったのですか！」


　そのかつての葉は、レコーダーを通して現在の葉に語りかける。


『もし〝破壊者〟がいるとしたら──全すべてから逃げ出したぼくを断罪するだろう』


　すがりつくノーラを振ふり切り、葉はハンヴィーに乗り込んだ。


「ううぅぅう……！」


　顔を歪めながらもエンジンをかける。


　すかさずノーラが助手席に乗り込んだ。今度は置いてけぼりにあわないとばかりに。


「ドク！」


『いいのだ……それは当然である。英雄の義務を果たせなくなった以上、その結末は一つしかない……それで許されるなどとは決して思わないが……』


「うああぁあ……！」


　葉はアクセルを踏ふみ、ハンヴィーを走らせた。


　目的地は、分かっている。


　その場所は、すでに過去の自分が予想していた。


『ただ、最後のワガママとして、一時でも普通の人間として生きてみたい──』


　かつての葉が、微び笑しようを含ふくんだ声で言った。


『そう、たとえ一時でも……』


　葉を逃がすまいと、軍用車たちも後に続いた。


　あっという間に住宅地を抜け、片道一車線の国道に出る。台風のせいか、それとも混む時間帯ではないのか、葉たちの他ほかに道路を走る自動車は少ない。


「なんて──中ちゆう途と半はん端ぱなんだ──」


　葉は押し殺した声で言った。


　全て、思い出した。


　本当に、今度こそ、何もかもを思い出した。馬ば鹿か馬ば鹿かしすぎて、悔くやし涙なみだが滲にじんだ。


　かつての葉はささやかなワガママを願ったのだ。


　だが、そのワガママは叶かなわなかった──。


「普通に生きることも、完全に壊れることもできなかった……」


「ドク？　何を言っているのですか？　どこへ向かっているんです！」


「あの空港に降り立った時、ぼくは生まれ変わったんだ……頭の中身をリセットして、普通の人間──なりたかった人格を得ようとした……でも今、実際にここにいるぼくは──ただの〝壊れかけ〟だ……中途半端に天才の才能を残した、どっちつかずのガラクタなんだ……」


「ドク！」


　うるさい助手を乗せ、葉が向かったのは──。


　沖縄本島と小島をつなぐ橋のそばだった。


　地理は理解している。


　ここしかない、という場所をかつての葉はすでに計算済みだ。


「空港に降り立つ前のぼくは──〝破壊者〟の標的が分かっていた……」


　ハンヴィーは防ぼう波は堤ていのそばを走り、行き止まりで停車した。


　柵さくと防波堤の向こうには、岸にくっつく形で大きな岩山が浮うかんでいた。


　葉が車から降りると同時に、その岩山から黒い人ひと影かげが飛び出した。


　ダイヴィングスーツに身を包み、マシンガンを構えた人物たちである。


「〝破壊者〟が世界同時多発テロのスイッチを押すのは──」


　葉めがけて、スーツの男たちが銃じゆうを乱射した。


「ここ、沖縄だ」








　　　５＊４




　世界同時多発テロの発ほつ端たんとなるのは、この沖縄だ。


　もし〝破壊者〟が実在するならば、間ま違ちがいない。


　葉が〝破壊者〟であっても、そうする。


「ドク！」


　ノーラがドクに飛びつき、ハンヴィーの裏に隠れる。


　幸運にもマシンガンの銃じゆう弾だんは二人をかすめただけで済んだ。葉の肩かたが血しぶきを上げ、ノーラの金髪の切れ端はしが空を舞まう。


　葉を追ってきた兵士たちが拳けん銃じゆうを取り出し、謎なぞの襲しゆう撃げき者に応戦した。軍用車を盾たてにして発はつ砲ぽうするが、一人の兵士が肩を撃うたれて後方に吹っ飛ぶ。


「ドクター！　女史！　ヤツらは何者だ！」


　いかついアフリカ系の軍人が、ハンヴィーに駆け寄った。予備の拳銃をノーラに渡わたす。


　拳銃の弾だん倉そうを外して弾たまを確かく認にんし、安全装置を外しながらノーラが叫さけぶ。


「不明です！　ドク！　説明を！」


　激しい雨と風、そして銃音のせいで、至近距きよ離りでも大声を出さないと聞こえない。


　時刻は夕刻だ。完全に日が落ちるまで、あと数十分もない。


「ぼくは知っていたんだ……破壊者の狙ねらいが……それなのに……ああ……なんて恥はじ知しらずなんだ……」


　自らの身体からだを抱だきしめてブルブルと震える葉。


　そんな葉を見て、ノーラが唇くちびるを嚙かんだ。アフリカ系の軍人に向き直る。


「あなたは？」


「ブレン・バーモン！　階級は軍ぐん曹そう！　この隊を指揮している！」


「隊の構成と武装は？」


「十人構成の分隊スクワツドだ！　武装は最小限しかない！」


　銃じゆう撃げき戦せんのさなか、兵士の一人がこちらへ小さな何かを投げてよこした。


　軍曹がそれをキャッチし、自分の片耳に装着する。ノーラも二つ受け取って耳につけ、もう一つを葉に装着させる。


　小型の無線通信機だ。骨伝導で装着者の声を伝えることもできる。


　ノーラが耳に手を当てた。


「敵の状じよう況きようは分かりますか？」


　通信機を通じて、隊員たちの報告が伝わった。


『岩場に隠かくれたのが三人！　波なみ打うち際ぎわに三人！　全員、潜せん水すい服のようなものを着て、マシンガンと拳銃で武装しています！　顔は中東系！』


『そばに乗り捨てられた小型の潜せん水すい艇ていが見えます！　二十機以上ある！』


『味方が一名ダウン！』


　人数で勝っているとはいえ、火力に差があった。長くは持ちこたえられないだろう。


「応おう援えんを要よう請せいする！　──それとも退くか？」


　軍曹から視線を向けられ、金髪美女が一いつ瞬しゆん、黙だまった。だがすぐに言い放つ。


「持ちこたえてください。ドクさえ落ち着けば、この程度の敵など一瞬で制圧できます」


「なんだって？」


　軍曹が疑わしげに葉を見た。


「ドク！　状況説明を！　なぜここに来たんです！　連中は何者ですか？」


　震ふるえる葉に、ノーラが摑つかみかかった。


「ううっぅうぅ……ぼくは……ぼくは……」


「ドク！」


　激しく揺ゆさぶられ、葉は頭を抱かかえた。


「今……ここだ──」


「えっ？　何がですか？」


「〝破壊者デモリツシヤー〟が、世界同時多発テロのスイッチを押す場所とタイミングだ！　場所はここ沖縄！　タイミングは今すぐだっ！」


　たまらず、葉は叫んだ。


「〝破壊者〟は、この島にいる米軍を〝ヘル〟で壊かい滅めつさせる気なんだっ！」


　ノーラと軍曹が凍こおりついた。


　たった数グラムで数十万人を死に至らしめる殺傷力を持つ炭たん疽そ菌きん。


　偶ぐう然ぜんの産物とはいえ、それが変異し、さらに致ち死し性が高まった新種が誕生した。


　北欧神話における、災難や不幸を起こす死の女め神がみ〝ヘル〟。その名を冠かんした新種は、本来の炭疽菌よりもさらに数倍の威い力りよくを持つ。


「軍を壊滅させる……？　〝ヘル〟とは一体……彼は何を言っているんだ？」


　戸と惑まどう軍曹。彼らのような末まつ端たんの兵士には一連の情報は伝わっていないようだ。


　ノーラがかすれた声で言う。


「〝ヘル〟とは炭疽菌──生物兵器です。それをこの地でばらまくことで、世界同時多発テロの発端にしようと目もく論ろむ敵がいます」


「──」


　絶句する軍曹。


　ノーラが動どう揺ようを押し殺し、葉に尋たずねる。


「ドク……なぜ、沖縄が狙われていると？」


「破は滅めつへの合図、スタートのピストルを撃つのに、これほど適した場所はない……ここはアジアや中東方面に対するアメリカ軍の一大拠きよ点てんだ。ここが壊滅すれば、他国にある米軍基地もテロを警けい戒かいして身動きを封ふうじられ、実質的にアメリカ合衆国という抑よく止し力りよくは無力化される……」


　頭を抱えながら、葉はぶつぶつと呟つぶやく。


「そうなれば各地に潜せん伏ぷくするテロリストは活性化するだろう。〝破壊者〟はすでに彼らへの〝ヘル〟の分配も進めているはずだ。この島を皮切りに、各国で生物兵器によるテロが多発していけば……国はそれ以上の軍事力でそれらを鎮ちん圧あつせざるを得なくなる」


　これは妄もう想そうではない。


　現代には、そんな終しゆう焉えんを実現できるだけの恐おそろしい兵器が数多く存在するのだ。


「そうやって大量破壊兵器の応おう酬しゆうに歯止めが利きかなくなっていった時──世界が終わる」


　スタートの合図が響ひびき渡ったら、もう後あと戻もどりはできない。


　人類文明の崩ほう壊かいは、今日、この場所から始まるのだ。


「──大たい佐さに連れん絡らくを」


　ノーラが強こわばった顔を軍曹に向けた。


「ここにいる敵の数と、潜水艇の数が合いません。すでに実行部隊は上陸した後のようです。陸軍や海軍とも連れん携けいして、各基地や関連施し設せつに厳重警戒態勢を敷しいてください。テロリストが施設に侵しん入にゆうする恐れがあります。生物兵器に対応するための装備の手配も」


「了りよう解かい！」


「──侵入する必要なんてない」


　葉はひきつった笑えみを浮かべた。ノーラが振り返る。


「えっ？」


「〝ヘル〟は水に強いんだ……」


　葉は豪ごう雨うが降り注ぐ空を見上げた。


　暗くなりつつある空で渦うず巻まく雨あま粒つぶが、狂くるったように踊おどる死神に見えた。


「まさか──基地の外で〝ヘル〟を散布するつもりだとでも？」


　金きん髪ぱつの助手が目を見開いて抗こう議ぎする。


「この暴風雨の中で？　そんなことをすれば炭疽菌が空中に拡散してしまい、殺傷力を損そこなってしまうのでは──」


「〝破壊者〟ならできる──島内の正確な風向きと風速さえ分かれば、リアルタイムで変化する最良の散布ポイントを──基地内でばらまくよりも効率的に、基地全体を炭疽菌で覆おおい尽つくすポイントを計算できる──」


　驚きよう愕がくする、ノーラと軍曹。


「敵はこの台風を部隊の上陸のためだけではなく──〝ヘル〟散布に利用するつもりだというのですか……？」


「どこで散布されるか分からないのでは、どうやって対処すれば……！」


『味方が一名ダウン！　くっ……もう一人、ダウン！　軍曹！』


　無線機から、悲痛な声が響いた。


　軍曹が歯を食いしばった。劣れつ勢せいのところに絶望的なテロ計画を聞かされ、動揺を隠せずにいる。


「──最低限の戦力を基地に残し、それ以外の兵士を島中に展開するよう大佐に要請を」


　先に冷静さを取り戻もどしたのは、ノーラだった。


「加えて私のＰＣに軍の気象データにアクセスする権限をください。リアルタイムに島内の風向きや風速の計測値を見られるよう、日本の気象庁にも取り合ってもらいます」


「な、何をするつもりだ？」


「ここを脱だつ出しゆつし、ドクに〝ヘル〟の散布ポイントを計算していただきます」


　きっぱりとノーラが言い放った。


「無理だ──」


　葉はさらに身体を丸め、ガチガチと奥歯を鳴らす。


「ぼ、ぼくには無理なんだ……今のぼくはもう……」


「いいえ、やっていただきます！」


　ノーラが葉の肩を摑んだ。声を張り上げる。


「貴方あなたなら、できます！　いいえ、貴方にしかできないんです！　なぜなら貴方は世界で唯ゆい一いつの天才だからです！　世界を救う英えい雄ゆうだからです！」


「や、やめろぉっ！　違ちがう！　違うんだ！　ぼ、ぼくは……！」


　抵てい抗こうして暴れるも、ノーラの腕うでをふりほどくことはできなかった。


　まるで自らを縛しばる鋼鉄製の鎖くさりのように──。


　大勢の人々の手にリードを繫つながれた首輪のように──。


　葉を天才と呼ぶ女性の腕が、葉を拘こう束そくして放さない。


『もう残弾が少ない！　軍曹、撤てつ退たいの命令を……！』


「ドクター！　君が何者なのか知らないが、この状況を脱だつすることができるなら、それをしてほしい！　このままでは君自身も死んでしまうんだぞ！」


「くだらないことを言わないでください！　役立たずで愚ぐ図ずの豚ぶたが！」


　ノーラが鬼おにの形相で軍曹を睨にらんだ。


「ドクの命なんて、問題じゃありません！」


　軍曹はおろか、葉までもあんぐりと大口を開けた。


「世界を──人類を救うという、英雄の使命を果たさずにどうするというのです！」


　金髪美女の青い瞳ひとみが、葉を凝ぎよう視しした。


「今までずっとそうしてきたでしょう！　何度も人々を救ってきたでしょう！　なぜですか？　それが世界でたった一人しかいない天才の仕事だからです！　それをするしか貴方には能がないからです！　そうすることでかろうじて、こっそりと、嫌きらわれながらも人の輪に混ぜてもらってきたんでしょう！　仲間外れにされずに、なんとか人間のフリを続けてこられた！　人間じゃないくせに！　この世で一人っきりしかいない天才のくせに！」


「──」


　助手の罵ば倒とうが、ヒビ割れた葉の脳ミソの亀き裂れつを深めていく。


　封ふう印いんしたはずの記き憶おく。


　両親に恐れられ、遠ざけられ、時に傷つけられ、捨てられた幼少期。


　社会や学校という枠わく組ぐみの中で孤こ立りつし、あらゆる攻こう撃げきを受けた学生時代。


　葉に味方は──いや、理解者すら一人もいなかった。


　天才と人類。


　そんなふうに分類されてしまった両者は、まるで天敵のように互たがいを拒きよ絶ぜつした。


　ようやく友好関係を結ぶことができたのは、葉が成長してからだ。ドクター、と呼ばれるようになり、忠実な人類の下僕として彼らに貢こう献けんするようになってからである。


「天才でなきゃ、貴方なんかはただのゴミクズなんです」


　ノーラが葉の身体からだを揺さぶった。壊こわれたテレビを揺さぶるように。


「英雄なら、人類の役に立てっ！　さもなきゃ燃やして捨てるぞ！」


　生まれた、その瞬しゆん間かんから──。


　互いに寄り添そって生きる人類という種を、遠巻きに眺ながめてきた。


　そんな葉にとって、彼らに用なしの烙らく印いんを押されるのは──。


　もう天才ではないことがバレてしまうのは──。


　火あぶりの刑けいに処されるよりも、恐ろしい罰ばつだった。


「──」


　思い出した。


　引っ越し先に、荷物といっしょに空の段ボールなどを送った理由。


　本来なら、そこには家族や友人などの写真を入れるべきだったのに──それが、一つもなかったのだ。誰とも理解し合うことなく、家族とも決別した葉には、アメリカから持ち出す必要がある思い出など皆かい無むだった。


　だからこそ新天地では、そこに入れるべきものが欲しかった。


　たった写真一枚でもいい。


　天才ではなくなり、普通の人々に混じって、笑顔を浮かべる自分の姿を──。


「ううぅっ──」


　葉は目を見開き、ハンヴィーの陰かげで縮こまる。


　数日前の自分自身は、どうしようもない馬ば鹿かだ。


　天才に戻れなくなったなら、いっそのこと完全に壊れてしまうべきだった。普ふ通つうの人間になれるかもしれないなどという淡あわい期待を持ち、記憶や人格をリセットするという愚ぐ行こうに出たのだ。


　その結果が、これだ。


　中ちゆう途と半はん端ぱな才能だけを残し、しかもこの島に来た目的を〝論文を完成させるため〟などと曲解した形で思い込んだ。


　この島に来た目的──。


　そう、葉が失っていた記憶の断だん片ぺんは、どれもがその目的に関かかわることだった。


　葉が沖縄にやって来たのは、〝ある願い〟のためだったのだ。


　それなのに、普通の人間になりたいなどと、余計なワガママを追加しようとしたために──全すべてが台無しになった。


「ドクが事前にこの島にやって来たのは、破壊者から人々を救うためなんでしょう！」


　ノーラが叫さけんだ。


　違う。


　葉の真の願いは、そうじゃなかった。


　しかし──天才の才能が一ひと欠片かけらでも残ってしまっている以上、葉には選せん択たくの余地など残されていないのだろう。


「──ま、まだこの場にいる敵を制圧できずに、い、いるのか」


　ポツリ、と葉は呟いた。


　ノーラが指先で眼鏡を直した。開いたドアから助手席に置いたＰＣに手を伸のばす。


「一人も倒たおせずにいます！　ドク、ご指示を！　軍ぐん曹そう、ドクの指示があるまで部下に弾たまを温存させてください！　私は軍と気象庁からのデータを調整します！」


「了解！」


「うぅううぅぅ──」


　体育座りでしっかりと両足を抱だきかかえ、葉は親指の爪つめを嚙かみしめる。


　全身が震ふるえ、目め尻じりに涙なみだが滲にじんだ。


　考えたそばから、思考が漏もれ、拡散してしまうのを感じた。


　割れたバケツに必死に水を注ぎ続けるようなものだ。子供の遊びに等しい簡単な計算なのに、必要な数式がうまくまとまらない。


「──て、敵は中東で訓練を受けたようだ。〝破壊者デモリツシヤー〟が米軍に恨うらみを持つイスラム系をそそのかしたのだろう……六人とも男で、年代は二十代前半から四十代後半。十時の方向にいる男から時計回りの順にＡからＦに指定。Ｂが特に慎しん重ちようで、Ｄがよく弾切れを起こす……おそらくリーダーはＦだ……」


　銃じゆう声せいが聞こえる方角とパターンから、敵の正体を分ぶん析せきする。


　軍曹が息を呑のむのが分かった。


「銃声だけで、そんなことまで分かるのか……？」


「うぅううぅ……」


　スーパーコンピュータが壊れたので算そろ盤ばんを使っている気分だ。かつては考えるまでもなくできたシミュレーションが、気を抜ぬくとぼやけて霧む散さんしそうになる。


「ＡとＢとＤが弾切れを起こすぞ……Ｆが身を隠かくすタイミングも近い。Ｃはこちらが撃うてば身を隠すから、標的は二時の方向にいるＥだ……準備しろ……３、２、１──」


「撃てフアイア！」


　軍曹の号令で、味方の隊がいっせいに二時の方角に発はつ砲ぽうした。


　岩いわ陰かげから飛び出した敵の一人が、全身に銃じゆう弾だんを浴びて倒れた。


『ダウン！』


「やめシーズ・フアイア！」


　軍曹らが車の陰かげに隠れる。同時に敵が反はん撃げきに転じた。


　激しい銃声を、葉は再分析する。


「Ａが撃ちながら移動している……ＢとＤが援えん護ご射しや撃げき……九時の方角に回り込んだＡが飛び出すぞ……３、２、１──」


「撃て！」


　味方の銃じゆう撃げきで、横手に移動した敵が蜂はちの巣すになった。


『ダウン！』


「死角ができた……二人を十時方向に移動させろ……」


「ヨーク！　キム！　援えん護ごする！　行け！」


『了りよう解かい』


「Ｆがその二人を狙ねらって飛び出すぞ……３、２、１──」


「撃て！」


『ダウン！』


「Ｂがあと三発で弾切れだ……先ほどの二人をそのまま前進させろ……弾切れを起こしたら飛び込め」


『ダウン！』


「Ｄの銃撃パターンが乱れている……もうすぐ逃にげ出すぞ……３、２、１──」


「撃て！」


『ダウン！』


「Ｃが緊きん張ちようしている……闇やみ雲くもに飛び出すだろう……３、２、１──」


　銃声が鳴り響ひびいた。


『ダウン！』


　最後の敵が倒れ、兵士がいっせいに岩場の陰に回り込む。


『クリア！』


『クリア！』


『制圧完かん了りよう！』


『生物兵器らしき物体は確かく認にんできません！』


　兵士たちの報告を受け、軍曹が葉を凝視した。


「本当に一分足らずで、あれだけの敵を……君は一体……？」


「天才です。──軍曹、大たい佐さは何と？」


　ノーラが立ち上がり、葉の襟えりを摑つかんだ。ハンヴィーの後部座席に葉を放り込む。


「嘉手納基地内にドクターを護送し、保護するようにと。また生物兵器の散布ポイントの割り出しに全力を注いで欲しいとのことだ」


「分かりました。急ぎましょう、ドク」


「──い、いやだ……」


　後部座席のシートの上で、葉は身体を丸める。


「ぼ、ぼくには無理だ……無理なんだ……」


　今の戦せん闘とうで、はっきりと分かってしまった。


　絶頂期に比べて、今の自分は十分の一の計算能力もない。こんなガラクタに成り下がった脳で、〝破壊者〟の計画を阻そ止しできるはずがなかった。


「軍曹、基地に向かいましょう」


「ヨーク！　運転しろ！　他ほかは援護だ！　ドクターを護送する！」


　運転席に白人の兵士、助手席に軍曹、ノーラは葉とともに後部座席に座った。


　エンジン音をかき鳴らし、車列を組んで走り出す。


　前方に二台、後方に一台の軍用車が配置し、ハンヴィーを護まもる形だ。


「さあ、ドク！　島全体の風速と風向きのリアルタイム情報です！　〝ヘル〟の散布ポイントはどこですか！」


　ノーラがノートＰＣを葉の鼻先に突つきつけた。


　液えき晶しよう画面には沖縄本島のマップと、無数の矢印が映し出されている。


「だ、だめだ……ぼくには何も分か──」


　呻うめく葉の顔面が、液晶画面に激げき突とつした。ノーラが彼の顔をＰＣに叩たたきつけたのだ。


　葉の鼻から、血が噴ふき出す。


「──貴方あなたに分からないことなど、一つもありません」


　目だけを動かして金きん髪ぱつ美女を見ると、すぐ間近に悪あく魔まのような青い瞳があった。


「なぜなら、貴方は天才だからです」


「──」


「〝破壊者〟などという腐くされテロリストごときに、遅おくれを取るわけがないんです」


　それはノーラ・ダーリンという単なる助手だけの言葉ではない。


　天才、沙藤葉のファン。


　ひいては全人類の代弁ともいえる。


　一度は逃げきったはずのプレッシャーが──。


　再び、葉を追い詰つめる。


「うぅううっ……」


　涙を滲ませ、葉は画面を凝ぎよう視しする。


　見開いた葉の瞳ひとみの中で、ぐにゃりと画面上の矢印が歪ゆがんだ。それらは記号と数字に形を変え、渦うず巻まきのように混じり合い、もっと高次元のイメージに変へん換かんされていく。


　葉の思考が、人類の知らない記号に満たされた世界へ誘いざなわれていく。


　かつて葉が自宅の庭のように出入りしていた、居い心地ごこちの良い世界。


　葉以外の人物は、誰だれもその世界を知らないと言う。


　何よりも純じゆん粋すいで美しいその世界は、葉の逃げ場所でもあった。


　たとえ現実世界で拒絶されようと、その世界だけは葉をいつでも歓かん迎げいしてくれる──。


「ヘ……〝ヘル〟散布に適する予測地点は、現時点で五つ──Ａアルフア、Ｂブラボー、Ｃチヤーリー、Ｄデルタ、Ｅエコーとする。お、おおまかな予想地点は、ここ、ここ、ここ、ここ、ここだ……すぐに付近にいる部隊を向かわせろ……」


　葉が画面に触ふれた部分が、赤い目印となって地図上に浮うかび上がった。


　頭が、重い──。


　かつての葉なら、瞬しゆん時じに解答を導き出すことができたはずだ。


　それなのに、今はできない。


　また頭の中で、何かがヒビ割れる音が聞こえた。


「こちらのＰＣと基地司令部の通信を同期させます！　現地に伝わっていますか？」


「ああ！　今、部隊がポイントに向かっている！」


「お、遅おそい……風向きが変わった……ポイントを修正する──」


　そう言ってから、葉はピクリと顔を上げた。


　海沿いから国道に入る交差点を見て、叫ぶ。


「待ち伏ぶせされている！　スピードを上げろ……！」


「──待ち伏せだ！　スピードを上げろ！」


　軍曹の命令を受け、車列がスピードを上げた。


　直後、横手の林道から大きなトレーラーが飛び出した。


「……ッッ！」


　激しい衝しよう突とつ音が、ハンヴィーの背後から響いた。


　最さい後こう尾びを走っていた軍用車がトレーラーと激突した。横転して電柱に叩きつけられる。


　葉たちのハンヴィーは直前に加速したのが幸いし、ギリギリのところで激突を回かい避ひすることができた。もし停車していても、道路を塞ふさがれて立ち往生していただろう。


　後輪を滑すべらせながら、前方の二台とともに国道に入る。


　すると豪ごう雨うの音に混じって、銃声が聞こえた。


　前を走る味方の軍用車に、火花が散るのが見えた。


『前方から二台の４ＷＤが接近！　発砲しつつ、併へい走そうしようとしています！』


「テロリストはさっきの海岸から上陸した連中だけではないのか……！」


「敵が米軍や海上保安の警けい戒かい区域を知っていると仮定した場合──上陸ポイントはあそこ以外にも少なくとも四ヶ所はある……そもそもこんなに簡単に島に上陸できたのも、海上の警けい戒かい網もうの詳しよう細さいを知っていたからだ……」


　軍曹が後部座席の葉を振ふり返った。


「〝破壊者〟とやらは──軍の関係者だということか？」


「そうかもしれないし、関係者から情報を入手しただけかもしれない──〝破壊者〟の正体は予想するだけ無む駄だだ……どんな人間とも接せつ触しよくし、マインドコントロールできるのが〝破壊者〟なんだ……本人は決して姿を見せない……」


「ドクは散布ポイントの特定を急いでください！　軍曹、司令部との連れん絡らくは私が受け持ちます！　貴方は部隊の指揮を！　ドクを失えばテロを阻はばむことは不可能になります！」


　世界の危機を防ぐことができるのは、葉ただ一人──。


　葉はそのプレッシャーと孤こ独どく感から、逃げ出したかったのに──。


「ポイントＢが定まりつつある……うぅうう……」


　以前は遊び場だった高次元の世界が、やけによそよそしく感じた。


　お前はここの住人ではなくなった──そう言われた気分だ。


「こ、ここだ……！」


　葉は顔を歪め、画面上の一点を指定した。


　独りぽっちは寂さびしいから、人どうしの輪に混ぜてもらうために働く。


　それだけの思いで、葉は失った羽を。


　忘れかけた泳ぎ方を。


　歯を食いしばり、取り戻もどそうともがき続ける。


「一部隊がポイントＢに到とう着ちやく！　標的を発見！　交戦します！」


　暴風雨、エンジン音、銃じゆう声せいをノーラの大声が引き裂さく。


「ポイントＣとＤが移動した……ここと……うぅ……」


　また、頭の中で何かがヒビ割れた。汗あせが噴き出し、画面を見つめる葉の顔が引きつる。


「ここ、だ……」


『新手が来ます！　こっちはもう弾たまが……！』


　敵を近づけまいと、二台の軍用車が必死に応戦する。


「くそったれ！　基地からの応おう援えんはまだか……！」


「部隊がポイントＣ、ポイントＤで標的と接触！　交戦を開始！　ポイントＢは──制圧完了！　散布装置を回収！　まだ〝ヘル〟は散布されていません！」


「ポイントＡとＥが移動した。移動先は──」


　ピシッ、と音がした。


　ハンヴィーのフロントガラスに弾だん丸がんが命中したのだ。弾が軍ぐん曹そうとノーラをかすめ、後方のガラスを貫かん通つうする。


　それが葉の頭脳が完全に崩ほう壊かいする、トドメの一いち撃げきとなった。


「ＡとＥのポイントは……ううぅぅ……」


　葉の中で組み立てられたアルゴリズムが、ガラガラと音を立てて崩壊していく。


　以前の葉なら、リアルタイムどころか、風向きを読んで未来の散布ポイントを導き出すことができた。


〝破壊者デモリツシヤー〟もそれができる。そのことはもう疑うべくもない。


　だが集中力の切れた葉は、もう何も考えることができなかった。


「どうしたのですか、ドク！　ポイントを指定してください！」


「わ、分からない──」


「え？」


「こんな簡単な計算が、ぼくにはもうできないんだ……」


　葉の降参宣言に、ノーラと軍曹が言葉を失った。


　頭が真っ白だ。


　もう天才でも凡ぼん人じんでもない。


　一足す一も分からない、ただの残りカスだ。


「そうはいきません──」


　ノーラが葉に摑みかかり、怒ど鳴なる。


「貴方は天才で、英えい雄ゆうなんです！　そうじゃなければいけないんです！　今、世界が危機に陥おちいっているのも、貴方のせいなんでしょう！　貴方があんな論文を書いたから！　貴方なんかとは無関係の人類が殺されようとしているんです！　責任をとれ！」


「分かってる……ぼくのせいだ……全部、ぼくのせいだ……」


　がくがくと揺ゆさぶられながら、葉は焦しよう点てんの定まらない瞳でノーラを見つめ返す。


「人類が滅ほろびそうなのも……〝破壊者〟が生まれたのも……そして世界を救えないのも、みんなぼくのせいなんだ……」


　目一いつ杯ぱい顔を歪め、涙なみだをこぼす葉。


「でも、今のぼくには、どうしようもないんだ──」


「……！」


　絶句するノーラ。


『弾が切れた……くそぉっ！』


　無線機から兵士の声が伝わった。


　軍用車の一台がスピードを上げた。敵の４ＷＤに体当たりをかける。


　鉄と鉄がぶつかり合う大音おん響きよう。


　一台の４ＷＤを道連れにして、軍用車が横転した。


　アスファルトの上をバウンドし、二台の車が葉たちのそばを転がって後方へ消える。


　残ったのは敵の４ＷＤが二台。こちらはハンヴィーと護衛の軍用車が一台だけだ。


「畜ちく生しようっ！」


　敵を道連れにして消えた部下を見て、軍曹が窓から身を乗り出した。前方を走る敵に向かって発はつ砲ぽうする。


「何とかしてくれ、ドクター！　このままでは私たちや軍だけじゃない……この島にいる日本人たちも巻き添ぞえを喰くうことになるんだろうっ？」


「──」


　この島に住む人々。


　その言葉に、葉はビクリと身み震ぶるいした。


　そうだ。


〝ヘル〟が散布されれば、米軍は壊かい滅めつする。


　しかし被ひ害がいがそれだけに収まるはずがないことは、分かりきっていたはずなのに──。


　気づかなかったわけではない。無意識に、その事実を頭から忘れ去っていたのだ。


「ぼくの──せいなのか──」


　真っ白に染まったはずの頭に、島民の顔が浮かんだ。


　濱門陸をはじめとする、葉の新居の隣りん人じんたち。


　葉を溺でき死しさせようとした老ろう婆ばやゴーヤー爺じい、照て瑠るや佳か織おり、夏なつ生きや春はる正まさの顔が浮かんでは消えていく。


　あんな連中がどうなろうと、葉には関係ない。


　そう思っていたはずなのに、彼らの死体を思い浮かべただけで、なぜか──。


　言いしれない恐きよう怖ふで、ぞっとした。


「あいつらが死ぬのも──ぼくのせいなのか──」


「あいつら……？」


　ノーラが眉まゆをひそめた。ハッとして葉の身体からだを揺さぶる。


「まさか警察署にいた原住民どものことですか？　あんなクズどものことなんかよりも、人類全体のことを考えてください！　それが天才の使命でしょう！」


「あいつらは関係ない──でも、死ぬ──ぼくのせいで──」


　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく葉を見て、ノーラが表情を凍こおり付かせた。


「──いやぁあああああああっっ！」


　この世の終わりのように絶ぜつ叫きようし、金きん髪ぱつ美女が葉の胸を何度も叩たたいた。


「どうしてしまったのですか、ドク！　正気に戻ってください！　特定の人間に同情するなんて、そんな無駄な感情──以前の貴方あなたは持ち合わせていなかったのに！　貴方以外は等しく人間なんです！　豚ぶたなんです！　貴方は人類全体を救う英雄でいいんです！　特定の人間だけを特別扱あつかいするなんて、そんな人間みたいなくだらない考えは持ってはいけないんです！」


「ぼくのせいで──」


「唯ゆい一いつの例外は私！　ノーラ・ダーリンだけでいいんです！　私こそ貴方の唯一の理解者なんです！　私がいなければ、誰だれとも同じ場所にはいられない……そうだったはずでしょう！　あんなクソどもに貴方が──天才が理解できるはずない！」


「理解なんかしていない──」


　葉は目を見開いたまま、ぼんやりと呟いた。


「でも、ここにいていいと言った……」


「──ッ！」


　ノーラが声にならない悲鳴を上げた。


　葉の新居。


　あのボロ小屋にやって来た濱門陸たちは、彼が天才であるなどとは思わなかった。


　だから何一つ期待もしないし、彼を追い詰つめもしない。


　──好いヤツばかりさ。


　国立歴史公園で出会った老人は、彼にそう言った。


　──ここは傷を癒やすには、いいところだ。


　隣人のゴーヤー爺は、そう言った。


　そして。


　──ここにはドクを苦しめる人間なんて、誰もいないさ。


　おせっかいの少女が、葉を抱だきしめながらそう言った。


　生まれてはじめてのことだったから、気づかなかった。


　だが、もしかしたら、あれこそが──。


　人の輪に加わる、ということではなかったのだろうか？


　でも、そんな彼らも、葉のせいで皆みな、死んでしまう──。


「……ッ！　あのクズども！　ゴミども！　私のドクに何を吹ふき込んだ！　世界でたった独りしかいない天才を汚けがしやがって！　おぼえていろ……！」


　罵ば倒とうしながら前のシートに何度も自分の頭をぶつけるノーラ。以前からヒステリックなところがあるが、これだけ錯さく乱らんしているのを見るのははじめてだ。


　額から血を流した助手が、勢いよく葉に向き直った。


「ドク、貴方は彼らとは違ちがうんです……！」


「い、いやだ、ぼくは──」


「貴方は孤独な天才で、世界を救う英雄です。そうでなければならない。なぜなら──」


　ノーラの青い双そう眸ぼうが、青く揺れる炎ほのおに見えた。


「天才でなければ、彼らを救えない」


「──」


　葉は硬こう直ちよくした。


　天才しか、彼らを救えない。


　英雄ならば、彼らを救える。


「彼らを救いたいなら、独りぽっちの天才に戻りましょう」


　天使のように美しい悪あく魔まが、葉の耳元で囁ささやいた。


「感情という余計なものは捨て去って……彼らとは決して相あい容いれない英雄に戻るんです」


　彼らを救うために、かつての自分に戻る？


　なぜ救う必要がある？


　それは彼らが葉にそばにいていいと言ったから。


　だが、かつての自分のような存在は、彼らとともにいられない。


　葉は一体、何のために──。


「ぼくは──」


　使い慣れない感情というプログラムが、バグを起こして──ショートした。


　代わりに、バラバラになった才能を拾い集める。


　欠片かけらを寄せ集め、接せつ着ちやく剤ざいで貼はり合わせ、ツギハギ状態で修復していく。


「……」


　ノーラの腕うでを払はらい、葉はＰＣの画面を無表情に凝ぎよう視しする。


　余計なものなど一いつ切さいない。答えしか存在しない高次元の世界が、再び葉を誘いざなった。


　意識は高次元の数式が飛び交かう異次元に。しかし五感は現実に。──異なる世界をまたいで思考を巡めぐらせる葉の双眸に、星のような光点の瞬またたきが生まれる。


　葉の輝かがやく瞳ひとみが、画面の一点を捉とらえた。


「──ポイントＡは、ここだ」


　葉の指が触ふれた場所に、光点が浮うかび上がる。


「至急、部隊を向かわせてください！」


　変へん貌ぼうした葉を見て、ノーラが嬉き々きとした声で無線機に呼びかけた。


「ポイントＥが移動しつつある──待て」


　ピクリと葉は顔を上げた。風の音に耳を傾かたむける。


「三時の方角から突とつ風ぷうが吹く。敵がバランスを崩くずすぞ。狙ねらい撃うて」


　言い終えると同時に、国道を強きよう烈れつな横風が襲おそった。


　車から身を乗り出していた敵がバランスを崩し、攻こう撃げきが止やんだ。


　あらかじめ強風に備えていた軍曹と味方の軍用車が、敵の４ＷＤに銃じゆう撃げきを浴びせた。銃じゆうを持った敵が被ひ弾だんして道路に投げ出され、あっという間に後方に消えていく。


「ポイントＣとＤを制圧完かん了りよう！　〝ヘル〟の散布装置を回収！　ポイントＡは依い然ぜんとして交戦中！　──ドク、最後のポイントの算出はまだですか？」


「騒さわぐな。まだ定まらない。ということは敵もまだそこに到とう達たつしていないはずだ」


　輝く瞳で画面を見つめながら、抑よく揚ようのない声で言う。さらに付け加える。


「……射線が空いたぞ、下手へたくそめ。右に移動しろ。被弾するぞ」


　ハンヴィーのハンドルを握にぎる兵士が、とっさに右の車線に車を寄せた。


　直後、それまでハンヴィーが走っていた空間を、銃じゆう弾だんの雨が襲った。


「ああ、ドク！」
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　自らの命の危機にすら眉一つ動かさない葉に、ノーラが状じよう況きようも忘れて抱だきついた。


「戻もどってきてくれたのですね、私のドク！　それでこそ貴方です！　世界でたった独りしかいない最高の英雄！　今の貴方なら、私、何をされてもいい……！」


　頰ほおずりをする助手に、葉は何も感じない。間近に迫せまった唇くちびるも、柔やわらかい身体も、情じよう欲よくという無む駄だな本能とは無む縁えんの葉にとっては何の意味もない。


「ポイントＥが発生した。──ここだ」


　邪じや魔まな助手を押しのけ、ついに最後の散布ポイントを割り出す。


　しかし──。


「部隊がポイントＥに到とう着ちやく！　──標的を確かく認にんできず！」


　信じられないという顔で、ノーラが声を張り上げた。


　計算を間ま違ちがえた──。


　ノーラや軍ぐん曹そうの顔が、驚おどろいて葉を振ふり向いた。


　だが葉が浮かべたのは、歓かん喜きの笑えみだった。


「なるほど、そういうことか！」


　目に浮かぶ星を輝かせ、ＰＣを凝視する。


　ポイントの指定が空から振ぶりに終わったことで、葉はあることを確信した。


「ポイントＥが本命だ。間違いなくその周辺に大部隊がいる。周囲の兵士を集結させろ」


「ドク？」


　視線で問いかけるノーラに対し、葉は顔を上げて笑う。


「破壊者デモリツシヤーがポイントＥの一度目の発生をわざと無視した。ぼくと対決するつもりだ」


「わざと……？」


「〝俺はもっと先の手を読めるぞ〟と言いたいんだろう。──ほら、ポイントＥが消え、移動を始めた。次の発生ポイントに移動しつつある」


　葉は見開いた目で液えき晶しよう画面を見つめる。


「ぼくたちを待ち伏ぶせしていたのもそうだ。〝破壊者〟はぼくを待っていたのか……」


「──ぐっ！」


　フロントガラスが割れる音。苦しげな呻うめき声。


　そして激しく左右に揺ゆれるハンヴィーの車内。


　敵の銃弾が運転手の肩かたに命中したのだ。飛び散る血しぶきと鉄臭くさい臭においが、窓から吹き込む風によって車内に充じゆう満まんする。


「ドクター！　敵の動きを教えてくれ！　装備も部下も限界だ！」


　助けを求める軍曹の声を、しかし葉は無視した。


「〝破壊者〟がぼくを気にしないはずがない」


　何しろ、葉が生みの親なのだ。


　そんな〝破壊者〟が、葉に語りかけないはずがなかった。


「Ｅが二度目の散布ポイントを発生させるぞ。──ここだ」


「……ポイントに部隊が到着！　しかし標的はいません！」


「そうか！　二手先どころか三手先を読めるんだな、お前は！」


　葉は嬉々として笑った。


　間違いない。


〝破壊者〟は、葉と同じ世界の住人だ。


「はじめまして、だな」


　きっかけは葉の考えた論文とはいえ──葉は今、ようやく出会えたのだ。


　肉親や友人などよりも、はるかに近しい存在に。


　はるかに愛いとしい存在に。


「お前はぼくの〝同類〟なんだな……」


　葉は生まれてはじめて、心の底から微笑ほほえんでいた。


　銃じゆう声せいがハンヴィーを襲った。


　味方の軍用車はハンヴィーを護まもるどころか、すでに戦える状態ではなかった。車体は銃弾による穴だらけで、身を乗り出して発はつ砲ぽうをする兵士は血まみれである。


　軍曹が応戦するが、銃弾をかすめたこめかみから血しぶきを上げる。


「ぐうっ……！」


「ドク！　このままでは、我々が持ちません！　戦せん闘とうの指示を！」


「邪魔をするな」


　葉はノーラや軍曹に見向きもしない。


「今、ぼくは生まれてはじめて〝会話〟をしているんだ──」


　同類と同レベルでとるコミュニケーションが、こんなにも楽しいとは。


　葉は興奮していた。


　それは決して無駄な感情などではない。


　生まれてはじめて抱いた、恋れん慕ぼに近しい感情だった。


「……ッッ！」


　葉以外の全員が、かすれた呻き声を上げた。フロントガラスが完全に砕くだけ、破は片へんが車内に飛び散った。突風と雨が吹き込む。


　すでに戦闘と呼べるものではなくなっていた。


　味方の軍用車が、ついにスリップした。運転手が撃たれたのだ。そのまま国道を外れ、民家の壁かべに激げき突とつする。


「も、もう耐たえきれません……！」


「停とまるな！　停まったら狙い撃ちにされるぞ……！」


「ドク！　指示を……！」


「次は──ここだ。最後の工作員は、間違いなくそこにいる」


　怒ど号ごうと悲鳴を無視し、葉は液晶画面に触れた。


　軍曹が雄お叫たけびを上げ、最後の銃弾を敵に向かって撃つ。


　運転手が敵の銃弾を避よけるために、必死に蛇だ行こう運転をする。


　そんな極限状態で、ノーラが耳の無線機に手を当て、叫さけんだ。


「ポイントに全部隊が到着！」


　葉はニヤリと笑んだ。


「──いません！　標的を確認できず！」


「……ッ！」


　絶望的な顔をする軍曹と運転手。


　何かが破は裂れつする音が響ひびいた。


　敵の銃弾を受けたタイヤがバーストしたのだ。


　ハンヴィーが激しく揺れ、ついに──。


「──ッッッ！」


　スピンを起こしてガードレールに乗り上げ、横転した。


　上下の感覚がなくなる振しん動どうと、全身を打つ衝しよう撃げき。


　何回転も転がり、ハンヴィーが街路樹に激突した。フロントガラス以外のガラスも全すべて割れ、滅め茶ちや苦く茶ちやに歪ゆがんだ車体の内部に呻うめき声が響く。


「ド──ク──無事──ですか──」


　側頭部から血を流したノーラが、葉に向かって震ふるえる手を伸のばした。


「……」


　葉は朦もう朧ろうとしながらも、ゆっくりとまぶたを開く。


　どうやら自分は車内で逆さまになった状態でいるようだ。全身に打だ撲ぼくを負い、後頭部と肩から出血しているのも分かる。


　運転手は血まみれで気絶していた。


　助手席で頭を押さえながら、軍曹が叫ぶ。


「まずい……！　ヤツらが来るぞ……逃にげろ、ドクター！」


　４ＷＤのライトが接近しつつあった。


　逃げろと言われても、身動きがとれる状態ではない。


　葉は息を吐はき、ポツリと呟つぶやく。


「もう、終わりか……」


　かつての感覚が、霧む散さんしていくのを感じた。


　ツギハギ状態で繫つなぎ止めた才能が、再び音を立てて崩れ去っていく。


「……ッ！」


　銃声が鳴り響いた。ノーラと軍曹が身を強こわばらせる。


　だが──。


「なっ──」


　驚きよう愕がくする軍曹の見つめる先で銃弾を受けたのは、敵の４ＷＤだった。


　街灯に照らされ、軍用車の群れが近づいてくるのが見えた。


「ようやく援えん護ご部隊のお出ましか……」


　安あん堵どの吐と息いきを漏もらし、脱だつ力りよくする軍曹。


「ドク」


　同時にノーラも安堵の表情を浮かべていた。


「先ほどドクが指定したポイントに、敵が現れたそうです。すでに臨戦態勢で待機していた全部隊で一気に制圧できました。散布装置も無事に回収済みです」


「──十二手、先だ。まあ、それくらいだろうと思っていた」


　星の瞬またたきを失った瞳ひとみを、静かに閉じる。


　天才、沙藤葉。


　その同類、〝破壊者〟──。


「もう、終わってしまった……」


　積年の思いが詰つまった友人との語らいの結末は──。


　刹せつ那なだけの帰き還かんを果たした天才の勝利に終わった。
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　世界同時多発テロの阻そ止しを果たし、葉たちは嘉手納基地に舞まい戻った。


　基地に向かう車内で応急処置を受けることができた。葉は頭の裂れつ傷しようを消毒され、体中に包帯を巻かれたが、命に関かかわる怪け我がではない。


　ノーラも怪我を負った。特に右みぎ脚あしのねんざが酷ひどく、自力で歩くのが困難なほどだ。


　護衛の兵士たちに至っては、無傷の者はいなかった。軍曹はかろうじて二本の足で立っているが、顔半分に包帯を巻いている。治ち療りようを受ける部下たちや安置された死体袋ぶくろを、神しん妙みような面おも持もちで見守っている姿が窺うかがえた。


「……」


　救護車の窓から、葉は外の様子をぼんやりと眺ながめていた。


　基地の様子は、慌あわただしいの一言である。出入り口を頻ひん繁ぱんに車両が出入りし、細さい菌きんから身を守るための防護服を着た人々を乗せたバンが基地から飛び出すところも見た。


　県内のいたるところに科学チームが派は遣けんされ、炭たん疽そ菌きんの検出が行われている。現在のところ、〝ヘル〟はどこからも検出されていないそうだ。


　同時多発テロの最初の一つは防がれた。


　スタートのピストルが鳴らなければ、世界各地にいるテロリストも沈ちん黙もくしたままだ。


　今のうちにＮＣＴＯが残りの〝ヘル〟の捜そう索さくに全力を注ぐことだろう。


　テロリストどうしの人材や兵器の流通を、なぜＮＣＴＯが把は握あくできなかったのか。その理由はすでに分かっている。


「ドクター！」


　救護車の後部ドアが開き、暴風が車内に吹ふき込んだ。


　空軍大たい佐さだ。傍かたわらには側近の兵士たちと包帯を巻いたノーラ、それに軍曹もいる。


「よくやってくれた！　大統領が直々に感謝の意を伝えたいとおっしゃっている」


　厳いかつい顔を綻ほころばせた大佐が、葉に軍用の衛星電話を手て渡わたした。


　葉はそれを受け取り、相手の言葉を待たずに言い放つ。


「ここにいる空軍大佐を逮たい捕ほしろ」


　その場にいる全員が、凍こおりついた。特に大佐本人は驚おどろいたようだ。


「なっ──」


「確かにぼくはこの島のショッピングモールを訪おとずれた。その時、視界にいた客の顔は覚えている。全ての客の顔をだ。──大佐はいなかった」


　淡たん々たんと続ける。


「だが大佐は、そこでぼくを発見したと偽ぎ証しようした。脅おどされているのか、それとも金目的かは知らんが、彼は〝破壊者デモリツシヤー〟の協力者だ。〝破壊者〟本人ではない。この程度で尻しつ尾ぽを出すようでは、〝破壊者〟の顔すら知らない使い捨てといったところだろう……」


　ノーラが抱かかえた傷だらけのノートＰＣを見て、言う。


「〝破壊者〟が〝ヘル〟の散布ポイントを算出できたのも、ぼくが見たものと同じ軍のデータを使っていたからだ。そのアクセス権を流したのも大佐だろうな。──彼だけじゃない。ＮＣＴＯの内部にも協力者がいる。ＮＣＴＯが一連のテロを把握できなかったのは、ＮＣＴＯの捜そう査さが筒つつ抜ぬけになっていたからだ」


　電話の相手も驚いていたが、短い言葉を葉に告げた。


　葉は電話を兵士の一人に渡わたす。


「大佐を拘こう束そくしろ。大統領命令だ」


「ッ……！」


　顔を強ばらせる大佐を、軍ぐん曹そうら兵士たちが拘束する。


　テロへの荷か担たんは重罪だ。愛国者法によって裁かれ、死し刑けいもあり得る。


「軍曹」


　大佐を連行しようとした軍曹が立ち止まり、振ふり向いた。


「お前たちはお前たちの仕事をしただけだ。感謝をするつもりはない」


「……」


「だが自らの仕事を成し遂とげた君と君の部下たちに──敬意を表する」


　そちらを見もせずに言う葉に対し、軍曹は何も言わなかった。


　ただ一度、敬礼をし、大佐を連れて去って行く。


　去って行く兵士たちを見送り、ノーラが言った。


「国防総省やＮＣＴＯとのブリーフィングの準備が整っています」


　つい数十分前の錯さく乱らんぶりはどこへやら、いつも通りの事務的な態度だ。


　だが一言、ぽつりと付け足す。


「軍の飼い犬に労ねぎらいの言葉など……凡ぼん人じんみたいな行動は二度としないでください」


「……」


　視界に映るのは、軍服を着た兵士たち。


　銃じゆうと血けつ痕こん。


　死体袋。


　以前と同じ、あるべき葉の日常に戻もどったかのようだ。


　葉は使命を果たした。


　英えい雄ゆうの義務として、世界を救った。


　だが──それも、これで最後だ。


　才能を取り戻しかけたのは、ほんの一いつ瞬しゆんの奇き跡せきにすぎない。


　葉は二度と、以前の立場に戻ることは出来ないだろう。


　だからこそ、葉は──。


「さらに風が強まってきたようですね。どこまで鬱うつ陶とうしい島なんでしょう」


　吹きすさぶ暴風雨に、ノーラは金きん髪ぱつを人差し指ですくい、耳にかける。


「──なんだと？」


　ピクリ、と葉は顔を上げた。


　救護車を降り、嘉手納基地を覆おおう風と雨を肌はだで感じる。


「ドク？」


「気象庁の予想では、台風はもう遠ざかっていい頃ころだ……ぼくの予想でも──」


　ノーラのＰＣをひったくり、電源を入れる。


　液えき晶しよう画面に島内の気象情報が映し出された。


　予想通り、島を覆う低気圧は遠ざかりつつあった。島全体に吹く風は弱まっている。


　だが、一部だけ。


　他ほかの場所からの風が吹き込み、急速に勢いを増しつつあるエリアがあった。


　震えがこみ上げた。息が荒あらくなり、冷や汗あせが噴ふき出す。


「ぶ、部隊を……す、すぐに──」


「なんです？　すみません、風がうるさくてよく聞こえ──」


　いや、部隊を準備させたのでは遅おそい。いちいち指示していては手て遅おくれになる。


　葉は弾はじかれたように走り出し、そばに停とめてあった軍用のジープに飛び乗った。


「ドク！　ど、どうしたんですか！」


　驚く助手を置き去りにし、ジープを急発進させる葉。


「もう終わり、だと？　──違ちがう」


　助手席に置いたＰＣの画面を見ながら、風雨に包まれる基地内を走る。


「そんなのは、壊こわれかけのガラクタの勝手な思い込みだ……！」


　島内で唯ゆい一いつ、風の勢いが増しつつある地域。


　それは──ここだった。


　嘉手納基地。


　この米軍駐ちゆう屯とん地ちの内部に他ならなかった。


「以前のぼくなら……ここまで予想できて当たり前だというのに……！」


　思い上がっていた。


　葉が一瞬とはいえ取り戻したのは所しよ詮せん、壊れた才能の寄せ集めだ。


　だが〝破壊者〟は違う。


　もう一人の天才である、〝破壊者〟ならば──。


「六つ目の新たな散布ポイントが発生しつつある……！」


　ハンドルを切り、居住地帯から滑かつ走そう路ろへ飛び出す。


「こっちか……？　いや、こっちだ──」


　暴風雨が降りしきる滑走路は、戦せん闘とう機はおろか各種車両や人員の姿形もなかった。この悪天候だ、戦闘機や車両は格納庫に収納されているはずである。


「ちくしょう……もう一度──もう一度だけ元の才能を──」


　滑走路を走りながら、ノートＰＣの画面を凝ぎよう視しする。


　以前なら数秒。先ほどの葉なら十数秒かかった計算に、何分費ついやしても答えが出ない。


　余計なことを考えず、集中しろ──。


　焦あせるほどに、葉の頭にある光景が浮うかんだ。


　毒に冒おかされて苦しみもがいて死んでいく、濱門陸たちの顔だ。


「うぅうっ……！　じ、邪じや魔まをするなっ！　ぼくが何とかするしかないんだっ……！」


　片手で、頭を搔かきむしる。


　思考がまるでまとまらない。


　天才の庭ともいうべき、あの世界が彼を誘いざなってくれない。


「二度と以前のぼくに戻れなくていい……壊れてもいい……死んだっていい！　だから、もう一度だけ……！」


　フロントガラスに映る風雨の向こうに、幻げん覚かくが見えた。


　静かに佇たたずむ、目つきの悪い人物。


　それは他の誰だれでもない、天才だった頃の沙藤葉だった。


　そいつは苦しむ葉を嘲あざ笑わらうだけで、決して手をさしのべようとはしなかった。


「ぼくが〝破壊者〟を止めないと──そのために、ぼくはこの島に来たのに……！」


　かつての沙藤葉の幻覚が、嘲あざけりの表情とともに口を動かした。


　──ウソをつくなよ。お前がこの島にやって来た本当の理由は……。


「……ッッ！」


　幻覚の沙藤葉が言い終える前に、ジープでそいつを轢ひき殺す。


　自分と同じ顔をした亡ぼう霊れいが、雨と風となって霧む散さんした。


「くそっ……！　くそっ……！　くそぉおおおおっ！」


　なぜ自分が今、涙なみだを流しているのか。


　それはもう、すでに分かっているからだ。


　もう、間に合わないことを。


　ノートＰＣの画面上に、新たな散布ポイントが生まれた。


　その場所は──。


　無様に絶ぜつ叫きようする葉がいる場所とは、まるで違う場所だった。


「うわあああぁああああっっ！」


　数百メートル離はなれた位置にある、戦闘機格納庫。


　たった今、そこで最悪の生物兵器〝ヘル〟が散布されたと──。


　葉は確信した。
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　葉が〝ヘル〟散布を確信した、数分後。


　白一色の建造物の前で、葉はジープを停車させた。


「……」


　虚うつろな表情でジープを降りる葉。


　巨きよ大だいな箱のような建物の周囲に、人ひと影かげはなかった。


　戦闘機の格納庫である。


　葉は正面のシャッターではなく、建物の横にある扉とびらに向かった。


　認にん証しようカードを差し込むべき機械には針がついたコードが差し込まれ、粘ねん土どで小型の機械が貼はりつけられたままになっていた。ハッキング装置である。


　ロックを無効化されたドアは、すんなり開いた。


　建物内に入ると、巨大な怪かい鳥ちようたちが葉を出で迎むかえた。


　最さい新しん鋭えいの戦闘機だ。ひとたび空を舞まえば強力な破壊力を奮うであろう彼らだが、今は薄うす暗ぐらい照明に照らされ、じっと息を潜ひそめている。


　格納庫の天てん井じようには整備用の天井クレーンがつり下げられ、それとは別に移動型のクレーン車もあった。壁かべ際ぎわには渡り通路が張り巡めぐらされ、整備員の詰つめ所も見える。


　そんな空間の中央に、〝破壊者〟はいた。


　重い足取りで接近する葉に気づき、そいつが振り向いた。


「ドクター！」


　嬉うれしそうに表情を輝かがやかせる様は、会議室で会った時と全く変わらない。


　だが服装は変わっていた。ひょろ長い体格にぴったりとフィットした樹じゆ脂し製のスーツを装着している。背中に小さなボンベを三つ背負い、そこから伸のびたチューブが襟えり元もとに装備した分厚い輪っかに繫つながっている。


　見たこともない装備だが、それが防護服であることは明らかだ。おそらく輪っかから伸びるビニルをヘルメットにすることで、防護服として完成するのだろう。鞄かばん一つで収まりそうな携けい帯たい性といい、興味深い装備ではある。


「ついに追いつかれてしまいましたね！　さすがドクター・サトウです！」


　そいつが心から嬉しそうに笑った。


「わざとらしい台詞せりふを吐はくな……」


　葉は力なく言う。


「ぼくを待っていたのか。とっくに〝ヘル〟を撒まくことができたはずなのに……」


　その言葉に、スーツの男がにっこりと微笑ほほえんだ。


　葉の論文を盗ぬすみ、世界同時多発テロを呼び水に人類の破は綻たんを目もく論ろんだ〝破壊者デモリツシヤー〟──。


　その正体こそ、葉の眼前にいる人物。


　テロ対策機関ＮＣＴＯの一員であり、現げん役えきのＣＩＡ職員でもある男。


　エルリルオという名の、葉の大ファンだった。


「どうです？　せっかくですし、これから屋上で〝ヘル〟をばらまく瞬しゆん間かんをご覧になりませんか？　見たら貴方あなたは死んでしまいますが、どうせ見なくても死にますし」


　そう言うエルリルオの右手には、バスケットボール大の機械があった。


　金属管かんを四つ角に並べ、その上下を剝むき出しの機器で塞ふさいだものだ。金属管の中心はガラス張りになっており、その中にガラス管が接続されている。


〝ヘル〟の散布装置である。


「そんなものを見せるために、ぼくを待っていたのか……？」


「貴方以外の誰に見せるというんです？」


　満面の笑えみで、エルリルオが両りよう腕うでを拡ひろげた。


「貴方は本当に素す晴ばらしい！　以前から貴方の大ファンでしたが、あの論文は桁けた外はずれでした！　いや、桁どころじゃない、人なんかの枠わくを超こえたものだ！　もっと高レベルの存在が、人という種を解かい析せきし、その仕組みをアルゴリズム化した神の書！　あれに書かれた通りにやれば人類を滅ほろぼせるし、防げば人類を救うことができる！」


　頰ほおを紅潮させ、興奮した様子で身み震ぶるいするエルリルオ。


　その様は愛読書や心しん酔すいした映画について語る、まさに〝ファン〟のそれだった。


「一文字読むごとに私の脳が！　私の細さい胞ぼうが！　活性化していくのを感じました！　あれほどの授業はない！　貴方の教えによって、私は貴方の世界に誘われたんです！　そうやって私は貴方の論文を完全に理解し、〝破壊者〟になることができた！」


　もう、言い訳の余地すらない。


　これ以上ないくらい、完かん璧ぺきなほどに──何もかもが葉の責任だった。


　葉の論文が人を天才に導き、世界を危機に陥おとしいれたのだ。


「ああ、貴方は私の師です！　先生です！　貴方のファンで良かった！　貴方のおかげで、私は天才になれた！　貴方の〝同類〟になることができた！」


　場ば違ちがいに興奮するエルリルオに、葉は静かに問いかける。


「そんなに嬉しいなら、なぜ世界を壊そうとする……なぜ〝破壊者〟になろうとする？」


　ピタリ、とエルリルオの哄こう笑しようが止やんだ。


　葉のファンを自じ称しようする男が浮かべたのは、怒いかりの表情だった。


「貴方ともあろう方が、分からないのですか？　貴方のファンであり、生徒であり、子たる私の考えごときを、理解できないと？」


「昨夜、寝ね違ちがえてな。ちょっと調子が悪い……」


　葉は無気力に言う。


　エルリルオが、納なつ得とく顔をした。


「寝ねる時の姿勢は大事ですよね。私はベッドと壁かべの隙すき間まで寝ますよ。拘こう束そく感がたまらなくてオススメです。あ、ドクターはうつぶせ派ですか？　それとも仰あお向むけ──」


「なぜ〝破壊者〟になろうとしたか、だ」


「──貴方が逃にげ出したからです」


　ピクリ、と葉は眉まゆを動かした。


　笑顔から一転、エルリルオが悲しげな顔をした。


「ホワイトハウスであの論文を公表した時、貴方は絶望したのでしょう？　あの場で本当の意味で論文を理解できた人間がいましたか？　単なるありふれたテロリズムの脅きよう威いとしてしか認識できず、あのアルゴリズムの美しさを理解できなかった！　だから貴方は呆あきれ、去った。──それなのに貴方を絶望させた馬ば鹿かな連中は貴方を侮ぶ辱じよくし、糾きゆう弾だんした」


　違ちがう。


　確かに孤こ独どくは感じていた。


　だがそれはあの時にかぎったことではないし、葉が逃げ出した理由は他ほかにある。


　しかもそれは、葉のファンからしたら考えたくもないような理由だろう。


「最初は〝破壊者〟のフリに留とどめるつもりでした。貴方の論文が正しいことを──貴方の論文の素晴らしさを、馬鹿な人類にも分かる形で見せつけてやるだけのつもりだった。それを颯さつ爽そうと舞い戻もどった貴方が阻そ止しする！　さすが天才、ドクター・サトウ！　人類を救うヒーロー！　貴方の警告した通りにピンチが訪おとずれ、貴方の力で世界は救われた！　まさに英えい雄ゆうにふさわしい最高のカムバックです！」


　エルリルオが演技がかった身み振ぶりで両腕を拡げた。


「でも、貴方は現れなかった。それほどに貴方は人類に絶望したのでしょう。──だから、ぼくは〝破壊者〟を最後まで演じることにしました。途と中ちゆうでやめてしまったら、それこそ貴方の名に傷がつく。そんなのは貴方のファンがすることじゃない」


　天才、沙藤葉のカムバック劇のステージを作ろうとした。


　しかし天才は戻らず、〝破壊者〟は本当に人類社会の敵となった。


　笑ってしまうくらい、どこまでいっても葉の責任である。


「以上が、貴方の一番の〝ファン〟である私の動機です」


　エルリルオが屈くつ託たくなく笑った。


「でも、どうやら私は貴方を超えてしまったようです。貴方を出し抜ぬいて今ここにいるのが、その証しよう拠こですね」


　言い、身を翻ひるがえそうとする。


「ありがとうございました、ドクター。貴方を尊敬します。それでは〝破壊者〟の役を終わらせてきますね。この島にいる人間を皆みな殺ごろしにして、明日から私が世界でたった一人の天才になることにします」


　売店にカフェオレを買いに行くような軽い口調で言い、エルリルオが背を向けた。壁際に設置された階段に向かって歩き出す。


「──がっかりだ……」


　ぽつり、と葉は呟つぶやいた。


　階段に向かおうとしたエルリルオが、振ふり返る。


「なんですって？」


「──ぼくがどんな思いで〝破壊者〟を思い描えがいたのか、知ってるか……？」


　うなだれ、地面に視線を落としたまま、悲しみに顔を歪ゆがめる葉。


「決して姿を見せず、どんな人間でも操あやつり、何の躊躇ためらいもなく世界を破は滅めつに誘いざなう、もう一人の天才……それが〝破壊者〟なんだ……」


「それは私を天才と認めてくれたという意味ですか？」


　嬉しそうな顔をするエルリルオ。


「ぼくは──〝友人〟を思い浮うかべたんだ」


　ゆっくりと顔を上げた葉の瞳ひとみから、涙がこぼれ落ちた。


「ぼくと同じ存在なら──〝破壊者〟になれるような天才なら、通じ合うことができると思った。こんなぼくとも、ともに在ることができると思った。正直言うと、ついさっきまで、そう思って──心のどこかで期待していたんだ」


　葉の涙の理由が理解できず、エルリルオが眉をひそめた。


「だが、とんだ期待はずれだった……」


「──なん、ですって？」


「もしぼくの同類であれば、とっくに〝ヘル〟の散布を終えているはずだ……ぼくを待つなどという、不純で無む駄だな動機は決して抱いだかない……あの程度の刺し客かくでぼくを殺せると思うはずもない……自画自賛のために自ら実行犯になるというリスクは冒おかさないし、ぼくとのくだらないお喋しやべりなんかにつきあうはずもなかった……レベルが低すぎる……」


　エルリルオが顔つきを変えた。


「私のレベルが──低いですって？」


　屈くつ辱じよくと怒りに顔を歪め、完全に葉に向き直る。


「こんな挑ちよう発はつで怒おこるような馬鹿でもない……」


　葉はエルリルオに向かって歩き出した。


「さっきまで、ぼくはその〝隣りん人じん〟の存在を感じていた。でも、あれは──」


　エルリルオが拳けん銃じゆうを抜いた。葉に向かって構える。


「あれは、ただの……かつてのぼく自身だったのか……」


〝破壊者〟との勝負で垣かい間ま見みた、楽しさと嬉しさ──。


　なんということはない。


　あれは〝破壊者〟の中にいた、自分自身のコピーを見たからだった。


「実際に存在したのは……ぼくの論文をなぞって真似まねただけの、こんなくだらない人間でしかなかった……ぼくは鏡の中に映る自分を、友人と勘かん違ちがいしたのか……」


　無防備に近づく葉の眉み間けんに、エルリルオが拳銃を向けた。しかし──。


「その手にはのりませんよ、ドクター」


〝破壊者〟がニヤリと笑い、照準を外す。


「貴方ともあろう人が丸まる腰ごしで接近するはずがない。どうせ私が発はつ砲ぽうしたら発動するような罠わなを仕し掛かけているんでしょう？　ひっかかりませんよ、私はその上をいってみせます」


「〝ヘル〟なんか、使わせない……誰だれも殺させるもんか……！」


　葉はエルリルオに飛びついた。拳銃を持つ腕うでにしがみつく。


　意表を突つかれ、エルリルオが葉とともに地面に転がる。


「おおっ？　そう来ましたか！　何かすごい武器を装備しているんですか？　どこに隠かくし持っているんです！」


「うぅうううっ……！」


　葉は必死に男から拳銃を奪うばい取ろうとする。


　だが葉の筋力などたかが知れていた。ひょろ長いエルリルオにすら敵かなわない。


「全部、ぼくのせいなんだ……！　だから、責任をとらないと……！」


　涙なみだでぐしゃぐしゃにした顔で、必死にエルリルオにしがみつく葉。


　駄だ々だっ子のようなその姿を見て、エルリルオが硬こう直ちよくした。


「──えっ？」


　もう片方の腕に持った散布装置で、葉の後頭部を殴なぐりつける。


「まさか……えっ？　ウソでしょう？」


「ぎゃっ……！」


　葉は意識を失いそうになるが、歯を食いしばって耐たえる。


　エルリルオが引きつった笑みを浮かべた。何度も散布装置で葉を殴りつける。


「もしかして──何もないのですか？　それが、そんな無様な姿が、貴方あなたの最後の手段なのですか？　世界にたった一人しかいない天才が！　そんなはずはないですよね！　さあ、天才の奥の手を見せてください！」


「ぐあっ……！　がっ……！」


　殴り続けるエルリルオ。だが為なす術すべもなくめった打ちにされるままの葉を見て、みるみるうちに顔を歪めていく。


「うわああぁああっ！　ウソだっ！　そんなのウソだっ！　こんなのは天才じゃない！　私が尊敬するドクターの姿じゃないっ！」


　パニックに陥おちいって葉を殴り続けるエルリルオ。


　一方、葉は血まみれになりながらも、決して男の腕を離はなさない。


「誰だ、お前は！　貴方なんかドクターじゃない！　英雄じゃない！」


　そんなことは、知っている。


　当の葉自身が、誰よりも良く知っていた。


　今ここにいる葉は、天才でもなければ普ふ通つうの人間でもない。


　天才だっただけの、ただのゴミだ。


　この世で最も惨みじめで、哀あわれで、誰にも必要とされない存在──。


　壊こわれ、狂きよう気きに蝕むしばまれたガラクタ。


　そんなものが居てもいい世界が、この世のどこにあるというのだろう？


　だから──ある目的のために、この島にやって来たのだ。


「その通りだ……ぼくはもう、天才じゃない……」


　朦もう朧ろうとする意識の中で、葉は呟く。


「天才なんて──もう一人もいない……〝破壊者デモリツシヤー〟の存在を感じていながら、それを阻止することができないと分かっていた……沖縄が狙ねらわれることを知っていて、それを誰かに警告しようともしなかった……」


　葉の喉のどの奥から、嗚お咽えつが漏もれた。


　自分は、最低だ。


　葉はとっくに、とてつもない罪を犯おかしていたのだ。


「この島で未然に犯行を防いでも、〝破壊者〟は別の場所を狙うだけだと分かっていたから……！　だから──ぼくは何もしなかった！」


　エルリルオの見開いた目が、葉を凝ぎよう視しした。


「貴方がこの島にいたのは、私と──〝破壊者〟と戦うためじゃない……？」


「ぼくは一度、この島を見捨てたんだ……！　もう天才じゃなくなったぼくじゃ〝破壊者〟を止めることができないと分かっていたから、だから、ぼくは──」


　葉がこの島にやって来た、真の理由。


　英雄として、決して許されない、その理由とは──。


「だから、ぼくは──〝破壊者〟に殺されるために、この島にやって来た──」


　天才ではなくなった自分は、もう人類を救うことができない。


　英雄の義務を果たすことができない。


　人類を滅ほろぼす敵と戦うことを最初から諦あきらめて、その償つぐないのつもりで、島民といっしょに死のうと思っていたのだ。


「ぼくは──死ぬために、この島にやって来たんだ」


　戦うことすらせずに。


　島に生きる──濱門陸たちのような罪のない人々を見殺しにして。


　責任とプレッシャーから、死ぬことで逃にげようとしたのだ。


「ぼくは、英雄なんかじゃない……ただの臆おく病びよう者で……卑ひ怯きよう者で──何の役にも立たない、ガラクタなんだ……」


　その上に、あろうことか──飛行機でこの島に降り立つ直前に、欲よく張ばった。


　たとえ一時とはいえ、死ぬ直前くらいは普通の人間として生きてみたいと──。


　人々を救う使命を忘れ、多くの罪なき人々を見捨てて、自分の責任から逃げ、ちゃっかり平へい凡ぼんに生きようとしたのだ。


　そんなクズみたいな存在が、今の沙藤葉。


　かつての英えい雄ゆうの成れの果てだった。


「ウ──」


　エルリルオが滅め茶ちや苦く茶ちやに暴れた。


「ウソだぁああああっ！」


　葉の横っ面つらを殴り飛ばし、彼をふりほどく。


　抵てい抗こうむなしく地面に投げ出される葉。


「バカな──私が──私たち〝真のファン〟が望んだのは、こんなガラクタなんかじゃない──」


　エルリルオが荒あらい息をつき、拳銃を葉に向けた。ドブでも見るかのような目つきで、引き金にかけた指に力を込める。


「私が……！　私たちが望んだのは……！」


　発砲音が格納庫に響ひびき渡わたった。


　だが、それは一発ではなく──。


「ッッ……！」


　無数の銃じゆう弾だんを浴びたのは、エルリルオだった。


　葉は身じろぎをして、腫はれた目で後方を見る。


　そこには銃じゆうを構えた兵士たちの姿があった。


　ノーラの姿もある。


「──」


　倒たおれゆくエルリルオの目が、葉と合った。


　その瞳に宿る感情は──侮ぶ蔑べつ。


　人間以下の存在に成り下がった葉を見下す目つきだった。


「そうだったな……悪いのは、ぼくのほうだ……」


　気絶する寸前、葉は笑った。


　葉自身もまた自らを嘲あざけりつつ──。


「がっかりさせて……すまなかった……」


　生まれてはじめての謝罪をした。








 　　　５＊７




　葉は担たん架かで運ばれる途と中ちゆうで、目を覚ました。


　片目の視界を塞ふさいでいるのは、包帯のようだ。周囲は軍用車と兵士の気配で埋うめ尽つくされ、眩まぶしいライトで照らされている。


　バンに運び込まれる葉に、松まつ葉ば杖づえを持ったノーラ・ダーリンが付き添そった。


「お目覚めになりましたか？　それではさっそくですが、次の依い頼らいを検討していただきます。現在、四つのオファーがありますが、まずはマイアミで頻ひん発ぱつしている猟りよう奇き殺人事件について。この事件に関してはＦＢＩから捜そう査さ協力要よう請せいが来ており──」


「……」


　わずかに顔を傾かたむけ、横を見る。


　一つの死体袋ぶくろが、兵士によって運ばれようとしているところだった。


　葉の視線に気づいたのだろう。ノーラが依頼の話を中断した。


「ご心配なく。盗ぬすまれた論文は必ず探し出してみせます」


　そんな心配など、これっぽっちもしていない。


〝破壊者〟の脅きよう威いはもう去った。


　葉は責任をとった。


　今の自分にあるのは──一度は逃げたという罪の意識だけだ。


　これから、どうやって生きていけばいいのだろう？


　こんな罪深い英雄の残りカスが生きていける土地など、この世にあるのだろうか？


「──しばらく仕事は控ひかえて、休養されますか？」


「えっ」


　思わずノーラの顔を見返す葉。常にスパルタな助手が、優やさしい言葉を吐はくなど前代未聞だ。それこそ人類滅めつ亡ぼうの兆きざしかもしれない。


「今のドクが以前のドクではないことくらい、私にも分かっています」


　そう言うノーラは複雑そうだ。


「きっとドクは疲つかれておられるんです。私が慰なぐさめてさしあげられれば良いのですが……」


「慰める……？　そ、それは──」


　どういう意味だ、と訊きく前に、自然と視線がノーラの胸むな元もとを見た。意識して大人っぽく見せているとはいえ、ノーラはまだ十代で、スタイルも良い。


　葉の視線に気づいたノーラが、軽けい蔑べつの眼まな差ざしを浮うかべた。葉の頭を鷲わしづかみにする。


「異性の肉体に欲よく情じようするようなクソ凡ぼん人じんの真似まねは結構ですと、普ふ段だんから申し上げておりますよね？　私ごときに見向きもしない天才なら、何をされても構わないですが」


「いだだだだだっ！　き、傷を抉えぐるなっ！」


「ともかくドクには一刻も早く、元のコンディションに戻もどっていただかないと。いつまた盗まれた他ほかの論文が悪用されないともかぎりませんから」


　ドクン。


　比ひ喩ゆではなく、葉の心臓が破は裂れつしかけた。


　たった今、助手の口から出た言葉が一いつ瞬しゆん、理解できなかった。


「他の……論文……？」


　かすれた声をもらす葉を見て、ノーラが首を傾かしげた。


「どうされました？」


「盗まれた論文は……〝破壊者〟だけじゃ……ない……？」


「ホワイトハウスに提出した論文が盗まれたと報告したはずですが？」


　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめるノーラ。


　その口から次に飛び出す言葉を、聞きたくなかった。


　今度は冗じよう談だんではなく、本当に人類滅亡の予兆を感じ取ったからだ。


「あの時、ドクは世界を滅ぼしうる〝災さい厄やく〟のうちの一つとして、〝破壊者〟について触ふれたのではありませんか」


　ようやく。


　この期ごに及およんで、葉はホワイトハウスでの出来事を完全に思い出した。


　スライドに映し出された破壊者という文字を指さす、かつての自分の姿。


　カメラをズームアウトするように、その光景が遠巻きになる。


　破壊者、という文字の他にも、○で囲っている文字があった。


　総じて、それらを〝災厄〟というくくりで論じている──。


「──そうか……」


　思わず漏らした呟つぶやきに、「はい」とノーラが頷うなずく。


「そうなのか……」


　救いようがない。


　なんて自分は、取り返しのつかないことをしたのだろう。


　そして世界も救いようがない。


　葉自身が言ったのだ。


　天才は、この世にはもう一人もいないと。


　残されたのは、かつての天才が残した危機だけ──。


「大だい丈じよう夫ぶですか、ドク？　顔色が……」


　エルリルオが最さい期ごに言った台詞せりふを思い出す。


　──私たち〝真のファン〟が望んだのは、こんなガラクタなんかじゃない──。


　私たち。


　そう、〝破壊者〟となった男が、私たちと言ったのだ。


　葉のファンは──。


　世界中に、いる。


「アメリカに戻りましょう、ドク」


　葉を乗せた救護車のバンが閉とざされた。


　エンジン音が響き、振しん動どうとともに走り出す。


「ここは、ドクがいるべき場所ではありません」


　そんなことは、もう分かっている。


　今回の事件で、嫌いやというほど思い知った。


　自分は、これからも必要とされるだろう。


　天才の遺産のせいで。


　葉はこれからも、天才のフリを続けなければならない。


　かつての自分と、対決し続けなければならない。


　こんな辺境の島に残っていい理由など、一つもなかった。


「……」


　葉はまぶたを閉じ、一瞬だけ顔を歪ゆがめて──。


　小さく、頷いた。




　エピローグ







　葉ようは暗がりの中、ぼんやりと浮かび上がる映像を凝ぎよう視ししていた。


「ふふ──」


　助手から譲ゆずってもらった傷だらけのノートＰＣのディスプレイを見つめながら、手元のノートに数式を書き込んでいく。今まさに最高の論文が完成しつつあった。


「ふふ……ぐふふ……」


　徹てつ夜やの作業で、葉の目元に隈くまが浮いていた。


　そこへ──。


「はいさいっ！」


　元気な一声とともに、居間の雨戸と窓が一気に開かれた。


「ぎゃあっ！」


　突とつ然ぜん、眩しい日ひ射ざしが差し込み、葉は床ゆかの上を転げ回る。


「目がっ！　ぼくの目がぁぁぁああっ！　紫し外がい線せんにっ！」


「ドク、いつの間に帰ってきたんさー」


「心配したんだぞ」


「照て瑠るはべつに心配してないし」


　居間の窓からズカズカと遠えん慮りよなく上がり込んだのは、陸りくと夏なつ生き、照瑠だった。いつも通り頭の悪そうな面を馬ば鹿かみたいに並べている。


　他の窓も開けて陽ひの光を取り込もうとして、陸がぎょっとした。


「なっ、なに、その怪け我が！　包帯だらけさ！」


　当然だ。〝破壊者デモリツシヤー〟を捕つかまえたのは昨夜のことで、人体の傷は一晩では完治しない。


「警察署にいたヤツらに何かされたのか？　あの後、どこに連れて行かれたんだよ」


　夏生も、葉に詰つめ寄った。


　葉は手を振ふり回し、うっとうしい島民どもを遠ざける。


「ハロウィンパーティの予行練習に付き合ってやっただけだ！　この包帯もな！　触さわるな！　こんなのはなんでもない！」


「な、なんでもないワケないさ！　よく見せなさい！」


「ひどい顔だぞ。そんな顔で何して──」


「あっ、コレ！　照瑠のグループのプロモーションビデオだし！」


　ノートＰＣの画面内で踊おどる少女たちを見て、照瑠が声を上げた。


　陸と夏生が同時に振り返る。


「えっ」


「み、見るなぁあああっ！」


　葉は慌あわててノートＰＣに飛びつき、画面の上に覆おおい被かぶさる。


　だが背後から夏生に羽は交がい締じめにされ、あえなく引き離はなされてしまう。


「な、何の真似だ、この野郎！　不法侵しん入にゆうでは飽あき足らず、プライバシーの侵しん害がいまでしようというのか！　は、離せぇっ！」


「なんでドクがこんなの持ってるわけ……？」


「照瑠が昨夜、玄げん関かんに置いといたの。オバァを助けてくれたお礼だし」


「そ、そっか。……もらって嬉うれしいのかなあ、これ？」


「……まだいっぱい在庫残ってるし……」


「う、嬉しい！　照瑠の可愛かわいい歌と踊り見れたら嬉しいに決まってるさ！」


「ひょっとしてドク……寝ねないで、ずっとコレ観みてたのか？」


　夏生が言った。


　少女二人が振り返り、身を引く。


「えー……」


「さすがにそれは引くし……」


「べ、べつに観たくて観たわけじゃない、勘かん違ちがいするなっ！　この手のモノを観たことがないから、物もの珍めずらしかっただけだ！」


　真っ赤になって主張する葉。


　とはいえ、照瑠は悪い気はしなかったらしい。得意げに胸を張る。


「でもこれで照瑠のスゴさが分かったでしょ？　アイドルの照瑠のサイン、欲しい？　どうしてもっていうならあげてもいいし」


「そ、そうか？　じゃあ、コレを」


　夏生から解放され、葉は数式を書き込んだノートを照瑠に渡わたす。


「なに、コレ？　これにサイン書けばいいの？」


「違ちがう。ダンスと歌を分ぶん析せきして、より注目度を上げ、なおかつ好感度が上がるために必要な修正点を書き加えたものだ。この通りにやれば、人気も上がるだろう」


「そういうの考えるのは、物珍しいっていうレベルじゃないさ……」


　陸がさらに後あと退ずさるが、照瑠は目を輝かがやかせた。


「スゴイ！　これで照瑠も人気者だし！」


「これを……その、マミちゃんに……」


「照瑠じゃないしっ！」


　照瑠の正拳けん突つきが、葉のみぞおちを的確に捉とらえた。うずくまる葉。


「ぐっ……！　ち、ちゃんと渡せよ！　ぼくはレコード会社に協力を依い頼らいされて、全米で二百万枚売り上げた実績があるんだ。そのノウハウを詰め込んだ大事な論文だぞ」


「はいはい、ドクはすごいさー」


「メシ食ったか？　どうせ、まだだろ。いっしょに食べに行こうぜ」


「二百万枚！　──了解ウイルコ。照瑠がちゃんとマミに渡しておくし」


　ニヤリと邪じや悪あくな笑えみを浮うかべ、照瑠が親指を立てた。


「……しめしめ。これでマミなんか蹴け落おとして、照瑠が一番人気だし」


「しめしめ、とはどこの国の言葉だ？　本人に渡さなかったら訴うつたえてやるからな……」


　陸たちとともに自宅を出ると、強い日射しが降り注いだ。


　台風は昨夜のうちに去り、今は名残なごりがあるだけだ。樹の枝や何かの機械の部品といったゴミが周囲に散らばっている。


「今日は素す直なおに、陸たちと来るんだ？」


　嬉しそうな顔をする陸を、葉は思いっきり睨にらみつけてやる。


「どうせ断っても、無理やり連れて行くんだろうが……！」


「うん。人間、諦あきらめが肝かん心じんさ」


「諦めどころか、ある意味、服従だ……この屈くつ辱じよくはいつか晴らしてやるからな」


　憎にく々にくしげに呻うめきながら、葉は心中で付け足す。


　それに、どうせこれで最後だしな──。


　明日には、アメリカへ発たつ。


　心にそう決めていた。今日は荷物をまとめるために戻もどっただけだ。


　葉を求める人間は、世界中にいる。


　少なくとも今、こうして肩かたを並べている陸たちとは違う。


　自分を必要とする人々のために、また自分の責任を果たすために──。


　こんな僻へき地ちの島で、葉が遊んでいていいはずがなかった。


「あ、オバァ」


　先に行った照瑠が、老ろう婆ばと話していた。


　夏生が葉を振り返る。


「病院嫌ぎらいらしくてさ。今朝、さっさと退院したんだってさ」


　だから、どうした。葉には関係のないことだ。


　老婆がこちらへやって来た。


「ドク。オバァが話したいって。陸たちは先に行ってるさ」


　陸たちが怪我人を置いて、さっさと坂道を上っていく。


「……」


　老婆が葉のもとへ近づいた。


「──ありがとうにふえーでーびる」


　ペコリ、と老婆が頭を下げた。


　礼を言われたということは、何となく分かった。だがそんな筋合いはない。彼女を助けたのは、あくまで頼たのんでもいないのに葉を助けようとしたことの仕返しだ。


　老婆が微笑ほほえみ、立ち去ろうとした。


「あー……」


　葉は意味のない声を上げた。老婆が振り返る。


　どうせ、もう二度と会うこともないんだ──。


　旅の恥はじはかき捨て、というやつだ。


　老婆に礼を言われる筋合いはない。


　だが先に礼を言われてしまったら、葉のしたことは仕返しではなくなってしまう。


「最初に会った時……お前は、ぼくを助ようとしたらしいな」


　頭を搔かきながら、明後日あさつての方角を向いて、唇くちびるを尖とがらせる。


「……ありがとう」


　生まれてはじめて感謝の言葉を口にする。


　老婆がニコリと微笑み、小さく頷うなずいた。


「ちっ……」


　なぜだかむしょうに恥はずかしくなった。葉は足早にその場を後にする。


　商店に行くと、すでに陸たちはベンチを占せん領りようして談だん笑しようしていた。葉が今世紀最大の恥をしのんだというのに、のんきなものだ。


　店内に入ると、いつも通り、陸の母である店主が出で迎むかえた。


「いらっしゃい。……なんね、その怪我」


　説明が面めん倒どうなので、葉は無視した。メニューを見上げ、新たに一枚の張り紙が追加されていることに気づく。


「ソデイカの天ぷら？」


「あー、それね。昨夜、陸が持ち込んできたんさ。アンタんとこのだって？　風ふ呂ろ場ばで死にかけてたって言ってたけど」


　そういえば昨夜、帰宅した時にはもうバスタブは空っぽだった。陸が警察署から消えた葉を心配して自宅にやって来て、そいつを見つけたといったところだろう。


「……ポントピダン……」


「ん？」


「いや……沖縄そばと、その天ぷらを」


「まいど。出来たら持っていかせるから、外で待ってな」


　供養という感傷などは持ち合わせていない、一時の同居人の最さい期ごを看み取とるのも家主の務めかもしれない。代金を払はらって、店外のベンチに向かう。


　陸のとなりが空いていたので、そこに座る。


「ねえ、ドク。本当にその怪我、どうしたわけ？　昨日の人たちにいじめられたの？」


　心配そうに顔を覗のぞき込まれ、反射的に身を硬かたくする葉。


　この顔だ。


　彼女たちのことを思い浮かべることがなければ──最後の最後で、〝破壊者〟を止めることはできなかったかもしれない。


「ドクは弱っちいからね。なんかあったら、陸たちが守ってやるさ」


「なっ──」


　思いがけない陸の言葉に、葉は顔を真っ赤にした。


「ば、馬鹿なことを言うな！　ぼくは誰だれの助けも必要ない！　ぼくを守ろうだなんて、そんな傲ごう慢まんなことは──」


　顔をそむけ、言い放つ。


「親にだって言われたことがないというのに……！」


「えー？　そんなわけないさ」


「そ、それに守ってやったのは、ぼくのほうだぞ！　天才であるぼくがいなければ、今いま頃ごろお前たちはどうなっていたか……」


　そう言ってせせら笑う葉を、陸たちがきょとんと見つめた。


「はあ？　ドクが、またワケわかんないこと言い出したさ」


「俺らはべつに何も守ってもらってないよな」


「オバァを助けたからって、調子に乗ってるし！」


「き、貴様ら……」


　昨夜の出来事を詳くわしく説明してやろうか、とも思ったが、思い直す。


　助けたとはいっても、元を正せば葉自身がまいた種を摘つんだだけだ。それどころか、葉は一度──こうして無む邪じや気きに笑う彼らを、見殺しにしようとした。


　葉はこれから、その罪を少しでも自分の手で償つぐなっていかなければならない。


　世界を救う、英えい雄ゆうとして。


　天才のフリを続ける覚かく悟ごはできている。


「ふん、まあ好きに言っておけ。どうせ、お前らともすぐにお別れだ」


「──えっ？」


　陸たちが顔つきを変えた。


「ドク、まさか、沖縄から出て行っ──」


「はいよ。沖縄そばとイカ」


　陸の言葉を遮さえぎって、葉が頼んだメニューが運ばれてきた。


　てっきり店主が運んで来るものと思ったが、そうではなかった。


「ん？　だれ、このコ？」


　そう言って葉の顔を見つめたのは──女め神がみだった。


　盆ぼんを持つ女性に、照瑠と夏生が親しげに話しかける。


「あ、海うーみー姉ぇ姉ぇ。なんか奢おごって！」


「今日の店番は海姉ぇか」


「オッカァがこの後、模も合あいで出かけるっていうからさ。海も友達と遊ぶはずだったのに」


　目元は陸に似ているが、髪かみが長く、陸よりもずっと大人っぽい。歳は葉よりも二つか三つほど上だろう。何より胸の容量は陸と変わらないのに、腰こしも脚あしも何割か細いというスタイルが芸術的だ。


「──ここに永住しよう……」


　ぽつり、と呟つぶやき、葉は自分の人生を方向転てん換かんした。


　すると海に見とれる葉の脇わき腹ばらに、強きよう烈れつな肘ひじ打ちが叩たたき込まれた。


「ぎゃあっ！　な、何をする、このクソガキ……！」


「照瑠じゃないし」


　そっけなく照瑠に言われ、横を見る。


　陸が真顔でアイスにかじりついていた。


「ドクは今後、うちの店に出入り禁止です」


「えっ！　な、なぜだっ……！　これからは通うぞ！　毎日な！」


「なんかよく分からないけど、ここに置いてくからね」


　そばと天ぷらを置き、去って行く美女。


　その後ろ姿に見とれていると、また肘打ちをくらった。


「うちはそういう店じゃないんです。本当、やめてもらえませんか」


「こ、こっちのセリフだ……！　好き放題に殴なぐるのをやめろって、ぼくは怪け我が人だぞ！」


「なあ、ドク。なんだよ、さっきの。お別れってやつ」


　夏生に言われ、葉は考えた。


　失われた天才としての才能は、そう簡単には戻らない。


　葉の壊こわれ、病やんでしまった心も同じだ。


　だが、陸は言った。


　──普ふ通つうに生きたいなら、そうすればいいさ。


　天才に戻るのと同じくらい、それは難しいことなのだろう。


「なんでもない」


　笑みを浮かべて言う。


　同じように困難なら──。
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　この島に持ち込んだ空っぽの段ボールに、写真一枚分の思い出を詰め込むまで──。


　ここで、普通に生きてみてもいいかもしれない。


　そう、考えた。




　あとがき







　こんにちは、岩いわ井い恭きよう平へいと申します。





　今回、こうして新シリーズをお届けしたわけですが、また天才君が出てきます。また、というのはデビュー作である『消しよう閑かんの挑戦者』シリーズにも、わさわさと頭の良い人たちが出てくるからです。


　好きだから仕方ない、とか作風だから仕方ない、と色んなトコで言い張ってます。実際、これまで書いてきたどのシリーズも好きなもの、嫌きらいなものがテーマになってますし。





　天才の定義っていうのは、数多あまたあることでしょう。


　自分としては、凡ぼん人じんが時間をかけてもできないことをする人がそれだと思ってます。緻ち密みつな絵を描えがいたり、すごい計算を一いつ瞬しゆんでできたりではなく──もちろん、それができる人はスゴイです。でも、どちらが上というわけじゃなく、それとは別に見たこともない表現で絵を描いたり、誰だれも思いつかなかった方程式を生み出す人もスゴイ、と。


　そういう人は時間の流れによる変化を跳とび越こえ、人類を別の時代、別のステージに牽けん引いんする力があるんだと思います。過去、芸術や科学、その他の分野で革命を引き起こしてきた人々のように。





　そうして考えてみると、過去に天才がいたのは明らかなわけで。そうなると現代に彼らと同じ存在がいないはずがない。もし彼らが現代の社会や技術を利用し、善意と悪意をもって対立したら一体どうなるか──。


　そんなことを考えつつ、次の話も書ければと思ってます。こうして無事に一巻は出せたので、次はもっと趣しゆ味みに走ってエグい敵味方を出していきたいです。





　好きなもの、その２。


　沖おき縄なわ。いいですよ、沖縄。自分は沖縄生まれというわけでもないですが、都会生まれというわけでもないので、懐なつかしさとホッとする居い心地ごこちの良さがあります。


　それはきっと暖かな風土と、そこに住む人々の懐ふところの深さのおかげなんでしょう。彼らの明るい笑顔と向かい合うだけで、ある種の受け入れられた感を覚えます。だからこそ沖縄を訪れれば笑顔になれるし、ホームに帰ってきたような安あん堵ど感にも浸ひたれるんです。


　今作を書くにあたって、沖縄に住む方々にも少なからずお世話にもなりました。色々と知らなかった習慣も教えていただけたので、今後少しずつ出していきたいです。





　今作を書くにあたって、『ムシウタ』シリーズでも担当していただいている山やま口ぐちさんにお世話になりました。それにイラストを描いてくださったＢｏｕ先生にも、登場人物が多かったりと無茶をしてお世話になっております。沖縄についてご指導いただいた伊い良ら波はさんや、現地の方々にも心からの感謝を。


　次巻でもきっとお世話になってしまうと思います。





　おそらく今夏に出せるであろう別シリーズ『ムシウタ』ともども、今シリーズでも全力で書いていきます。


　次巻でまた読者様にお会いできれば幸いです。







岩井恭平　　
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サイハテの救きゆう世せい主しゆ


PAPERⅠ：破壊者デモリツシヤー





岩いわ井い恭きよう平へい









角川スニーカー文庫


平成24年5月1日　発行


発行者　新名　新


発行所　株式会社角川書店


〒102-8078　東京都千代田区富士見2-13-3


http://www.kadokawa.co.jp/


(C) 2012 Kyohei Iwai, Bou


本電子書籍は下記にもとづいて制作しました


角川スニーカー文庫『サイハテの救世主　PAPERⅠ：破壊者』平成24年4月1日初版発行




[image: ]

OEBPS/images/P109.jpg





OEBPS/images/P215.jpg





OEBPS/images/P291.jpg





OEBPS/images/KUCHIE-0002.jpg





OEBPS/images/P339.jpg





OEBPS/images/P002-003.jpg





OEBPS/images/KUCHIE-0003.jpg
ANE=

-

*
&
2
7
33
2
\‘-‘\






OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/P039.jpg





OEBPS/images/P157.jpg





OEBPS/images/P344.jpg





OEBPS/images/P059.jpg





OEBPS/images/KUCHIE-0001.jpg





OEBPS/images/KGX00939_C.jpg
=

T

o e

A
al






OEBPS/images/P205.jpg





OEBPS/images/P147.jpg





